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発刊にあたって

この報告書は、佐賀県住宅供給公社による宅地造成の施工に先がけて、

佐賀市教育委員会が平成元年度から平成 2年度にかけて発掘調査を実施し

た鍋島本村南遺跡 (1区・ 2区）の発掘調査報告書であります。

今回、調査を行いました鍋島本村南遺跡は縄文時代から近世にわたる、

かなりの時期幅を持った複合遺跡であり ：佐賀市域においては他に類例を

見ないほど内容豊富な遺跡であります。調査の結果、数多くの貴重な遺物

が得られており、なかでも市重要文化財に指定されました細形銅剣・細形

銅文鋳型・石製把頭飾や朝鮮系無文土器などが出土しましたことは、当地

域が弥生時代において、朝鮮半島と深い交流を持ち、国内における青銅器

生産において先進地域であったことを如実に物語っております。また、古

墳時代においても山陰系土器など他地域からの移入土器が出土しており、

国内においても地域間の交流は盛んであったと思われます。

調査により出土しました、これらの資料は、佐賀市域における先人たち

の生活や交流を知る上で欠かすことの出来ない貴重なものであり、この発

掘調査報告書とともに、郷土の文化財に対する認識と理解、研究に少しで

も役立てば幸甚に存じます。

なお、調査に際しまして、多大なる御協力をいただきました佐賀県住宅

供給公社、佐賀県教育委員会、御指導いただきました諸先生方並びに地元

の方々に対しまして、心から厚く御礼を申し上げます。

平成 3年 3月

佐賀市教育委員会

教育長 山田清人



例 言

1.本書は分譲住宅建設に伴い、平成元年度に実施した鍋島本村南遺跡 1区・ 2区の発掘調査

報告書である。

2.調査は佐賀県住宅供給公社の委託を受けて、佐賀市教育委員会が実施した。

3.調査地の所在および規模などは以下のとおり。

遺跡登録番号

調査地地籍

調査対象面積

遺跡調査番号

2106 NHM-1 • 2 

佐賀市鍋島町大字鍋島二本杉602,608-2, 543 

2,900m' 

0101 

遺跡略号

開発面積

調査菊願頭

調査期間

13, 789m' 

2,900m' 

平成元年4月3日～平成3年3月31日

4.発掘作業・整理作業・報告書作成の分担は以下のとおり。

表土除去 有限会社松尾工建

空中写真 双建航業株式会社

遺構実測 新九州測量設計株式会社

個別遺構実測 前田達男・加藤元信・西田巌・友添丸子・龍由美子・副島カスミ

原京子・木島慎治

遺構・遺物写真 前田・加藤・西田・木島

遺物復元 池野光代・中野俊昭・西首金子・久富小夜子

遺物実測 大木和子・浜野里美•島京子・木島

製図 西田・牟田裕ニ・大木・式町幸子•島・浜野・横尾ますよ・木島

5.調査・整理記録及び出土遺物は、佐賀市文化財資料館（佐賀市本庄町大字本庄1121)

括保管している。

6.本書の執筆・編集は、木島がこれにあたった。

で一

凡 例
1.遺構については略記号を用いる。調査区ごとに連番号をつけ、番号の前に遺構分類記号を

つけた。分類は以下のとおり。

SA：柵列

SK：土壊

SB：掘立柱建物

SP：土壊墓・木棺墓

SC：箱式石棺墓・石蓋土壊墓

SR：周溝状遺構

SD：溝

ss：支石墓

SE：井戸

ST：古墳

SH：竪穴住居

SX：不明遺構

SJ：甕棺墓

p：小穴・柱穴

2.原則として、遺構の測定値は m単位、遺物のそれはcm単位とした。

3.特に注記のないかぎり、表示した方位はすべて座標北 (G.N.)である。

4.遺物実測図においては、縄文・弥生土器及び土師器は断面白ヌキ、須恵器・須恵質土器は

断面黒塗り、黒色土器は器面網かけ、瓦器は断面網かけで表現している。
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I.序説

I.序説

1.調査にいたる経過

佐賀市鍋島町においては、昭和55年度から93.4haを対象に土地区画整理事業が開始され、佐

賀医科大学を中心とした新市街地の造成が行われている。
しろうまる きつの ますだ つる

この地域においては、四郎丸遺跡・木ノ角遺跡・増田遺跡・津留遺跡等の周知の埋蔵文化財

包蔵地が存在しており、土地区画整理事業の実施に先立って埋蔵文化財の試掘調査及び踏査を

行った。この結果、昭和59年度に行った試掘調査で遺物包含層を確認した（増田遺跡）以外に、

遺構・遺物の検出は確認されていない。しかしながら、この確認調査は、周知の埋蔵文化財包

蔵地に含まれる地区のみを対象とした調査であり、それ以外の地区には及んでいない。

今回調査を行った鍋島本村南遺跡は新発見の遺跡であり、これまでこの区域における遺跡の

存在は知られていなかった。この区域一帯も土地区画整理事業の対象地区となっていたが、先

に述べたような理由で遺跡確認調査は実施されていなかった。

ところが、昭和63年 2月に佐賀県住宅供給公社がこの区域において住宅地造成工事を開始し

たところ、同区域において多量の土器片の散布がみられたため、この旨、佐賀市教育委員会に

連絡を行った。これを受けて佐賀市教育委員会が現地踏査を行ったところ、比較的広範囲に土

器の散布が確認されたため、遺跡の発見通知の提出を行い、遺跡の周知化をはかった。この後、

佐賀県住宅供給公社による開発が予定されていた地区について試掘調査を実施し、開発面積

13,789面のうち約4,000面において遺跡の存在を確認した。この調査結果をもとに佐賀県住宅供

給公社、佐賀県教育委員会文化課（現 佐賀県教育委員会文化財課）、、佐賀市教育委員会の 3者

で協議を重ねた結果、区画整理事業によってすでに完成していた区画道路を除いた2,900rri索つ

いて発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は平成元年 4月3日から実施した。調査は、遺構密度や出土遺物量が当初の予想を

大幅に上回ったこと、水はけの悪い土壌による作業効率の低下など、実に困難をきわめた。諸

般の事情により期間の延長が望めなかったため、発掘作業員の増員をもって対処し、発掘調査

は平成元年 6月9日にすべての現場作業を終了した。

出土遺物の整理作業は平成元年10月から開始した。遺物の接合・復元・実測・写真撮影及び

報告書執筆等、すべての作業は佐賀市文化財資料館で行い、平成 2年 3月にすべての作業を完

了した。
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2.調査の組織

調査主体佐賀市教育委員会

事務局 佐賀市教育委員会社会教育課

社会教育課長 古川靖邦

課長補佐兼文化係長 中野和彦

事務吏員 甲木亮ー（庶務担当）

嘱託員

福田義彦（試掘調査•本調査担当）

木島慎治（本調査担当）

前田達男（本調査担当）

加藤元信（本調査担当）

西田巌 （本調査担当）

I.序説

発掘作業員 倉町和子・岩松美枝子・渡瀬妙子・山本信子・円城寺久子・久米カネ代・梅原

喜代子・井出弘子・今泉澄子・今泉京子・今泉富美枝・今泉テル子・荒巻勝代・

香月ミツ子・緒方道江・杉町スミ子・高蔵公子・野中ッタエ・松林喜美子・松

林初代・松本ツル子・畑瀬弘・原京子・友添丸子・小柳恵子・角田絹子・石橋

由美子・金崎タキヨ・中尾清子・石丸由美子・倉本エツ子・高羽和子・大籠ト

ラヨ•福田スマ子・高津千代子・徳島米子・副島克代・田島君枝・古川栄子・

副島かすみ・龍由美子・野田セキ子・納富ミサオ・古川クラ・野田美智子・野

中ツルヨ・中島文子・原ケサヨ•宮地富子・小出賀澄・武藤ツルヨ・山木恵美

子・山本初代・原ナミ子・下村保枝・野田富子・中牟田テル子・納富直子・牟

田ロチョノ・西原和子・森田ツルヨ•松本のり子・内田和子・三位保子・大木

和子・広重サナエ・今泉ミツヨ・緒方多美子

調査協力 佐賀県住宅供給公社・佐賀県教育委員会・地元各位

なお、発掘調査及び報告書作成にあたっては、小田富士雄（福岡大学）、西谷正（九州大

学）、森貞次郎（九州産業大学）、三島格（肥後考古学会）、甲元真之（熊本大学）、申敬激（慶

星大学校）、武末純一（北九州考古博物館）、田崎博之（福岡市埋蔵文化財センター）、高島忠平・

藤口健ニ・松尾吉高・高瀬哲郎・家田淳ー・小松譲・徳永貞紹（佐賀県教育委員会）、木下巧・

蒲原宏行（佐賀県立博物館）、片岡宏二（小郡市埋蔵文化財センター）、種浦修（諸富町教育委

員会）、田中稿二（大和町教育委員会）の各氏には多大なる御指導、御助言をいただいた。記し

て感謝を申し上げたい。
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II.遺跡の位置と環境

II.遺跡の位慨と環境

1.遺跡の位置 (Fig.1) 

佐賀市は佐賀県の東南部に位置し、東は神埼・千代田・諸富町、西は大和・三日月町、北は

大和町と接している。市の北部には脊振山系が連なっており、その南麓には舌状丘陵が形成さ

れ、それより南には沖積平野が広がっている。河川の運搬する砂泥によって地層が形成され、

有明海の潮汐作用と相侯って河川の沿岸や海岸に展開したこの沖積平野は肥沃な地帯となって

おり、弥生時代の集落形成の際にはかなり重要な役割を担っている。

今回調査を行った鍋島本村南遺跡は佐賀市の西方にあり、大和町との境界の一部になってい

る嘉瀬川中流域東岸の微高地上に存在していた。遺構面の標高は 5~6mを測る。調査地点か

ら嘉瀬川までは100m程度の距離をおく。この嘉瀬川は、遺跡の北側で北東から南西方向に、西

側ではほぽ北から南へその流路をとっており、ちょうど遺跡の存在する地域が突出した形で河

川は緩やかに屈曲し、南西方向に延びている。

現在の嘉瀬川の流路が弥生時代においても同様であったか否かという問題は、遺跡の立地状

況や周辺遺跡との関連性を考えるうえで非常に重要になってくる。旧流路が今回の調査地点の

東方に存在していた可能性も少なくはないが、調査地点東部域における発掘調査の僅少さから

遺跡の占地形態が不明確であるため、旧流路については現在のところ推定しがたい。

2.歴史的環境 (Fig.1) 

佐賀市内には数多くの遺跡が存在し、その中心地域となるのが脊振山麓部一帯及びそこから

南へ派生する平野部上であり、遺跡の分布密度は非常に高い。

ここでは Fig.1内の地域を中心に周辺遺跡の概要を簡単に述べることとする。

旧石器時代の遺跡は、その大半が県北西部の東松浦半島に集中しており、佐賀平野に至って
（註 I)

は明確な遺跡の存在はほとんど確認されていない。神埼郡神埼町船塚遺跡、佐賀郡三日月町老
（註 2)

松山遺跡、岡本山遺跡などは比較的良好な資料を提供するが、他は後世の遺構・遺物に混在し

て出土したり、採集された資料が多く、単独の遺跡として明確に捉えられるものは数少ない。
（註 3) （註 4) （註5)

縄文時代では、佐賀市久保泉町において鈴熊遺跡・西原遺跡では晩期前半の、藤附A遺跡で
（註 6)

は後期の資料が得られている。また、丸山遺跡においては縄文時代晩期から弥生時代前期の支
（註 7) （註 8) （註 9)

石墓群が検出されている。佐賀市金立町においては金立開拓遺跡、六本黒木遺跡、大門遺跡、
（註10) （註11)

大門西遺跡、来迎寺遺跡などの調査が行われている。特に金立開拓遺跡においては、早期・前

期・後期の土壊・住居・甕棺墓等が検出され、後期・晩期の土器・石器が多く出土している。

大門遺跡では前期、後期・晩期の土器とともに大量の石器が得られている。佐賀郡大和町にお
（註12)

いては、礫石A・B遺跡で晩期末から弥生前期にかけてのバラエティに富んだ埋葬遺構が検出

されている。現在までのところ埋葬遺構を中心とした調査が行われている。遺跡の広がりは前
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II.遺跡の位置と環境

0惣座六本杉遺跡 ◎西山田遺跡 R東山田遺跡 〇惣座遺跡

◎久池井 B遺跡 R肥前国庁跡 0国分尼寺跡 R東山田三本松遺跡
R七ヶ瀬遺跡 R尼寺銅文出土地 R南小路支石墓 R於保三本松遺跡
R本村籠遺跡(H2．調査） 0本村籠遺跡(S63．調査） R池上二本松B遺跡 R道善寺古墳

R風楽寺古墳 R佐保遺跡 R池上二本松遺跡 ⑳池上三本松遺跡
⑳御 館 の 森 園鍋島本村南遺跡 R増田遺跡(S60．調査）の増田園亦(H2~3調在予定）

Fig. 1 鍋島本村南遺跡周辺遺跡分布図 (S= 1/25,000) 
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時代よりもかなり広がっているものの、やはり脊振山南麓を中心とした地域に集中している。

弥生時代になると遺跡の分布は広範囲にわたり、その急激な増加・拡大化には目を見張るも
（註13) （註14)

のがある。 Fig.1の範囲に限っても大和町では惣座遺跡、七ヶ瀬遺跡、東山田一本杉遺跡、西
（註15) （註16) （註17) （註17) （註18)

山田二本松遺跡、池上二本松遺跡、池上二本松B遺跡、佐保遺跡、本村籠遺跡、佐賀市では増
（註19)

田遺跡、本報告の鍋島本村南遺跡など、遺跡の分布は嘉瀬川流域を中心に、かなりの拡散・南

下をみせる。この中でも惣座遺跡においては弧状突出部をもつ防禦的様相の強い二重環濠を巡
（註20) （註21)

らせた後期集落が確認されている。また、惣座遺跡における節帯を有する細形銅矛鋳型の出土、

東山田一本杉遺跡における前期末に遡る銅剣鋒の出土、嘉瀬川を挟み鍋島本村南遺跡と対峙す
（註22)

る本村籠遺跡における中期初頭の甕棺墓からの多紐細文鏡・青銅製鈍の出土など、青銅器関連

の資料もかなり充実している。この点からだけでも、佐賀平野における当地域の先進性を窺い

知ることができよう。埋葬遺跡としては惣座遺跡、池上二本松遺跡、池上二本松B遺跡、佐保

遺跡、本村籠遺跡など、大和町における調査では比較的多く確認されている。佐賀市において

は現在のところ当地域での調査は皆無であるが、平成 2年度から 3年度にかけては増田遺跡に

おいて甕棺墓群の調査が予定されている。9

古墳時代に入ると脊振山南麓一帯には立地条件の良好さから数多くの古墳の築造が行われる。
（註23)

舟形石棺を出土した佐賀市久保泉町熊本山古墳、規模では県下第 2位の柄鏡形前方後円墳であ
（註24) （註25)

る金立町銚子塚古墳、県下最大規模の前方後円墳で 7甚の陪塚をもつ大和町船塚古墳をはじめ、
（註26) （註27)

家形石棺をもつ金立町西隈古墳、久保泉町関行丸古墳等数多くの古墳が存在する。南に下ると
（註28)

大和町池上地区には前方後円墳である風楽寺古墳、道善寺古墳が存在する。近年の調査では池

上二本松B遺跡において方形周溝墓と考えられる遺構3基の調査が行われており注目される。

古墳時代においては埋葬遺構の調査と比較して集落遺跡の調査は格段に少なく、その概要は未

だ明確でない。集落遺跡の調査は今後の大きな課題である。

奈良•平安時代においては嘉瀬川流域はにわかに活気づいてくる。国府政庁を中心として、
（註29) （註30)

国分寺・国分尼寺、その他国府関連施設の造営が開始される。国府政庁の調査をはじめ、惣座
（註31) （註32)

遺跡、久池井B遺跡、久池井六本杉遺跡、東山田一本杉遺跡などの調査が行われており、周辺

官街・国府関連施設の概要が次第に明らかにされつつある。これらの調査成果については「惣
（註33)

座遺跡」の報告書に詳述されている。

中世・近世においては調査が行われているものの、いずれも断片的な調査であり全体の概要

を把握するまでには至っていない。特に佐賀市では Fig.1の範囲内での中近世遺跡の調査は現

在のところ皆無であり、今回の鍋島本村南遺跡における調査が初例である。この鍋島地区は佐

賀藩鍋島家発祥の地であり、中世末期に伊勢守経秀が山城国長岡から移住し居を構えたとされ、

その館跡は「御館の森」と呼ばれ今なおその面影を伝えている。今回の調査により当地におけ

る中近世遺跡の存在は確実であり、今後の調査よる中・近世遺跡の概要解明に期待がもたれる。
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III. 調査の概要

1.調査の概要

調査は機械力による表土除去作業から開始した。元来は水田として利用されており、水田耕

作土を除去すると、比較的厚い遺物包含層が存在し、 50~80cmの堆積をみせる。基盤層（いわ

ゆる地山）は黄褐色～暗黄褐色の粘質土（部分的には砂質土）であり、遺構面から80~120cmの

ところで暗灰色ないしは明灰色の砂層に変化している。遺構埋土は暗褐色土～黒褐色土を呈し、

時代が新しくなるにつれて灰色が強くなるようである。

調査は、遺構検出面まで掘削後、グリッドの設定を行った。遺跡の範囲は北部、西部及び東

部に広がると考えられたため、今後の調査への対応を考慮して、遺跡の範囲をほぼ包括するよ

うにグリッド設定を行った。グリッドは 5m方眼を単位とする。国土座標系第II系を基準と

し、 X= +31K600、Y= -68K630の交点を始点として、そこから北にAA、AB、AC…、東に

1、 2、3…と名称を与え、各グリッ ドについてはA A-1、AA-2と表示することとした。

発掘調査における遺構配置図の作成、遺構固の作成、調査報告書における遺構の説明等、すべ

て設定したグリッドに沿って行った。

調査対象地区は区画整理事業によりすでに完成していた区画道路によって南北 2地区に分割

されていた。このため調査の便宜上、北側の地区を 1区、南側の地区を 2区とした。なお、遺

構番号については、番号の重複を避けるため、 1区に 0番台～200番台、 2区に300番台～400番

台の番号を与えた。

2.調査成果の概要

本遺跡は、弥生時代から近世に及ぶというかなりの時期幅をもった複合遺跡である。遺構検

出面は標高 5~6mを測り、緩やかに南へ傾斜している。試掘調査の結果、 2区の南域は遺構

の広がりがかなり疎になることが確認されており、遺跡の中心域は 1区の北域に存在するもの

と考えられる。今回検出した主な遺構は、土壊442基、井戸12基、溝 1条、土壊墓 2基、甕棺墓

1基、木棺墓 6基、小穴群である。遺構密度は非常に高く、激しい切り合いのため、調査は非

常に難解であった。以下、時代別に調査した遺構・遺物の概要について簡単に述べる。

弥生時代の遺構は 1区・ 2区の両区にわたって広く検出され、今回の検出遺構数の大半を占

めている。土壊•井戸・土壊墓・甕棺墓を検出しているが、明確な住居遺構は確認されていな

い。ただ、小穴を連続して円形に巡らせた遺構 SX217は何らかの構築物である可能性があり、

興味深い。掘立柱建物の可能性を持つ小穴群も存在するが、柱痕跡や柱材などの裏付け資料が

ないため断定するまでには至っていない。検出した遺構は時期的には中期～後期前半のもので

ある。この中の多くを占めるのが、中期初頭～前半の遺構である。，これらの遺構からは多くの

弥生土器とともに擬朝鮮系無文土器（甕・高坪・牛角把手など）も比較的多く検出されている。
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また、特に注目される遺物としては、 1区SP002土壊墓から出土した細形銅剣、 2区SK338土

塙から出土した石製把頭飾、 2区SK345土壊から出土した銅文鋳型などが挙げられる。これら

青銅器・青銅器関連資料と擬朝鮮系無文土器の存在は青銅器生産と朝鮮系集団との関連性を考

える上で非常に示唆的である。他には縄文晩期～弥生前期の遺物が得られているが、いずれも

遺構に伴うものではなく、この時期に属する遺構は検出されなかった。

古墳時代の遺構・遺物は弥生時代のそれと並んで、本遺跡の中核をなしている。遺構は土壊・

井戸がほとんどで、住居遺構や埋葬遺構等は検出されていない。遺物は古式土師器が中心で、

しかも一括出土の状況を呈するものが比較的多く得られている。また、これに共伴して、いわ

ゆる山陰系土器等、他地域からの移入土器の出土が認められる。今回出土した古式土師器の資

料は佐賀平野における当該期の土器編年を考えるうえで非常に貴重な資料といえよう。

奈良•平安時代に入ると、遺構密度はかなり低くなる 。 検出できた遺構も土壊と井戸のみで

ある。しかしながら、丸太剖り貫き組合せの井戸側をもつ 2区SE323井戸は遺存状況も比較的

良く、当該期の井戸側の一例として良好な資料を提供している。

中世では、井戸・溝が検出されている。特筆されるのは 1• 2区にまたがって検出された

SD065溝である。上面を失っていることを考慮すれば、かなりの溝幅を持っていたようであり、

性格については現在のところ不明だが、何らかの区画溝である可能性は少なくない。また、条

里との関連性も一考の余地がある。この溝に限らず中近世の遺構の性格等を考える際には、当

地が鍋島家発祥の地であることも充分に考慮に入れねばならないであろう。

近世において、確実な当該期の遺構として挙げられるのは木棺墓のみである。遺構は上部の

大半を失って入るものの、 3基については共伴遺物を持っており、時期決定に有効である。県

内においては近世木棺墓の類例も少なく、近世期の墓制を考える上では興味深い資料である。

なお、中近世の遺構は遺物包含層に切りこんで存在していたため、包含層除去の際に遺構の上

面を削平してしまったことをここに明記しておく。

以上簡単に概略を述べたが、これだけの時期にわたり連綿と継続した遺跡は近隣にはなく、

嘉瀬川流域南域における遺跡の様相を知る上で非常に注目される遺跡といえる。

3.調査記録の記述方法

今回の調査区は区画道路によって南北に分割されているため、調査の便宜上北側を 1区、南

側を 2区として調査を行ったことは先にも述べた。本来は同一の遺跡であり近接していること

から時代別に 1• 2区をまとめて報告すべきであるが、ここでは発掘調査に合わせて 1区と 2

区に分けて報告を行うこととする。

遺構は、調査区毎に大別した後に時代別に分類し、各時代に属する遺構の説明を各種類別に

まとめて行う。検出・認定できた遺構は①土壊、②井戸、③溝、④土壊墓、⑤甕棺墓、⑥木棺

墓、⑦不明遺構であり、この順序で遺構の説明を行う。遺構実測図は基本的に 1/40の縮尺で掲
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載し、遺物の出土状況を示すものについては 1/30の縮尺で掲載することを基本とした。必要に

応じて土層断面を図示している。 また、遺構密度が高く、切り合いも激しいため、各時代別に

主要遺構配置図を作成し、各時代の遺構の占地状況を把握できるように努めた。

出土遺物は、遺構毎にまとめて、遺構とセットで説明を行なうことを基本とした。遺構に伴

わない出土遺物、報告できなかった出土遺物のなかで重要と思われる遺物については、その他

の出土遺物として別に報告を行った。遺物は基本的に土器を 1/4の縮尺で、石器・土製品を 1/ 

3の縮尺で図示した。また、土器のなかでも、弥生時代の甕については朝鮮系無文土器との関

連上、口縁部の接合痕には注意を払い、接合痕の判別が可能であったものについては極力屈示

するように努めた。須恵器・黒色土器・瓦器と土師器の違いを図面上で明確にするため、縄文・

弥生土器及び土師器は断面白ヌキ、須恵器は断面黒塗り、黒色土器は器面網かけ、瓦器は断面

網かけで図示した。 また、遺物番号は遺構単位での連番号を与えた。遺物の出土状況が良好な

ものについては、遺構図中に遺物Noを付記し、遺物実測固と対照出来るようにした。
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III.調査の概要
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Fig. 3 鍋島本村南遺跡 1• 2区全体図及びグリッド設定図 (S = 1 /400) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

IV.調査の記録 1区一

1.弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は、土塙、井戸、土塙墓等を検出した。この中から遺物の出土状況の比較的

良好な遺構、重要遺物を出土した遺構を抽出して報告を行う。報告する遺構は土壊11基、土壊

墓 2基、不明遺構 1基である。

(1)土壌と出土遺物

SK080土壌 (Fig.5) 

AL-27グリッドで検出した。遺構北東部において Pl52と切り合い関係を持つが、その先後関

係は確認できなかった。平面形は長軸2.45m、短軸1.5mの隅丸長方形を呈し、深さ0.25~0.4

m を測る。断面形は逆台形状をなし、遺構底面は北東部がやや深くなっている。遺構埋土は暗

褐色土の 1層のみである。出土遺物は少なかったが、遺構底面からやや浮いた状態で、擬朝鮮

系無文土器の壷把手（牛角把手） 2点が弥生土器片と共伴して出土している。

SK080出土遺物 (Fig.6) 

甕 (1•2) 1は復元内・外口径14• 18.6cm。外面は調整不明瞭だが、ハケ目調整と思わ

れる。内面はナデ調整、口縁部は横ナデ調整。暗褐色を呈する。 2は復元内・外口径19.7cm • 

24cm。口縁部には横ナデ調整。胴部外面は縦ハケ目調整、内面はナデ調整。褐色を呈する。

し

蒲
誤
6
.0
m

口

標高6.0m

二 三二
0
1
 

1 m 

―= Fig. 5 SK080土壊実測図 (S= 1 /30) 
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IV.調査の記録 (1区）

n 9" 
2
 

:-I―いーロー 10cm - 20cm 

Fig. 6 SK080出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=l/3)

壷（ 3) 復元口径13cm、器高18.1cm、底径5.8cm。口縁部内外面に横ナデ調整、口縁内面下

半から胴部内面にはナデ調整。胴部外面は磨耗のため調整は不明瞭だが、ヘラミガキ調整と思

われる。外底はナデ調整。胴部外面下半から外底にかけて黒斑がみられる。

牛角把手 (4 • 5) 2点ともにかなり大型の把手片である。挿し込み式と思われ、外面に

はヘラミガキ調整を行う。ともに暗褐色。

石庖丁 (6) 残存長4.2cm、厚さ0.4cm。孔径0.5cm。刃部を欠失する。孔は両方向から穿た

れている。粘板岩か。

SK082土壌 (Fig.7) 

AK-28、AL-28グリッドで検出した。遺構西部で SK083に切られ、遺構南西部で SK084を切っ

-13 -



1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

A' 

SK083 SK082 
標高6.0m A' 

< S K083〉

1．暗褐色土
2.暗褐色土（明黄褐色土プロック多兌混入。）
3.暗褐色土（明黄褐色土プロック混入。焼士混入。）
4.明黄褐色砂質土（暗褐色土混入。）
5.暗褐色粘質土 (3より暗色強い。）
6.暗褐色粘質土（多埜の焼土・炭混入。）
7.暗褐色粘質士（焼土混入。 5に似る。）

SK083 B
 

標高6.0mB' 

<SK082〉
8.暗褐色土（地山土プロック混入）
9.暗褐色粘質土（地山土プロック ・茶褐色土プロック混入）
10. 暗褐色粘質土 (9より暗色強い）
11.暗褐色粘質土（明黄褐色砂質土プロック多費混入）
12. 黒褐色粘質土

13.黒褐色粘質土 (SK084埋土）
14.黄褐色土（地山土よりやや茶色強い）

c
 

SK082 標高6.0m C' 

゜
2 m 

Fig. 7 SK082 • 083土塙実測図 (S=l/40)

- 14 -



IV.調査の記録 (1区）

ている。また、遺構南部及び北東部では小穴と切り合い関係を持つが、その先後関係は不明で

あった。平面形は長軸3.6m、短軸2.3mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.75mを測る。断面形は

逆台形状をなし、遺構底面は中央にやや窪んでいる。遺構埋土は 5層に分層でき、自然堆積の

状況を呈している。遺物は主に第 3~5層において大量の弥生土器が出土しており、いずれも

遺構の埋没過程において一括投棄されたものと考える。

SK082出土遺物 (Fig.8 • 9) 

甕 (1~15) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

にナデ調整。 1は復元内・外口径11.5• 15cm。褐色。 2は復元内・外口径12.8• 16.4cm。内外

面ともにナデ調整。外面に黒斑を有する。褐色。 3は復元内・外口径15.5• 20cm。胴部内面中

位に黒斑を有する。暗褐色。 4は復元内・外口径14• 20cm。胴部外面下半に煤の付着がみられ

る。褐色。 5は復元内・外口径18.4• 22.6cm、器高30.4cm、底径5.5cm。器面はやや磨耗する。

胴部外面下半部及び内底に黒斑を有する。暗黄褐色。 6は復元内・外口径17.7 • 21. 9cm。褐色。

7は復元内・外口径19.8 • 23. 4cm。内面に指頭圧痕を残す。淡褐色。 8は復元内・外口径18.7 • 

23.2cm。淡褐色。 9は復元内・外口径18.7 • 23.4cm。暗褐色。 10は復元内・外口径16.5• 20.6 

cm。口縁端部に刻目を施し、口縁下に 1条の貼付突帯を有する。褐色。 11は復元内・外口径22.9・

27.5cm。口縁端部に刻目を施し、口縁下に 1条の貼付突帯を有する。褐色。 12は復元内・外□

径24.2• 30.2cm。褐色。 13~15は底部。外面にハケ目調整、内底及び外底にナデ調整。 13は内

底に黒斑を有する。暗褐色～黄褐色。

壷 (16• 17) 16は復元口径24cm。器面の磨耗により調整は不明瞭だが、口縁部～頸部内外

面及び胴部外面にヘラミガキ調整がわずかに認められる。胴部内面にナデ調整。胴部中位に 1

条の貼付突帯を有する。口縁内面に黒斑を有する。褐色。 17は外面にヘラミガキ調整、内面及

び外底にナデ調整。外底付近に黒斑を有する。淡褐色。

器台 (18• 19) 口径・器高・底径は7.6• 6.4cm、14.1・14.2cm、9.1• 8. 95cm。18は磨耗の

ため調整不明。 19は外面ハケ目調整、内面ナデ調整、端部に横ナデ調整。ともに褐色。

高坪 (20) 復元底径22cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整。明褐色。

鉢 (21• 22) 21は復元内・外口径32.6• 38cm。口縁端部に刻目を施し、口縁下に 1条の貼

付突帯を有する。磨耗するが外面にはヘラミガキ調整がわずかに認められる。内面ナデ調整。

褐色。 22は口径13cm。外面はヘラミガキ調整だが磨耗する。内面ナデ調整。明褐色。

石器 (23• 24) 23は凹み石。表裏に凹みを持ち、全面が磨られている。 24は中目の砥石。

残存する 5面をすべて使用している。

SK083土壌 (Fig.7) 

AK-28、AL-28グリッドで検出した。遺構東部で SK082を切っている。南部で小穴と切り合

い関係を持つが、その先後関係は不明であった。平面形は一辺2.lmの隅丸方形を基調とすると

- 15 -



1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）
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Fig. 8 SK082出土遺物実測図(1)(S = 1/ 4) 
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IV. 調査の記録 (1区）
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Fig. 9 SK082出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4、石器S=l/3)

-17-



1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

思われ、遺構南西部は一段深く掘り込まれている。深さ0.3~0.65mを測る。遺構埋土は 7層に

分層できた。特に、第10• 13層には焼土及び炭を多く含んでいる。

SK083出土遺物 (Fig.10) 

甕 (1~10) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

にナデ調整。 1は復元内・外口径17.2• 19.3cm。褐色。 2は復元内・外口径17• 21cm。口縁上

面は粗い横ナデ調整。暗褐色。 3は復元内・外口径20.4• 23.4cm。褐色。 4は復元内・外口径

19.5 • 24.6cm。褐色。 5は復元内・外口径20.9• 25.3cm。明褐色。 6は復元内・外口径19.2 • 

24.2cm。褐色。 7~10は底部。 7は内外面にナデ調整で、指頭圧痕を有する。褐色。 9~10は

外面ハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。 8は内底に煤の付着がみられる。褐色～明褐色。

壷 (11~13) 11は復元口径21.2cm。内外面にヘラミガキ調整。口縁内面に黒斑を有する。

暗黄褐色。 12は復元口径22.7c.m。内外面にヘラミガキ調整だが、内面は磨耗のため不明瞭。褐

色。 13は外面にヘラミガキ調整、内面及び外底にナデ調整。内面及び外底に黒斑。褐色。
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Fig. 10 SK083出土遺物実測図 (S=l/4)
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IV. 調査の記録 (1区）

SK091土壌 (Fig.11) 

AJ-24 • 25、AK-24• 25グリッドで検出した。遺構南部において SK211と、遺構北西部にお

いて浅い掘り込みと切り合うが、その先後関係は不明である。平面形は長径3.3m、短径2.3mの

不整楕円形を呈し、深さ約0.2mを測る。断面形は逆台形状をなし、遺構底面はほぼ平坦であ

る。遺構埋土は暗褐色土である。遺物は弥生土器が出土している。

SK091出土遺物 (Fig.12) 

蓋（ 1) 頭部径 4cm。内外面ともにナデ調整。頭部には強いナデ調整。暗褐色。

甕 (2~6) 2~4は口縁部。復元内・外口径は22.4• 27. 6cm、21.4• 28cm、21.8• 27.4 

cm。口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整、外面にハケ目調整。 2は外面もナデ調整。明褐色。

5 • 6は平底の底部。復元底径はそれぞれ6.2、7.2cm。内面にナデ調整、外面にハケ目調整。

5は外面にハケ目調整後ナデ調整を行い、底部に穿孔を行う。

壷 (7 • 8) 7は広口壷。復元口径26.4cm。内外面ともにナデ調整。明褐色。 8は復元底

径6.6cm。内外面にナデ調整。明褐色。

石器 (9• 10) 9は石庖丁。両面ともに丁寧な研磨を行い、刃部も鋭利に研ぎ出されてい

る。 10は砥石。長さ6.35cm、幅2.0cm、厚さ1.3cm。方柱状を呈し、全面を使用する。やや細目

の砥石である。

ト」 ー
口

;
 

|
|
 

標高6.0m

二三 コ
。

2 m 

Fig. 11 SK091土壊実測図 (S=l/40)
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig.12 SK091出土遺物実測図 (S=1/4、石器S=l/3)

SK094土壌 (Fig.13) 

AJ-25グリッドで検出した。平面形は長径約I.Om、短径0.7mの楕円形を呈し、深さ約0.3m

を測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構内には朱塗りの痕跡を残す広

口壷がやや東に傾いて埋置されており、そのすぐ東

側から石斧が出土している。朱塗りであることや出

土状況の特異性から考えて、土器棺墓の可能性も少

なくない。

SK094出土遺物 (Fig.14) 

壷(1)

ている。

口縁部を欠失する広口壷。残存器高27.5

cm。内面はナデ調整。外面は頸部に縦方向、胴部に

横方向のヘラミガキ調整。外面には丹塗り痕を残し

石斧 (2) 完形である。最大長12.85cm、最大幅

5.4cm、最大厚3.5cm、刃部幅5.1cm。重量423g。敲打

痕を残すが、刃部は丁寧に研ぎ出されている。

し

l
二］

標高6.0m

ジ
。

1 m 

Fig.13 SK094土塙実測図 (S= 1 /30) 
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IV.調査の記録 (1区）
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Fig. 14 SK094出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=1/3) 

SK095土壌 (Fig.15) 

AJ-27 • 28、AK-27・28グリッドで検出した。遺構南西部で古墳時代の土壊 SK131に、遺構

東部で小穴に切られている。遺構北東部における弥生時代の土壊 SK208との先後関係は不明で

あった。平面形は長径4.2m、短径2.85mの不整楕円形を呈し、深さ0.25mを測る。断面形は逆

台形状を呈し、遺構底面は中央に向かって緩やかに傾斜している。遺構北部においては平坦部

を持つ。遺構埋土は 3層に分層できた。第 1層：暗褐色土（茶褐色土ブロック・焼土混入）、第

2層：黒褐色土（炭混入）、第 3層：黄褐色粘質土（黒色土・炭混入）、第 4層：暗褐色土（小

穴埋土。茶褐色土ブロック・炭混入） である。特に第 3層は他の層と比較してかなり粘性が強

くよく締まっており、竪穴住居の「張床」を連想させる状況を呈していた。しかし、竪穴住居

の一般的な平面プランとは大きく異なることや住居を示唆する柱穴や炉などの施設が存在しな

いなど、住居と断定する確証は得られなかった。遺物は第 1• 2層から少量出土しており、第

2層下部からは擬朝鮮系無文土器の牛角把手や高坪などが出土している。

SK095出土遺物 (Fig.16) 

蓋 (1.2) 1 • 2は頭部径5.2• 6.0cm。外面は頭部にナデ調整、 その他はハケ目調整。

内面はヘラナデ調整と思われ、エ具のあたった痕跡がみられる。外面には煤の付着がみられる。

2は内面上方に指頭圧痕を残す。

甕 (3~ 11) 3~8は口縁部。器面調整は口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整を行う。

胴部外面は 6がナデ調整、他はハケ目調整を行う。 3は復元内・外口径14cm• 17.4cm。口縁直

下に指頭圧痕を残す。明褐色。 4は復元内・外口径12.9cm • 16cm。褐色。 5は復元内・外口径
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

17.2cm • 21cm。褐色。 6は復元内・外口径20cm、25.5cm。口縁部がかなり肥厚する。淡褐色。

7は復元内・外口径22.8cm、25.8cm。明褐色。 8は復元内・外口径27.8cm • 33cm。胴部上位に

戸
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□ ()、
二］

標高6.0m

A 
標高6.0m

2 m 

ニニニ三二＼ 4 A 

Fig. 15 SK095土塙実測図 (S= 1 /40) 
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IV. 調査の記録 (1区）
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Fig. 16 SK095出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=l/3)
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1．弥生時代の遺構と遺物（土塙）

1条の三角突帯を有する。淡褐色。 9~11はいずれも上げ底の底部片。 9は底径5.9cm。外面に

ハケ目調整、内面及び外底にはナデ調整。 10は底径7.0cm。内外面ともにナデ調整。かなり高い

上げ底で、脚状をなす。 11は底径5.9cm。内面及び外底にナデ調整。外面は磨耗のため調整不明

瞭。ハケ目調整か。

壷 (12• 13) 復元内・外口径24.6cm・29.6

cm。内外面ともにヘラミガキ調整。 13は底径 し一
5.8cm。内外面ともにナデ調整。胴部上方及び

胴部下半から外底にかけて黒斑を有する。

高坪 (14) 復元口径26cm。器面は磨耗し、

口縁端部及び内面に横ナデ調整、外面に斜め

方向のナデ調整。外面下部に黒斑を有する。

擬朝鮮系無文土器の高坪である。

牛角把手 (15) 挿し込み式で比較的大型

の把手である。外面にヘラミガキ調整を行い、

暗褐色～暗黄褐色を呈する。

砥石 (16• 17) 16は断

面方形のやや粗目の砥石片

で、 三面を使用している。

残存長6.4cm、厚さ5.0cm。

17は極細目の砥石片で、四

面を使用している。

SK148土壌 (Fig.17) 

AM-27グリッドで検出

した。平面形は長径1.45m、

短径0.75mの不整楕円形

を呈し、深さは最深0.4m

を測る。遺構南部に平坦面

を持ち、遺構中央はさらに

1段深く掘り込んでいる。

弥生土器片とともに擬朝鮮

系無文土器高坪片が出土し

4-

標高6.0m

二 戸

゜
1 m 

Fig. 17 SK148土壊実測図 (S= 1 /40) 
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Fig. 18 SK148出土遺物実測固 (S=l/4)
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IV.調査の記録 (1区）

SK148出土遺物 (Fig.18) 

甕 (1~3) 1は復元内・外口径17cm• 21.2cm。 2は復元内・外口径17.2cm• 21.6cm。と

もに調整は不明瞭だが、口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整。

3は復元底径6.3cm。上げ底の底部で、外面にハケ目調整、外底及び内面にはナデ調整。 3点と

もに明褐色～褐色を呈する。

器台（ 4) ほぽ完形の器台で口径7.5cm、器高13.8cm、底径8.4cm。外面にハケ目調整、内

面にナデ調整、端部には横ナデ調整。明褐色。

高坪 (5) 5は脚部のみ。脚部は中空にはなっておらず、円柱状をなす。擬朝鮮系無文土

器高坪と思われる。器面の磨耗のため調整は不明。褐色を呈する。

蓋（ 6) 復元底径22.5cm。器面の磨耗のため調整はほとんど不明だが、かすかに縦方向ハ

ケ目調整を残す。褐色。

EOO.g喧
綜

標高5.8m

EOO.s
達
疑

f~ -

一三コ ーー に」…焼土
<， 

歪
I. 暗褐色土（炭化物多屎混入。） ， 

2.暗褐色土 (1より暗色強い。黄褐色土小プロック混入。）

< 
3.赤褐色焼土

4. 赤褐色焼土 (3より赤色強い。）

ク 5. 赤褐色焼土 (4より赤色強い。）＝ 6. 暗黄褐色土
一 7. 黒褐色土

8. 明赤褐色焼土

9. 暗褐色土（黄褐色粘質土プロック混入。）
標高5.8m 10. 暗褐色土 (9より黒色強い。）

11. 暗黄褐色土

12.灰褐色土

13.黒褐色土（灰状の堆積土。）
14. 赤褐色焼土

15. 赤褐色焼土（暗褐色土混入。）
16.赤褐色焼土 (3より暗色。）

17. 赤褐色焼土（赤色が強い。）

18. 赤褐色焼土 (14• 16より赤色強い。）
19.赤褐色焼土（暗褐色土混入。）

O 1 m 

Fig. 19 SK150土壊実測図 (S= 1/30) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

SK150土壌 (Fig.19) 

AK-22 • 23グリッドで検出した。遺構南部で古墳時代の井戸 SE177にかすかに切られてい

る。遺構北部で浅い掘り込みを切り、小穴に切られる。平面形は長径2.2m、短径1.7mの楕円

形を呈し、深さ約0.5mを測る。断面形は船底状を呈し、遺構底面は南部がやや深くなってい

る。遺構埋土は19層に分層できた。埋土中位には部分的に灰層をはさんでかなり厚い焼土層が

検出され、焼土層以外の層においては炭化粒を含んだ層が多い。土層の堆積は、焼土層を中心

に人為的な堆積状況を呈している。これらの特異性を考慮して、遺構埋土をすべて持ち帰り精

査を行ったが、注目される遺物は検出されなかった。また、遺構内部において直接に熱を受け

たような痕跡は認められなかった。遺物については各層から弥生土器が出土しており、焼土層

からも比較的多くの土器片が得られている。

SK150出土遺物 (Fig.20) 

先述のとおり遺構埋土は19層に細分層したが、概ね①焼土層より上層（第 1• 2層）、②焼土

層（第 3~5•8·14~19層）、③焼土層より下層（第 6•7•9~13層）の 3 層に大別でき

る。以下、遺物の出土層位については大別した①、②、③層を使用して述べる。

甕 (1~13) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナ

デ調整を行う。 1 は内・外口径16.8cm•l3.lcm。①層出土。褐色。 2 は復元内・外口径14 . 2cm • 

17.9cm。内面には指頭圧痕を残す。外面は器面の磨耗のため調整不明瞭。②層出土。褐色。 3

は復元内・外白径15.4cm• 19.4cm。②層出土。赤褐色。 4は復元内・外口径16.9cm• 20. 7cm。

②層出土。淡褐色であるが、内器面の一部は赤褐色を呈する。 5は復元内・外口径16.8cm・20.5

cm。口縁下はハケ目をナデ消している。②層出土。淡褐色～淡赤褐色。 6は復元内・外口径18.5

cm・ 23.1cm。口縁下はハケ目をナデ消している。淡褐色。 7は復元内・外口径21.8cm • 27. 2cm。

口縁下はハケ目をナデ消している。①層出土。暗褐色。 8は復元内・外口径24.lcm • 30. 1cm。

口縁下に 1条の三角突帯を有する。①層出土。褐色。 9は復元内・外口径17.6cm• 21.4cm。上

げ底の底部で、全体的にやや歪んだ器形を呈する。胴部中位は器面の磨耗が激しく調整は不明

瞭。②層出土。 10~13は上げ底の底部片でいずれも②層出土。器面調整は基本的に、外面にハ

ケ目調整、内面及び外底にナデ調整。 10は底部に穿孔を行う。 11は外面にナデ調整。 12• 13は

内底に強いナデ上げ痕及び黒斑を有する。暗黄褐色。

鉢 (14• 15) 14は復元内・外口径18.4• 21.4cm。外面は磨耗のため調整不明。内面にナデ

調整。③層出土で床面直上出土である。暗灰褐色。 15は復元内・外口径21.6• 25.4cm。内外面

ともに不明瞭であるがヘラミガキ調整。①層出土。暗褐色～黒褐色。

壷 (16~22) 16は復元口径14.6cm。外面は磨耗により調整不明。内面ヘラミガキ調整。元

来は内外面ともにヘラミガキ調整であったと思われる。③層出土。暗黄赤褐色。 17は復元口径

15. 7cm。外面にヘラミガキ調整。内面もヘラミガキ調整か。暗黄褐色。 18は復元口径12.3cm。
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IV.調査の記録 (1区）
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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IV.調査の記録 (1区）

口縁～頸部から胴部外面にかけて横ナデ調整、胴部内面にナデ調整。胴部外面上位に黒斑を有

する。③層出土で床面直上出土である。暗褐色。 19は復元口径19.2cm。頸部内外面にヘラミガ

キ調整。胴部外面はヘラミガキ調整だが磨耗のため不明瞭。胴部内面はナデ調整。③層出土。

暗褐色。 20は底部。内外面ともにヘラミガキ調整。③層出土で床面直上出土である。淡赤褐色。

21は外面ヘラミガキ調整、内面ナデ調整。外底に黒斑を有する。外面には赤色顔料の付着が認

められる。①層出土。淡黄褐色。 22は外面にハケ目調整、内面にナデ調整。外底に黒斑を有す

る。淡黄褐色。

牛角把手 (23) 磨耗のため調整は不明。①層出土。淡赤褐色。

土製品 (24~30) 24は管状土錘。長さ4.1cm。径1.2cm、孔径0.4cm。①層出土。暗赤褐色。

25~27は投弾。淡赤褐色。 3点ともに①層出土。 28は不明土製品。粘土紐を 3~4本束ねて張

り合わせた後に焼成を行っている。③層出土。明赤黄色。 29は手捏碗を成形したのちに両側か

ら押し潰し、焼成を行っている。類似したものが①層からも 出土している。淡赤黄色。 30はミ

ニチュア土器。手捏で高坪を模倣したものと思われる。口径2.2cm、器高2.3cm、底径2.6cm。①

層出土。淡赤褐色。

石製品 (31• 32) 31は石製紡

錘車。半分の残存で、直径約5.5

cm、厚さ0.5cm。重量10g。32は石

庖丁。残存長10cm、厚さ0.4cm。孔

径0.6~0.65cm。磨耗が激しく刃部

をはじめ側縁部の剥離が著しい。

②層出土。

SK151土墳 (Fig.22) 

AJ-23、AK-23グリッドで検出

した。遺構南西部で P324に切られ

る。平面形は長径3.0m、短径2.2m

の不整楕円形を呈し、深さ約O.lm

を測る。断面形は逆台形状をなし、

遺構底面はほぼ平坦である。遺構

埋土は暗褐色土の 1層のみであっ

た。遺物は比較的多くの弥生土器

が遺構底面からやや浮いた状態で

出土している。
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Fig. 22 SK151土壊実測図 (S=1/40) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）
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Fig. 23 SK151出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=l/3)
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IV.調査の記録 (1区）

SK151出土遺物 (Fig.23) 

甕 (1~ 5) 1は復元内・外口径14.2• 18.4cm。器面の磨耗により調整不明瞭だが、口縁

部に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、胴部外面に縦位のハケ目調整と思われる。褐色。 2は

復元内・外口径26.1• 32. 3cm。口縁下位に 1条の三角貼付突帯を有する。 口縁部から突帯にか

けて横ナデ調整内面にナデ調整、外面は縦ハケ目調整。茶黄褐色。 3~5は底部片。底径は

それぞれ5.2• 6.3 • 8.5（復元） cm。 3はやや上げ底、 4は上げ底、 5は平底。いずれも外面に

縦ハケ目調整、内面・外底にナデ調整。明黄褐色～茶黄褐色。

鉢 (6) 復元内・外口径20.1 • 24. 1cm。器面の磨耗が著じいが、外面に横ヘラミガキ調整、

口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整を行っているようである。元来は暗褐色と思われる。

壷 (7~10) 7は復元口径13.4cm。器面はやや磨耗するが、口縁部内面及び胴部外面に横

ヘラミガキ調整、胴部内面にナデ調整。口縁部外面には縦方向の暗文を配する。暗褐色。 8は

口径17.7cm。器面は磨耗し調整は不明瞭だが、口縁内面から胴部外面にかけては横ヘラミガキ

調整、内面にナデ調整を行っているようである。胴部中位に 1条の突帯を有する。暗褐色～黄

褐色。 9 • 10は底部。底径はそれぞれ6.6・6.lcm。

ケ目調整を行う。内面・外底はいずれもナデ調整。

9は外面に縦ハケ目調整、 10は外面に横ハ

9は褐色、 10は淡赤黄色。

高坪 (11) 脚部のみの出土である。裾部径12.7cm。脚部は中空にならず、円柱状をなす。

器面の磨耗が著しく調整は不明。擬朝鮮系無文土器の高坪である。

凹石 (12) 4面に凹が認められ、かなり使用頻度が高いようである。重量532g。
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Fig. 24 SK159土壊実測図 (S=1/40) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土堀）

SK159土壊 (Fig.24) 

AJ-22・23グリッドで検出した。平面形は長径2.9m、短径2.15mの不整楕円形を呈し、深さ

0.25mを測る。断面形は逆台形上を呈し、遺構底面はほぽ平坦をなす。遺構埋土は暗褐色土 l

層であった。遺物は遺構底面よりやや浮いた状態で出土しているが、遺構北東部に集中して出

土している。遺構の埋没過程で一括投棄されたものと判断する。

SK159出土遺物 (Fig.25 • 26) 

甕 (1~17 • 25) 甕の器面調整は基本的には口縁部及び口縁直下外面に横ナデ調整、胴部

外面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行う 。 1は復元内・外口径11.2 • 15. 2cm。暗黄褐色。

2は復元内・外口径14.5• 18.5cm。磨耗のため外器面の調整は不明瞭である。黄褐色。 3は復

元内・外口径15.4• 19.Scm。外器面は調整不明瞭である。褐色。 4は復元内・外口径16.2• 20.2 

cm。黄褐色。 5は復元内・外口径17.2• 21.6cm。暗黄褐色。 6は復元内・外口径17.2 • 20cm。

7は復元内・外口径18.4• 23cm。暗黄褐色。 8は復元内・外口径19• 24cm。磨耗ため調整不明。

9は復元内・外口径19• 23.4cm。磨耗のため調整不明。黄褐色。 10は復元内・外口径20.6• 25.2 

cm。黄褐色。 11は復元内・外口径21.6• 25.6cm。褐色。 12は復元内・外口径24• 28.5cm。口縁

上面から胴部外面にかけてスリップのかかった痕跡が認められる。 13は復元内・外口径19.4• 

24cm、器高29.6cm、底径5.3cm。胴部外面上半部に煤の付着がみられ、胴部内面下半部は黒化し

ている。 14~17は上げ底をなす底部片。底径はそれぞれ6.3• 5.4 • 5.2 • 5.8cm。外面にハケ目

調整、内面及び外底にナデ調整。外面は暗黄褐色～黄褐色、内面はいずれも黒褐色。 25は復元

内・外口径55.6• 64cm。口縁端部に 1条の沈線とその上下に刻目を配している。口縁下外面に

は4条の横位沈線、その直下に 4条の縦位沈線が施されている。暗黄褐色。

器台 (18• 19) 底部片で、底径はそれぞれ8.4• 8.2cm。18は内外面ともにナデ調整、 19は

外面にハケ目調整、内面にナデ調整。ともに淡赤褐色。

高坪 (20) 復元受部径22cm。内外面ともにナデ調整である。暗黄褐色。擬朝鮮系無文土器

の高坪である。

壷 (21~24) 21は口縁部。復元口径18.6cm。口縁外面には刻目を有する。内外面ともに横

ナデ調整。暗茶褐色。 22~24は底部片。底径はそれぞれ5.2• 6.6（復元）・ 10（復元） cm。22• 

23は外面に縦ヘラミガキ調整、内面にナデ調整。 24は内外面ともにナデ調整。暗黄褐色～淡褐

色。

土製品 (26• 27) 26は土弾。残存長 4cm、径2.35cm。重量18g。27は円盤状土製品。径4.1

cm、厚さ0.9cm。重量21g。

石製品 (28・29) 28は磨製石剣。身上半部を欠失する。残存長8.8cm、幅3.8cm、最大厚0.75

cm。明確な稜線は認められないが、刃部は比較的丁寧に研ぎ出されている。 29は石鎌。残存長

9.1cm、厚さ0.3cm。やや湾曲し、刃部は丁寧に研ぎ出されている。
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IV.調査の記録 (1区）
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Fig. 25 SK159出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 26 SK159出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4、石器・土製品S= 1 / 3、25はS=1/8) 

SK212土壌 (Fig.27) 

AM-28・29グリッドで検出した。遺構西部で Pl61に切られ、 Pl62を切っている。その他の切

り合いの先後関係は不明である。平面形は長軸3.0m、短軸2.3mの隅丸長方形を基調とする。

削平を受けており、深さはO.lmと浅い。遺構底面はやや北へ傾斜している。遺構西半部には 2

~3cmの厚さで焼土が広がっていたが、遺構底面には熱を受けたような痕跡は認められなかっ

た。遺構埋土は暗褐色土の単層であり、特別な層序は見られない。遺物は比較的少ないが、遺

構底面直上から高坪・石器が出土している。
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IV.調査の記録 (1区）

SK212出土遺物 (Fig.28) 

高坪 (1•2) 1は口径23.2cm。口縁部は粘土貼付により肥厚する。器面の磨耗により調

整は不明瞭だが、かすかに残る調整から判断して元来は内外面ともにヘラミガキ調整であった

可能性が高い。口縁端部に黒斑を有する。 2は脚部片。復元底径22.9cm。脚内面は中空になら

ず胎土が充填されている。器面の磨耗のため調整は不明瞭だが、外器面に縦方向のヘラミガキ

調整がかすかに認められる。 1• 2は接点はないものの、器面の状態等から判断して同一個体

の可能性が高いと思われる。図上復元すると器高31.4cm。仮に同一個体とするならば、口縁部

は弥生土器の要素を、脚部は朝鮮系無文土器の要素を折衷した高杯となっており、非常に興味

深い資料である。

石器 (3・4) 3は凹み石。表裏中央に凹みを持ち、表裏面は磨られている。 4は不明石

器。残存長11.8cm、最大幅7.3cm、最大厚 2cm。片側に挟りを有し、扶りより上部には面取りが

行われ、下部には刃部が研ぎ出される。刃部は両側に存在したものと思われるが、著しい剥離

により明らかでない。全面に比較的粗めの研磨が行われている。
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Fig. 27 SK212土塙実測図 (S=l/40)
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 28 SK212出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=1/3) 
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IV.調査の記録 (1区）

(2)土墳墓と出土遺物

SP002土壌墓 (Fig.29) 

AL-30グリッドで検出した。遺構中央部で P280と小穴に切られる。遺構南部での弥生時代の

土壊 SK034及び遺構北部での小穴との切り合いの先後関係は不明であった。平面形は長軸2.15

m、短軸0.7mの隅丸長方形を呈し、深さは最深0.25mを測る。断面形は逆台形状をなし、遺構

底面は中央に緩やかに傾斜する。ほぼ南北方向にその主軸をとる。遺構埋土は暗茶褐色粘質土

のみが充填されていた。遺構中央部付近において底面直上から細形銅剣が出土した。副葬品は

H 

¥ I 
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Fig. 29 SP002土塙墓実測図 (S= 1 /20) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊墓）

銅剣のみで、遺構埋土からも土器片はほ

とんど出土しておらず、遺構の時期を確

実に決定する資料は得られなかった。

細形銅剣 (1)

た

だ、本遺構を切っている P280からの出土

土器片によってある程度の時期判断が可

能ではある。本遺構は細形銅剣が出土し

たことから木棺墓である可能性も考えら

れたが、遺構底面及び土層断面において

も木棺の痕跡は認められなかったため、

土壊墓として報告した。

SP002出土遺物 (Fig.30) 

鋒部を欠き、全体の

約1/3を欠失していると思われる。残存長

19.2cm、剖込部は長さ3.0cm・上部幅3.5

cm・ 中央幅3.2cm・下部幅3.9cm、元部は

長さ3.9cm・最大幅3.9cm、茎は長さ2.3

cm・幅1.15cmを測る。翼両側及び脊には

剖込下部に至るまで研ぎ出しによる明瞭

な鏑を有する。元部においては、脊には

鏑が及ばないが、翼両側にはきわめて緩

く研ぎをかけている。片方の関を欠失し、

刃部も片側は刃こぼれが著しい。組合式
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銅剣で、 おそらく有樋であると思われる。

P280出土遺物 (Fig.30) 

甕 (2~ 6) 

り、口径は不明。口縁部は逆 L字状をな

す。

いずれも口縁部片であ

4~6は口縁下に突帯をもつ。いず

= --＝二 —一一三―-—-□一戸口
―冒

1，三三 4ー □□ 。
lOCIT¥ 

れも明褐色を呈する。
Fig. 30 SP002 • P280出土遺物実測図

（銅剣S= 2 / 3、土器S=l/4)
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IV.調査の記録 (1区）

SP189土壌墓 (Fig.31) 

AL-21グリッドで検出した。平面形は

長軸1.35m、短軸0.5mの隅丸長方形を

基調とし、深さ0.06mを洞る。断面形は

逆台形上を呈し、遺構底面は平坦をなす。

遺構中央南部から管玉 4点が、遺構底面

より約 2cmほど浮いた状態で出土してい

る。かなり削平を受けていると思われ、

元来の遺構の形状は知り得ないが、遺構

底面の形状及び出土遺物から判断し、土

壊墓として報告した。

SP189出土遺物 (Fig.32) 

管玉(1~4) 1は長さ 1cm、径0.45

cm、孔径約0.2cm。2は長さ1.2cm、径0.4

cm、孔径約0.2cm。3は長さ 1.3cm、径4.5

cm、孔径約0.2cm。4は長さ1.6cm、径0.4

cm、孔径約0.2cm。いずれも碧玉製であ
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Fig. 32 SK189出土遺物実測図 (S=1/1) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（不明遺構）

(3)不明遺構と出土遺物

ここで報告を行う遺構は SX217の1基のみである。本来は遺構の性格をある程度決定したう

えで報告を行うべきであるが、筆者の能力不足のため性格の断定には至らなかった。また、遺

物においても本遺構の所属時期を決定付けるような良好な状況で出土したもの無かったため時

期については不確定要素が大きい。現在のところ不確実であるが、とりあえず弥生時代の不明
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Fig. 33 SX217不明遺構実測図 (S= 1/60) 
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IV.調査の記録 (1区）
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Fig. 34 SX217出土遺物実測図 (S=l/4)

遺構として報告を行っておく。

SX217不明遺構 (Fig.33) 

,、
7 (P3) 

10cm 

AJ-29 • 30、AK-29• 30グリッ ドで検出した。遺構西部において古墳時代の土塙 SK206に切

られる。南東部においては弥生時代の土壊 SK204（深さO.lm程度とかなり浅い）が存在する

が、これとの切り合い関係は明確にできなかった。遺構は直径0.3~0.7mの小穴を連続して巡

らせたもので、平面形は直径約4.5mの円形を呈している。北部においては小穴が途切れ、 0.5

m程の隙間を持つ。この隙間の両側に位置する小穴は直径約 lm、深さ0.5~0.7mを測る不整

円形を呈し、他の小穴と比較するとひとまわり大きい掘り込みになっている。連続する小穴に

おいては、その切り合い関係を明確にすることはできなかった。遺構埋土は黒褐色系の単一層

である。いくつかの小穴について半裁し土層断面を観察したが、柱痕跡など構築物関連の痕跡

は検出できず、埋土自体にも人為的な堆積状況を明瞭に示すものはなかった。また、これらの

小穴は比較的整然と連続するその規格性から判断して、同時存在であった可能性は高いが、他

時期の小穴が部分的に存在している可能性も否定はできない。また、遺構内部の小穴について

も、遺構外部の小穴が比較的疎になっていることから遺構に伴う可能性が高いと思われるが、

何らかの規格性を見出すことは出来なかった。

SX217出土遺物 (Fig.34) 

甕（ 1~7) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

にナデ調整を行う。 1• 2は口縁部片。 1はp7出土。 2はp1出土。 3はp3出土。復元内・

外口径12• 15.2cm。口縁下には強いナデつけ痕跡を残す。暗褐色。 4はp6出土。復元内・外

口径13.8・19cm。内面に指頭圧痕を残す。暗黄褐色。 5はp4 出土。復元内・外口径19.8•24.6

cm。外面暗褐色、内面黒褐色。 6はp2出土。上げ底の底部で、外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整。内面には指頭圧痕を残す。暗黄褐色。 7はp3出土。復元口径12cm。口縁部

はやや外反しながら立ち上がる。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面に強いナデ調整を行う。胴

部外面には黒斑を有する。この遺物だけは他のものと時期を異にしている。暗赤褐色。

- 41 -



1.弥生時代の遺構と遺物（不明遺構）

高坪(8) P 5出土。小破片のため法量は不明である。内外面ともに磨耗のため調整は不明

瞭。擬朝鮮系無文土器の高坪片と思われる。暗褐色。
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2.古墳時代の遺構と遺物（土壊）

2.古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、遺物の出土状況が良好なものを中心に土壊 4基、井戸 3基を報告する。

(1)土壊と出土遺物

SKOOl土壌 (Fig.36) 

AN-31グリッドで検出した。平面形は長径1.55m、短径1.4mの楕円形を呈し、北東部に突出

部をもつ。深さは最深0.6mを測る。断面形は逆台形状を基調とするが、ややきつめの稜を有し

ている。遺構底面は北東方向にやや傾斜している。遺

物は、遺構底面から土師器の高坪等が出土している。

SKOOl出土遺物 (Fig.37) 

壷（ 1) 口縁部のみであるが小型丸底壷であると

思われる。復元口径9.7cm。頸部内面には横方向のヘラ

ケズリ調整。その他の部位には横ナデ調整。
こ 二

高坪 (2~ 5) いずれも脚部片である。 2は外器

面にハケ目調整の後に横方向のヘラミガキ調整。内器

面に横方向のヘラケズリ調整。裾部は内外面ともに横

ナデ調整。 3は外器面に横ナデ調整、内器面に横方向

のヘラケズリ調整、裾部内面に横ナデ調整。 4• 5は

磨耗のため調整不明。

SK081土壌 (Fig.38) 

AL-26、AM-26グリッドで検出した。小穴及び土壊
o 2 m （？）と切り合い関係を持つが、本遺構がすべて切っ

ている。平面形は直径1.55~1.85mの不整円形を呈 Fig. 36 SKOOl土塙実測図 (S= 1 /40) 

標高6.2m

、、 ---9',‘、こ一ー一---=-

し、深さl.4~1.6mを測る。断面形は逆台形状をな

す。壁はきつく立ち上がり、 2ヶ所で壁面の剥落がみ

られる。遺構底面は中央に緩やかに傾斜しているが、

南部がやや深くなっている。遺構埋土は18層に分層で

きた。第 9層は焼土層であり、他の層においても灰、

炭や焼土を含んでいる層が多い。全体的に人為的な堆

積状況が窺え、特に最下層である第18層は地山に類す

,
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る粘質土で床を張ったような状況を呈している。出土

遺物は少なく、そのほとんどが弥生土器であったが、 乙ニニ／ミ
第18層からは土師器高坪片が出土している。当初、弥

10cm 

生時代の貯蔵穴と考えていたが、出土遺物からその可 Fig. 37 SKOOl出土遺物実測図 (S==l/4)
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IV. 調査の記録 (1区）

。

日
0
・
9
達
謡

こ
|
 

標高6.0m

A' 
|： |…焼土

2m  

I.暗茶褐色土（地山土小プロック混入。炭・土器片含む。）

2.暗灰褐色土（灰多埜混入。土器片含む。）

3.黒色土

4.暗茶褐色土

5.暗灰色土

6.暗灰色土（灰・焼土混入。土器片含む。）

7.明褐色砂質土 、

8.暗茶褐色粘質土（炭混入。）

9.赤褐色焼士（硬化する。遺物含む。）

10.明褐色砂質土

II.暗灰色土

12.暗茶褐色粘質土

13.暗褐色土（青灰色粘質土プロック混入。）

14.暗黄褐色粘質士

15. 暗褐色粘質土（やや青味．帯びる。炭混入。）

16. 暗褐色粘質土 (15より明る い。）

17.暗褐色砂質土

18.暗黄褐色粘質土（地山色土。炭混入。）

Fig. 38 SK081土壊実測図 (S=1/40) 

能性はなく、またこの時期の貯蔵穴の類例を知らない

ため、ここでは土壊として報告しておく。

SK081出土遺物 (Fig.39) 

高坪（ 1) 復元裾部径12.2cm。脚部は外面ハケ目

調整、内面ヘラケズリ調整。裾部内外面にナデ調整。

暗黄褐色。

ー

！

！

ー

＼

＼

＼

ー

Nu

・’
 

゜
10cm 

SK085土壌 (Fig.40) 

AJ-28グリッドで検出した。古墳時代の土壊 SK132 Fig. 39 SK081出土遺物実測図 (S=l/4)

を切っている。平面形は直径1.2~1.4mの円形を呈し、深さ0.5~0.6mを測ゑ。 2段掘りになっ

ており、遺構底面は 1段・ 2段ともに平坦をなす。遺構埋土は 2層に分層できた。遺物は完形

あるいは完形に近い古式土師器が第 1層からまとまって出土しており、遺構の埋没過程で一括

投棄されたものと考える。
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2.古墳時代の遺構と遺物（土壊）

E
0
,
9
達
踪

1
-

乙
標高6.0m

Nu 1 

I.暗褐色土（炭多旦混入）
2.黄褐色粘質土 （茶褐色士混入）

1 m 

Fig. 40 SK085土壊実測図 (S= 1 /30) 

SK085出土遺物 (Fig.41) 

台付婉（ 1) 碗部のみの出土である。復元口径12.2cm。外面はナデ調整。内面は体部上半

にハケ目調整、下半にナデ調整。口縁端は意識的に削り取っているようである。明褐色。

鉢 (2• 3) ともに小型丸底鉢である。 2はほぼ完形で口径11.2cm、器高5.9cm。口縁部に

横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。外底にはヘラケズリ調整を行う。 3は復元口径10cm。磨

耗のため調整は不明瞭。 2点ともに茶褐色を呈する。

壷 (4~8) 4•5•7 は小型丸底壷である。 4 は復元口径10.4cm。口縁部は外面に横ナ

デ調整、内面にナデ調整。胴部は内面にハケ目調整、内面は不明瞭ながらハケ目調整。明褐色

を呈する。 5は完形。やや扁平な器形を呈する。口径8.9cm、器高7.7cm。調整は全体的にやや

不明瞭だが、口縁外面上位及び胴部下半にハケ目調整、内器面にナデ調整。底部には焼成後穿

孔を行う。屈曲部に黒斑を有する。暗赤褐色。 7は完形。口径10.4cm、器高10.6cm。口縁部に

横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整。外面はハケ目調整後ナデ調整、部分的にヘラケズリ

調整か。口縁外面には沈線様の線が 2条はいる。強い横ナデ調整によるものか。胴部外面中位

に黒斑を有する。暗赤褐色。 6は二重口縁壷の口縁部か。器面はやや磨耗するが、外面には櫛

描鋸歯文が 2条施文される。 8は復元口径14.6cm。口縁内外面に横ナデ調整、屈曲部内面以下
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IV.調査の記録 (1区）

ロl =>

―.？ 
6
 二 10

。
20cm 

Fig. 41 SK085出土遺物実測図 (S=1/4) 

ラケズリ調整。屈曲部内面に黒斑を有する。暗赤褐色。

甕 (9~11) 9は完形。小型の甕で、口径13.2cm、器高11.9cm。外面は、口縁部に横ナデ

調整、胴部にハケ目調整、底部にナデ調整。内面は口縁から胴部上位にハケ目調整、それより

以下にはナデ調整。器面は全体的にやや磨耗する。胴部外面中位には黒斑を有する。 10は復元

口径14.4cm。11は復元口径16.9cm。ともに口縁部に横ナデ調整、胴部外面にナデ調整、胴部内

面にヘラケズリ調整。口縁端部は若干つまみ上げられている。

高坪 (12• 13) 12はほぽ完形。脚部は極端に短く、かなり寸づまりの器形である。器壁の

磨耗が著しく調整は不明瞭。坪部内外面はミガキ調整か。明赤褐色。 13は脚部のみ。裾部径16.5

cm、残存器高12.3cm。磨耗のため調整不明瞭だが、外面ヘラミガキ調整、内面ハケ目調整と思

われる。四方に焼成前穿孔が行われている。

SK149土壌 (Fig.42) 

AL-23グリッドで検出した。遺構西部で Pl96を切っている。平面形は直径l.4~1.6mの円形

を呈し、深さ0.9mを測る。遺構底面にはやや浅い掘り込みをもつ。遺構埋土は 6層に分層で
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2.古墳時代の遺構と遺物（土塙）

汀

← 
標高6.0m

E
0
9造
鰈

I.暗褐色土（炭混入）

2.黄褐色粘質土プロック

3.暗褐色土（黄褐色粘質土プロッ

ク混入）

4.黄褐色粘質土（炭混入）

- 5.暗褐色土（焼土・混入）

6.茶褐色土（暗褐色土プロ ック プ

ロック ・黄褐色土プロック混入）

ー.
9
 ，

 

。
2m 

Fig. 42 SK149土塙実測図 (S= 1 /40) 。
Fig. 43 SK149出土遺物実測図 (S=l/4)

き、自然堆積によるもの判断される。遺構底面付近（第 6層）から古式土師器が出土している。

SK149出土遺物 (Fig.43) 

甕 (1.2) 復元口径14.8cm。口縁部内外面には横ナデ調整、胴部外面にはハケ目調整、

胴部内面にはヘラケズリ調整。淡褐色。 2は底部。外面はハケ目調整、内面はヘラケズリ調整。

外面にば煤の付着が著しい。淡褐色。

壷 (3) 口径12.4cm、器高18.2cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整。胴

部外面はハケ目調整で、肩部はハケ目をナデ消している。外底はナデ調整。胴部下半には黒斑

を有する。

(2)井戸と出土遺物

SE089井戸 (Fig.44) 

AL-24、AK-24グリッドで検出した。他遺構との切り合い関係はない。平面形は長径約0.9

m、短径約0.75mの円形に近い楕円形を呈する。湧水のため完掘できなかったが、断面形は逆

台形状をなすと思われる。遺構埋土は第 5層までを確認しており、自然堆積の状況を呈してい

る。遺物は第 1層～第 5層にかけて古式土師器が出土している。
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IV.調査の記録 (1区）

--

満
醒
6
.0
m い1

標高6.0m

1．暗褐色土

2.暗褐色土 (Iより黒色強い。炭混入。）

3.黄褐色粘土プロック

4.暗褐色土（黄褐色土プロック混入。）

5.黄褐色粘質土（やや砂買。）

゜
lm  ． 

戸

Fig. 44 SE098井戸実測図 (S= 1 /30) 

SE089出土遺物 (Fig.45) 

壷 (1•2) 1は二重口

縁をなし、復元口径10cm。ロ

縁内外面に横ナデ調整、頸部

にナデ調整。明褐色。 2はほ

ぽ完形。口径7.9cm、器高12.7

cm。口縁内外面及び胴部外面

は横ナデ調整。胴部内面には

ナデ上げの痕跡が明瞭に残る。

口縁部は黄褐色、胴部は褐色

を呈する。

甕 (3•4) 3は復元口

径17.2cm。口縁部は横ナデ調

整、胴部外面はナデ調整、胴

部内面はヘラケズリ調整。ロ

縁端部はややつまみ上げられ

ている。明黄褐色。 4は口径

13. 8cm。口縁部は横ナデ調整、胴部外面はナデ調整。胴部内面は上半部に横方向の、下半部に

は縦方向のヘラケズリ調整。胴部外面中位には煤の付着がみられる。

高坪 (5・6) 5は口径17cm。調整は不明瞭だが、内外面には横ヘラミガキ調整と思われ

る。明赤褐色。 6はミニチュア土器。復元底径7.2cm。内外面はナデ調整。明黄褐色。

1 二／ロ
二6

10cm 

-----

ハ

、.
~

Fig. 45 SE089出土遺物実測図 (S=l/4)
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2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）

し

E
O
.
9
恒
鰈

4-

標高6.0m

地`1ら Na4

/― で凡8

1.暗褐色土（炭化物混入。土器片を多く含む。）

2.黒褐色土（黄褐色粘質土ブロック。炭混入。）

3.暗褐色土(1よりやや暗色。黄褐色粘質土

プロック。炭混入。）

4.黒褐色土(2よりやや暗色。やや粘性あり。）

5.暗褐色土

（黄褐色土粘土プロック混入。やや粘性あり。）

。二＝＝ 2 m 

Fig. 46 SE090井戸実測医 (S=l/40)

SE090井戸 (Fig.46) 

AK-25グリッドで検出した。素掘りの井戸で、平面形は直径l.85~1.95mの円形を呈し、深

さ1.45mを測る。断面形はほぼ逆台形上を呈し、井戸底面は平坦をなす。遺構埋土は 5層に分

層できた。遺物は完形を含む古式土師器が比較的多く出土している。特に第 1層、第 4層、第

5層に集中して遺物が出土しており、各層の埋没過程においてそれぞれ一括投棄されたものと

考える。

SE090出土遺物 (Fig.47 • 48) 

碗 (1~4) 1は手捏土器。復元口径5.7cm、器高4.2cm。内外面に指頭圧痕を残し、外面

に黒斑を有する。暗黄褐色。 2は口径8.9cm、器高4.1cm、底径3.4cm。内外面ともにナデ調整。
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IV.調査の記録 (1区）

ロロニロニ：

ロニITTffi
ロ

7 ¥ --i n 
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9、 4

l 
- I I I¥ / 茎

望竺一＼— 5 
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← - I n ¥ l 
l 

＇ 
l ・

ia6) 

゜
10cm 

Fig. 4 7 SE090出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 

第 2層出土。暗赤褐色。 3は復元口径10.6cm。内外面ともにナデ調整。外底に黒斑を有する。

第 1層出土。暗赤褐色。 4は復元口径12.2cm。内外面にナデ調整。淡赤褐色。

脚（台）部 (5) 底径9.8cm。内外面ともにヘラミガキ調整。明黄褐色。

高坪 (6~8) 6は復元口径16.8cm。磨耗のため調整不明。第 1層出土。暗褐色～暗黄褐

色。 7は底径12cm。脚部外面に縦ナデ調整、裾部内外面に横ナデ調整、内面ヘラケズリ調整。

第 5層出土。淡赤黄褐色。 8は復元底径12.4cm。外面はハケ目調整後ナデ調整。内面ヘラケズ

リ調整、裾部内外面に横ナデ調整。第 5層出土。淡赤黄褐色。
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2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）

ロニ~17 ニロニロニ/22

4
 

2
 

ヽヽ。̀

゜
~Ocm 

Fig. 48 SE090出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 
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IV. 調査の記録 (1区）

小型丸底土器 (9~12) 9は内外面にナデ調整。外面には黒斑を有する。淡黄褐色。 10は

復元口径10.5cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。外面に黒斑を有する。

第 1層出土。暗黄褐色。 11は復元口径11cm。器面調整は10と同様。胴部外面に黒斑を有する。

第 1層出土。淡黄褐色。 12は復元口径11.9cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にナデ調

整、胴部内面にヘラケズリ調整。第 1層出土。淡赤褐色。

壷 (13~17) 器面調整は基本的に口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴

部内面にヘラケズリ調整。 13は復元口径10cm。口縁部外面はハケ目調整後ナデ調整。第 5層出

土。黄褐色。 14は復元口径11.5cm。胴部外面は磨耗のため調整不明。第 5層出土。淡赤黄色。

15は完形。口径11.3cm、器高18cm。ハケ目調整は口縁内面・外底に及ぶ。胴部上半、口縁内外

面に黒斑を有する。第 4層出土。淡黄褐色。 16は復元口径19cm。外面に黒斑を持つ。第 5層出

土。明赤黄色。

甕 (17~29) 器面調整は基本的に口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴

部内面にヘラケズリ調整を行う。 17は復元口径13.8cm。内外面に横ナデ調整。明黄褐色。 18は

復元口径14.8cm。磨耗のため明瞭ではないが、内外面はヘラミガキ調整と思われる。内面には

黒色顔料（煤？）が認められる。暗赤黄色。 19は復元口径15.4cm。器面は磨耗し調整不明瞭。

18と同一個体の可能性がある。暗赤黄色。 17~19は山陰系土器と思われる。 20は復元口径17cm。

第 1層出土。黄褐色。 21は復元口径16.6cm。第 1層出土。黄褐色。 22は復元口径14.6cm。第 1

層出土。淡黄褐色。 23は復元口径15.8cm。第 5層出土。外面には煤の付着がみられる。黄褐色。

24は復元口径15.8cm。第 1層出土。暗赤黄色。 25は復元口径16.8cm、器高24.5cm。口縁外面は

ハケ目調整後ナデ調整。胴部外面全域に煤の付着が認められる。第 5層出土。黄褐色。 26は内

底に煤の付着が認められる。暗褐色。 27は第 4層出土。外面ナデ調整。褐色。 28は完形。口径

17.8cm、器高25.7cm。外底付近にナデ調整。外面全域に煤の付着が認められる。第 5層出土。

外面黒褐色、内面暗褐色。 29はほぼ完形。口径15.2cm、器高25.2cm。口縁部外面はハケ目調整

後ナデ調整。外底部に黒斑を有する。淡黄褐色。

SE177井戸 (Fig.49) 

AK-23グリッドで検出した。遺構北部で SK150をわずかに切っている。平面形は基本的には

直径l.2~1.3mの円形を呈し、深さ 1.2mを測る。 2段掘りの井戸で、井戸底面はほぼ平坦をな

す。壁面中位に井戸を半周する平坦面を持つ。遺構埋土は暗褐色土を碁調とする。平坦面の巡

る井戸中位付近から古式土師器がまとまって出土しており、井戸の埋没過程でほぽ一括投棄さ

れたものと考える。

SE177出土遺物 (Fig.50 • 51) 

高坪 (1~7) 1~4は坪部片。 1は復元口径17.8cm。磨耗著しく調整不明。明赤黄色。

2は口径18.5cm。外面は磨耗により調整不明。内面はヘラミガキ調整。内面に黒斑を有する。
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2.古墳時代の遺構と遺物・(井戸）

A 
標高5.8m

B c
 

標高5.8m
D 

。
1 m 

Fig. 49 SEl 77井戸実測固 (S= 1 /30) 

淡黄褐色～淡赤黄色。 3は復元口径16.6cm。磨耗のため調整不明。外面上位に黒斑。淡黄褐色。

4は復元口径15.6cm。内外面ともにヘラミガキ調整。暗赤黄色。 5~7は脚部片。 5は外面に

ハケ目調整後ナデ調整と思われ、かすかにハケ目調整が残る。裾部内面はナデ調整。外面赤黄

色、内面淡黄褐色。 6は裾部径11.8cm。内外面ともにナデ調整。裾部縁辺には 2ヶ所に打ち欠

きが行われる。内面には全面に黒斑を有する。外面黄褐色、内面黒色。 7は裾部径12.4cm。外

面にヘラミガキ調整。裾部内面にはナデ調整、脚部内面にはヘラケズリ調整。黄褐色。

甕 (8~14) 器面調整は基本的に口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴

部内面にヘラケズリ調整を行う。 8は復元口径13.7cm。胴部外面下半に煤の付着がみられる。

暗黄褐色。 9はほぽ完形。外面はやや磨耗するがヘラミガキ調整、内面はエ具によるナデ調整

と思われる。胴部外面中位に黒斑を有し、胴部外面下半全体に煤の付着がみられる。黄褐色。

10は復元口径15.6cm。外面は磨耗のため調整不明。口縁部内面はハケ目調整後ナデ調整。外面

にば煤の付着がみられる， 11は復元口径14.8cm。外面はハケ目調整、内面はヘラケズリ調整だ

が磨耗により不明瞭である。口縁部及び胴部外面下半部に煤付着。淡黄褐色。 12は復元口径15.8
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IV.調査の記録 (1区）
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Fig. 50 SEl 77出土遺物実測図(1)(S = 1/ 4、16はS=1/8) 
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2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）
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Fig. 51 SE177出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 

cm、器高24.9cm。ハケ目調整は外底に及び、胴部外面下半部には煤の付着がみられる。明赤黄

色。 13は復元口径16.8cm。磨耗著しく調整不明。明褐色。 14は復元口径15cm。淡褐色。

鉢 (15) 復元口径17cm、器高11.65cm。内外面ともにナデ調整。底部には内面からの焼成前

穿孔が行われる。淡赤橙色。

不明土器 (16) 底部が残存する。底部は尖底気味の丸底をなし、胴部は直線的に立ち上が

る。外面は上部にハケ目調整、底部にはナデ調整。内面はヘラケズリ調整。内底には中心から

左回りに回転させながら強い指ナデ調整を行っており、指ナデの痕跡が明瞭に残る。外面上位

には黒斑を有する。器壁は厚く、胎土は比較的軟質である。外面淡赤黄色～黄褐色、内面淡黄

褐色。山陰系大甕の可能性はあるが、胴部の立ち上がり方や内底の調整法などの類例を知らな

いため、 ここでは不明土器として報告しておく 。

凹石 (17・18) 17は最大長21.6cm、最大幅19.6cm、最大厚9.5cm。円形をなし、中央部は両

側ともに凹みがみられる。表面はほぽ全面が磨られている。 18は最大長11.7cm、最大幅7.4cm。

正面中央に凹みがみられる。表面はほぼ全面が磨られている。
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IV.調査の記録 (1区）
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Fig. 52 鍋島本村南遺跡 l区主要遺構配置図く古代・中世・近世〉 (S= 1/400) 

3.古代・中世の遺構と遺物

ここでは井戸 3基、溝 1条について報告する。

(1)井戸と出土遺物

SE012井戸 (Fig.53) 

AK-30•31グリッドで検出し、遺構南西部において弥生時代の土壊 SK055を切っている。平

面形は長径1.4m、短径1.25mの不整楕円形を呈し、深さ1.2~1.3mを測る。断面形は逆台形状

をなし、遺構底面は南方向にやや傾斜している。遺構埋土は 6層に分層可能で、すべて自然堆

積によるものと考えられる。埋土中からは中世土器が出土している。

SE012出土遺物 (Fig.54) 

坪（ 1) 土師器である。復元口径7.8cm、器高4.5cm、底径4.1cm。体部内外面に横ナデ調

整、内底にナデ調整。底部は回転糸切り離しである。淡褐色を呈する。

石製品 (2 • 3) 2は不明石器。上面は研磨され、かなり焼けた痕跡を残す。砥石か。 3

は男根状石製品。側面の一部は失われている。長さ6.7cm、最大幅3.5cm。滑石製で、やや荒い

加工を行う。

- 57 -



3.古代・中世の遺構と遺物（井戸）

SE012 「

旦
標高6.0m

E
0
9
恒
踪

I.暗褐色粘質土（茶褐色砂質土プロック混入）
2.暗褐色粘質土(!より粘性・黒色強い）

3.黒褐色粘質土

4.灰褐色粘質土（粘性強い）

5.暗褐色粘質土 (I • 2より灰褐色土混入。）

6.青灰色粘質土

こ 二1

標高6.0m

Fig. 53 SE012 • 032井戸実測図 (S=l/40)

A:-E3゚。アニ5;）し、遺構西部にお □□□ 1 _ ／＿ 

いて弥生時代の土壊 SKO54を切っている。 0 ~l 10cm ! -LJj 
平面形は直径1.0mのほぽ円形を呈し深さ — 一- - - -

a 
1.55~1.65mを測る。断面形は逆台形状を

なし、壁面は急激に立ち上がる。遺構底面

は浅い擢鉢状をなす。

SE032出土遺物 (Fig.55) 

小皿（ 1) 瓦器である。復元口径10cm、

器高1.15cm。磨耗のため調整は不明瞭だが、

内面にヘラミガキ調整が若干認められる。

底部切り離しは磨耗のため不明。

坪 (2 • 3) いずれも土師器である。

ご ＿ ＿ー冒、

0 10cm 

Fig. 54 SE012出土遺物実測図

2は復元口径14.2cm、残存器高3.4cm。体部 (S=l/4、石器・石製品S=1/3) 

内外面に横ナデ調整。淡褐色。 3は復元口径14.8cm、残存器高4.0cm。内外面に横ナデ調整。丸

底の坪か。

婉 (4• 5) いずれも黒色土器B類。 4は体部上半を欠失し、残存器高3.4cm。内面にヘラ
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IV.調査の記録 (1区）

―-ヒ＝ィ'

□□ □/ ＼ ゜
10」:'

Fig. 55 SE032出土遺物実測図 (S=l/4)

ミガキ調整、外面は高台部までに及ぶ回転ヘラミガキ調整を行う。外面は完全に黒色化してい

ない。 5は復元口径17.4cm、残存器高5.1cm。内外面ともにヘラミガキ調整。

壷（ 6) 須恵質で、底部のみの出土である。復元底径21cm。内外面ともにナデ調整。

SE063井戸 (Fig.56) 

AJ-29、AK-28・29グリッドで検出し、遺構南部において古墳時代の遺構 SK206を、遺構北

東部においては弥生時代の土壊 SK197を切っている。平面形は直径2.0~2.2mの不整円形を呈

可
E
0
・9寧
藁

← 標高6.0m

゜

1.暗黄褐色粘質土
2.暗褐色粘質土
3.黄褐色粘質土
4.黄褐色粘質土 (3より暗い）
5.黒褐色粘質土（黄褐色粘質土プロック混入）
6.暗褐色粘質土（青灰色粘質土プロック混入）
7.暗灰色粘質土（青灰色粘質土プロック混入）
8.黒褐色粘質土
9.青灰色粘質土
10.青灰色粘質土（黒褐色粘質土混入）
l1．暗褐色粘質土
12,青灰色粘質土（やや黄色を帯びる。粘性強い。）
13,青灰色粘質土
14.黒褐色粘質土

2m  

Fig. 56 SE063井戸実測図 (S= 1 /40) 
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3.古代・中世の遺構と遺物（溝）

し、深さ約1.5mを測る。断面形は逆台形状をなし、遺構底面はほぽ平坦である。遺構埋土は14

層に分層が可能であり、自然堆積による堆積状況を示している。中世土器が若干出土している

が、図化できるものはなかった。

(2)溝と出土遺物

SD065溝 (Fig.57 • 66) 

1区においては、 AJ-26、AK-26、AL-26、AM-26• 27、AN-26• 27、A0-26• 27、 2区に

おいては AC-25• 26、AD-25• 26、AE-26、AF-26、AG-26グリッドで検出した。他遺構との

切り合いが多く、 1区では SK096• SK102 • SK108 • SKlll • SK115 • SK163 • SK164 • SKl 73 • 

SK176と、 2区では SK360• SK385 • SK386 • SK411 • SK414 • SK444 • SK446 • SK449 • SK467 

と切り合い関係を持ち、本溝が前述の全ての遺構を切っている。溝は幅0.35~2.5m、深さは最

深1.lmを測り、断面形は扁平なU字状を基調としている。 1区・ 2区の中央をほぼ南北方向に

真っすぐ延びており、溝底面は南にやや傾斜している。溝の北端と南端との比高差は約0.3mを

測る。全体的に削平を受けているが、特に 2区においては削平が激しく、溝の底面のみが残存

していたり、溝自体が消失している部分もある。遺構埋土は 2層～ 4層に分層でき、自然堆積

の状況を呈している。遺物は中世の鍋・釜などが出土している。

標高6.0m 標高6.0m
A A'D  

l D' 
、 1

2 
3 

3 
4 

6 

標高6.0m
B B' 

1 

3 

5 
6 

I.暗灰褐色土（茶褐色土プロック・明褐色土プロック混入。）

2.暗灰褐色土 (1より暗色が強い。）

3.暗灰色粘質土（茶褐色土プロック ・明褐色土プロック混入。）
4.暗褐色粘質土（青灰色粘質土プロック混入。粘性強い。）

5.暗灰色粘質土 (3より青色が強い。）

6.暗青灰色粘質土（甘灰色粘質土プロック混入。粘性強い。）

c
 

標高6.0m

C' 

。
2 m 

Fig. 57 SD065溝土層断面実測固 (S= 1/40) 
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IV．調査の記録 (1区）

S0065出土遺物 (Fig.58 • 59 • 60) 

土師器坪（ 1) 復元口径9.4cm、器高4.1cm。体部上半部内外面に横ナデ調整、その他の部

位にはナデ調整。明褐色を呈する。

青磁皿 (2•3) 2は復元口径7.9cm、器高2.4cm。高台を有し、内面に平行線文、外面に

は蓮弁文を持つ。薄緑色の釉がかけられており、施釉は内面から高台畳付部に及ぶ。 3は復元

口径12.4cm、残存器高2.4cm。施釉は内面から体部上半部に及び、内底付近で釉の掻き取りが行

われている。高台が付くと思われる。薄青灰色を呈する。

青磁碗 (4~7) 4は復元口径10cm。外面に鈍い細蓮弁文を有し、暗緑色の釉が全面にか

けられている。 5は高台部のみ。全面に施釉されるが、高台内面の釉は掻き取られている。内

底見込みには文様を有するが、貫入が激しく判別はできなかった。青緑色を呈する。 6は外面

に削り痕を残し、見込みには花文を有する。施釉は高台畳付部にまで及ぶが、高台外面の一部

で釉が剥がれている。明緑色を呈する。 7は外面に鈍い細蓮弁文、内面見込みに花文（？）を

有する。施釉は全面に及び、高台内面の釉は掻き取られている。明緑色を呈する。

手捏土器（ 8) 完形品で、口径4.5cm、器高5.4cm、底径4.0cm。内外面にナデ調整で、内面

には指押さえの痕跡が認められ、外面の一部は黒く焼けている。

火鉢類 (9~11) いずれも口縁部の小片である。 9は2条の突帯を持つが、下段は剥落し

ている。突帯より上位には鋸歯状押圧文に半竹管文を配し、突帯には斜方向の押圧文、突帯よ

り下位には X字状のスタンプを配している。 10は1条の突帯を有し、突帯より上位には横・縦・

横のハケ目調整、下位にはスタンプを配する。 11は2条の突帯を有し、突帯より上位に縦ハケ

目調整、下位にはスタンプを配する。いずれも内面にはハケ目調整を行う。 11は内面に煤の付

着がみられる。

焙烙 (12• 13) 12は把手基部のみが残存する。瓦質で、外面には比較的粗いハケ目調整を

行う。柄を挿入するための挿し込み口を造っており、木製柄を装着したものか。 13は瓦質。器

高3.6cmを測る。底部は平坦で、体部は垂直に立ち上がる。内外面ともにハケ目調整。隅丸方形

状を呈すると思われる。

輔羽口 (14) 残存長7.7cm、孔径2.2~2.5cm。先端部はかなり焼けており変色が著しい。

木製品 (15• 16) 15は残存長12.9cm、厚さ0.5~0.6cm。16は残存長11.6cm、厚さ0.5~0.6

cm。部分的に削り痕が認められる。若干の反りがみられる。曲物の側板であろうか。

石製品 (17) 残存半径13cm、厚さ4.2cm。中心に孔が存在するようであり、石臼の破片と考

えられる。

鍋 (18~27) 18は復元口径29.8cm。外面にナデ調整で指頭圧痕を残す。内面上位にハケ目

調整。外面下半部に煤の付着がみられる。 19は復元口径31.6cm。内外面ともにハケ目調整。外

面に指頭圧痕を残し、煤の付着がみられる。 20は復元口径37.3cm。外面はハケ目調整後にナデ
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3.古代・中世の遺構と遺物（溝）
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Fig. 58 SD065出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 

調整。内面は上位にハケ目調整、その他はナデ調整。内面には炭化物の付着がみられる。 21は

復元口径43.8cm。内外面ともにハケ目調整。屈曲部外面に指頭圧痕を残す。 22は復元口径46cm。

外面はナデ調整で、指頭圧痕を残す。内面はハケ目調整。 23は復元口径48cm。外面はナデ調整

で、指頭圧痕を残す。内面はハケ目調整で、上位はやや粗いハケ目調整を行う。外面には煤の

付着がみられる。 24は復元口径49.4cm。内外面ともにハケ目調整。外面には煤の付着がみられ

る。 25~27は把手付鍋片。いずれも把手を貼り付け、 2孔を穿つ。
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IV.調査の記録 (1区）

し，— I

-＇ 
, -＼＇- ¥ 

’’ 
l 

＼ 
＼ 

、ノ

/ T ヽ＜～
I ¥’‘/ ~、ヽ
ヽ 99、-’‘̀'、）

/’ 

ロニ
26

9” 

＇り
~' //9̀／， 9/“ 

'20 

/’ 

'-/ 

クー 、
ヽノ

9 ―、
9、,9 

/．、
ク~ ヽ／

／ノ， r
＼ ／ 

r 

-＇-＇ 

,, 
9、-

, , 

＇ 、9,
,,、̀_,

‘’’̀  ー、 1

‘’ 

9" ー、
‘’ 

- _、二／
「ヽ 1' ‘`， '¥' 

・ 9 卜／，ド

‘l¥I  ¥ -

＼ 
-c 

/ 9 

'' ゞ~'—ヽ＇
_, ' I 

ヽ ／
 

。
20cm 

Fig. 59 SD065出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4) 
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3.古代・中世の遺構と遺物（溝） ＇

三＼8~
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Fig. 60 SD065出土遺物実測図(3)(S = 1/ 4) 

釜 (28~34) 28は復元口径13.5cm。口縁直下に 1条の沈線を持つ。口縁内外面に横ナデ調

整、内面口縁下にハケ目調整、その他の部位にはナデ調整。暗灰色を呈する。 29は復元口径12.6

cm。口縁直下及び胴部上位に 2条の沈線を持つ。沈線直下にはスタンプを配する。口縁内外面

に横ナデ調整、 胴部内面にナデ調整。 30は復元口径12cm。口縁直下に 1条の沈線を持ち、胴部

上位にスタンプを配する。 一口縁内外面に横ナデ調整、内面口縁下位にハケ目調整、胴部内面に

ナデ調整。灰色を呈する。 31は復元口径15.8cm。両側に把手を持つ。口縁内面にはナデ調整、

胴部内面にはハケ目調整。 32は最大径29cm。鍔部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。 33は

最大径24.5cm。内面上位にハケ目調整、その他にはナデ調整。鍔部直下に煤の付着がみられる。

暗褐色を呈する。 34は最大径27.6cm。内面はハケ目調整、鍔部の位置に指頭圧痕を残す。 35は

最大径28cm。外面は鍔部上位にハケ目調整を残す。内面はハケ目調整及びナデ調整。鍔部上位

に指頭圧痕を残す。胴部下位には煤の付着がみられる。
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IV. 調査の記録 (1区）

4.近世の遺構と遺物

近世の遺構と認定できたものは木棺墓のみである。検出した木棺墓は6基である。

(1)木棺墓と出土遺物

SP037木棺墓 (Fig.61) 

AM-31グリッドで検出し、遺構南部において古墳時代の土壊 SK036を切っている。墓壊は、

平面形が軸長約1.5mの不整隅丸方形を呈し、激しい削平を受けているため深さ0.07~0.15m

とかなり浅く、基底部のみが残存する。断面形は逆台形状をなし、墓壊底面はほぼ平坦をなす。

墓塙内からは平行に置かれた 2本の横木と横木に乗せられた棺台の一部が検出されている。横

木は、全長約1.3m、直径 2~3cmを測る丸木である。元来は、棺台上に棺桶が乗せられていた

と思われるが、削平によって失われている。副葬品は無く、埋土から磁器碗片が出土している。

SP037出土遺物 (Fig.62) 

磁器碗（ 1) 復元口径13cm。口縁端部から内面にかけては青緑色の釉が、体部外面上半部

には半透明の釉が施されている。

シ

仙|h川川
Eo・g廻踪

二l

9 ・， 
二 ，`，＼

¥、

標高6.0m

言 s; I ヽ 戸

゜

SP072木棺墓 (Fig.63) 

A0-23グリッドで検出した。墓

壊は、平面形が長軸1.3m、短軸1.0

mの隅丸長方形を呈し、深さ約

0.15mを測る。削平を受けてお

り、墓塙の基底部のみが残存する。

断面形は逆台形状をなし、底面は

ほぼ平坦である。棺は厚さ 1cm程

度の板材を組合せた箱形棺で、推

定棺長0.75m、推定棺幅0.35m、残

存棺高O.lmを測り、南北方向に

その主軸をとる。底板は腐食によ

口
゜

10cm 

2 m 

Fig. 61 SP037木棺墓実測図 (S= 1 /30) 

Fig. 62 SP037出土遺物

実測図 (S=1/4) 
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IV.調脊の記録 (1区）

ご て ミ

ご 支。ご喜口
Fig. 64 SP072 • 073 • 07 4出土遺物実測図 (S=l/4)

りそのほとんどが失われている。釘の出土及び釘留めの痕跡は確認できなかった。棺の内外か

ら染付皿 2点が出土している。

SP072出土遺物 (Fig.64) 

磁器皿 (1・2) 1 • 2ともに伊万里染付皿である。 1は口径13cm、器高3.8cm、高台径5.1

cm。施釉は高台内面にまで及んでいる。高台畳付部には砂目を残す。見込みには 2条の細線を

巡らした内側に風景画を描く。やや青みを帯びた灰白色を呈する。 2は完形。口径13.1cm、器

高3.8cm、高台径4.95cm。施釉は高台内面にまで及んでいる。内面には 2条の細線を巡らし、そ

の外方には鳥文を 3方に配し、内方には花文（？）を配する。やや青みを帯びた灰白色を呈し

ている。

SP073木棺墓 (Fig.63) 

A0-23グリッドで検出した。墓壊は、平面形が長軸1.6m、短軸1.35mの隅丸長方形を呈し、

深さ約O.lmを測る。削平を受けており、墓壊の基底部のみが残存する。断面形は逆台形状をな

し、底面はほぽ平坦である。棺は SP072とほぽ同じ方位・造りの箱形棺であるが、南・北の側

板は残存状況が悪く、かろうじてその存在が確認できる程度であった。推定棺長0.65m、推定棺

幅0.35m、残存棺高0.05mを測る。底板は残存状況が比較的良好である。側板の一部が棺の内
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4.近世の遺構と遺物（木棺墓）

外に折れて倒れた状況を残している。棺外から完形の染付皿 2点が出土している。

SP073出土遺物 (Fig.64) 

磁器皿 (3•4) 3・4ともに完形の伊万里染付皿である。 3は口径13cm、器高3.4cm、高

台径5.2cm。4は口径13.2c皿器高3.3

cm、高台径5.1cm。2点ともに施釉は

高台内面にまで及んでおり、見込み

中央に細線で円を巡らし、その外方

には放射状に波状文を配する。やや

鈍い灰白色を呈する。

SP074木棺墓 (Fig:63) 

AN-23グリッドで検出した。墓壊

の北部を近世以降の溝 SD070に切

られている。墓壊は削平を受けてお

り、基底部のみが残存する。平面形

は長軸l.45+am、短軸l.lmの隅丸

長方形を呈し、深さ0.15mを測る。

断面形は逆台形状を呈し、墓壊底面

は平坦をなす。棺は箱形棺である。

側板は外方に倒壊しているが、箱形

棺のなかでは板材の遺存状況が良好

である。棺は推定棺長0.75m、推定棺

幅0.4mを測り、南北方向にその主

軸をとる。棺の倒壊状況を観察する

と、 1~5までの板材は側板て：-ある

と思われるが、 6は蓋板の一部が落

下したもので、出土した染付皿 2点

は埋棺時に蓋板上に置かれていたも

のと思われる。

SP074出土遺物 (Fig.64) 

磁器皿 (5•6) 5・6はとも

に伊万里染付皿である。 5は口径

13.4cm、器高3.3cm、高台径5.0cm。

6は口径12.8cm、器高3.1cm、高台径
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Fig. 65 SP078 • 079木棺墓実測図 (S= 1 /30) 
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IV. 調査の記録 (1区）

4.95cm。施釉・施文の状況、色調等は SP073出土の物とほぽ同一である。

SP078木棺墓 (Fig.65) 

AL-31グリッドで検出した。墓壊南東部で古墳時代の土壊 SK052を切っている。墓壊は削平

を受けており、基底部のみが残存する。平面形は、長軸1.55m、短軸1.35mの隅丸長方形を呈

し、深さ0.2mを測る。断面形は逆台形上を呈し、墓塙底面は平坦をなす。墓墳内部からは直径

約 3cmの二本の横木と厚さ 2cm程度の棺台、棺桶が検出されている。棺桶の底板は 4枚の板を

組合せた直径0.45mの円形をなし、厚さ約 2cmを測る。底板上には桶の側板の一部が倒れた状

況で検出されている。木材の遺存状況は不良で、棺台北部で出土した木椀も取り上げることが

できなかった。木椀以外に副葬遺物はなかった。

SP079木棺墓 (Fig.65) 

AN-28グリッドで検出した。墓壊南部で小穴を、北東部で P174を切っている。削平を受けて

いるが、近世木棺墓のなかでは最も墓塙の残りが良い。平面形は長軸1.45m、短軸1.lmの隅丸

長方形を呈し、深さ0.35mを測る。断面形は逆台形を基調とし、壁はかなりきつく立ち上が

る。底面はほぽ平坦をなす。棺は厚さ 1cm程度の板材を組合せた箱形棺で、蓋板及び底板は残

存していない。墓塙と木棺の高低差や側板の残存状況を考えると、削平は木棺にまでは及んで

いないと思われる。棺外から木椀が出土したが、遺存状況が悪く取り上げることができなかっ

た。木椀以外に副葬遺物はなかった。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

V.調査の記録 2区一

1.弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は、土壊、井戸、甕棺墓等を検出した。この中から遺物の出土状況の比較的

良好な遺構、重要遺物を出土した遺構を抽出して報告を行う。報告する遺構は土壊33基、井戸

3基、甕棺墓 1基である。

(1)土壌と出土遺物

SK308土壌 (Fig.68) 

AF-24 • 25、AG-24• 25グリッドで検出した。遺構西部で P78に切られる。遺構は北部分と

南部分で切り合うようにも考えられるが、遺構埋土に切り合いが認められなかったため同一遺

構として扱った。平面形は長径3.9m、短径1.95mの不整楕円形を呈し、最深0.3mを測る。南

側部分で 1段深い掘り込みがあり 、長径2.35m、短径1.75mを測る。遺構底面は平坦をなす。

北西部分には深さ約20cmの溝状の掘り込みを持つ。遺構埋土は黒褐色土である。遺物は、弥生

土器とともに擬朝鮮系無文土器が出土している。

SK308出土遺物 (Fig.69) 

甕 (1~8) 1は口縁部を欠失する。底径5.8cm、残存器高13.4cm。内外面ともに磨耗激し

く調整不明瞭。胴部内面下半に指頭圧痕が、内面屈曲部に縦方向の指ナデ調整の痕跡が認めら

E
s
・s達
謎

----： 

標高5.3m

雪 - 二 2 m 

Fig. 68 SK308土塙実測図 (S=l/40)
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 69 SK308出土遺物実測図 (S=1/4) 

れる。プロポーションは壷に近いが、無文土器系甕の可能性が高いため甕として報告する。内

外面ともに灰褐色。 2~6は甕口縁部で口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内

面にナデ調整を行う。口縁外面直下はハケ目をナデ消す。 2は復元内・外口径13.2• 18.4cm。

暗赤黄褐色。 3は復元内・外口径17.4• 21.4cm。暗赤黄褐色。 4は復元内・外口径16.2• 20.6 

cm。外面には煤付着。暗赤黄褐色。 5は復元内・外口径18.2• 22.4cm。暗赤黄褐色。 6は復元

内・外口径24.5 • 28. 9cm。口縁端部には刻目を施し、口縁下に 1条の三角突帯を有する。淡黄

褐色0 7. 8は底部片。いずれも上げ底で、外面にハケ目調整、内底及び外底にナデ調整。暗

赤黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

壷 (9 • 10) 9は復元口径19.2cm。内外面にはヘラミガキ調整。暗褐色。 10は復元内・外

口径19• 23.6cm。内外面・ロ縁上面ともにヘラミガキ調整で、外面は暗文を配する。 1条の突

帯を持ち、口縁端部には刻目を施す。暗褐色。

高坪 (11) 脚部片である。磨耗激しく調整は不明。受部に残る調整から判断して全面にヘ

ラミガキ調整が行われていたと思われる。暗褐色～暗黄褐色。

鉢 (12) 復元内・外口径18.4• 21.6cm。口縁部に横ナデ調整、外面は調整不明。内面はナ

デ調整で、指頭圧痕を残す。赤黄褐色。

牛角把手 (13) 挿し込み式と思われる。器面の一部はやや磨耗するが、全面にヘラミガキ

調整を行い、器面は暗褐色を呈する。胎土には 1mm程度の砂粒と雲母を含む。 比較的精良な造

りである。

SK320土壊 (Fig.70) 

AF-30、AG-30グリッドで検出した。弥生時代の土壊 SK341を切り、弥生時代の土壊 SK466

に切られている。平面形は長径2.4m、短径1.5mの楕円形を呈し、最深0.3mを測る。断面形は

逆台形状を呈する。遺構底面は中央にやや傾斜している。中央および西側に小穴が掘り込まれ

ている。遺構埋土は暗褐色土 1層である。遺物は弥生土器とともに擬無文土器が出土している。

SK320出土遺物 (Fig.71) 

甕 (1~3) 1は復元内・外口径

16.4 • 20.8cm。口縁部に横ナデ調整で、

口縁直下をナデつけた痕跡を残す。胴

部外面にはかすかに縦ハケ目調整が認

められる。内面に指頭圧痕を残す。外

面暗黄褐色、内面灰褐色。 2は復元内・

外口径17.6 • 22. 4cm。口縁部に横ナデ

調整、胴部外面にハケ目調整、内面に

ナデ調整。黄褐色。 3は復元内・外口

径16.7 • 21cm。口縁部に横ナデ調整で、

口縁直下をナデつけた痕跡を残す。胴

部外面はハケ目調整。胴部はナデ調整

で、上方には口縁上端からのナデつけ

痕を明瞭に残す。暗黄褐色。

鉢（ 4) 復元口径12cm、器高5.7

cm、細かな調整は行わず、手捏のまま

であり、内外全面に指頭圧痕を残す。
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Fig. 70 SK320土壊実測図 (S=l/40)
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V.調査の記録 (2区）

ー

や
＼
廿
H

＼
 

＼
 

（
 

ン
（
―
―

¥

 

r
[

＼＼口

ィ
ー
＼
＼

＼
 

f
 r

ー

＼

＼

oooに匹omH919..暉匹10"に 1

9

/

/
／

ー

|
|
，5

。
10cm 

、、 6

Fig. 71 

暗黄褐色。

高坪 (5)

(` 
ヽ

SK320出土遺物実測図 (S=l/4)

坪部下半から脚部上半にかけて残存する。器面は磨耗が著しく調整は不明。脚

部は中空にならず、胎土が充填されている。擬朝鮮系無文土器の高坪である。黄褐色。

壷 (6) 復元口径26cm。

口縁端下部に刻目を施し、

頸部から胴部の中途に 1条

の突帯を持つ。外器面は磨

耗するが、胴部にはかすか

に横（？）ヘラミガキ調整

が認められる。黄褐色。

SK321土壌 (Fig.72) 

AF-29 • 30グリッドで検

出した。遺構縁辺部で切り

合い関係を持つ小穴はすべ

て本遺構を切っている。遺

構内部の小穴との先後関係

0
 

Fig. 72 

A
 

標高5.7m

一弐土=デ-

2二『 万言

。
SK321土塙実測図 (S=l/40)
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

。 20cm 

ロニロー＝ロ
丁三—□---［

、94
Fig. 73 SK321出土遺物実測図 (S=l/4)

は明確にできなかった。平面径は長径 3m、短径1.35mの楕円形を呈し、深さ約0.15mを測

る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は東西部がやや深くなっている。遺構埋土は暗褐色土

である。

SK321出土遺物 (Fig.73) 

甕 (1~3) 1はほぽ完形。内・外口径13・16.9cm、器高18.4cm、底径5.3cm。全体に歪み

を生じており、口縁には傾斜がつく。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナ

デ調整。外底部には黒斑を有する。擬朝鮮系無文土器甕か。暗赤褐色。 2 は復元内・外口径22.4•
28cm。胴部上位に 1条の突帯を持つ。 3は復元内・外口径23.6cm。 2• 3は磨耗のため調整不

明。黄褐色。

高坪 (4) 復元底部径19.6cm。外面にヘラミガキ調整、内面に横ナデ調整。外面暗褐色、

内面赤褐色。

SK322土墳 (Fig.74) 

AG-30 • 31グリッドで検出した。遺構縁辺部で切り合い関係を持つ遺構・小穴はすべて本遺

構を切っている。遺構内部の掘り込みが伴うかどうかは明確でない。平面径は長軸3.7m、短軸

2.lmの不定形を呈し、深さ0.2~0.6mを測る。遺構底面はほぽ平坦をなす。遺構埋土は暗褐色

土の単一層であった。

SK322出土遺物 (Fig.75) 

甕 (1~5・11) 器面調整は基本的に口縁部横ナデ調整、胴部外面ハケ目調整、内面ナデ

調整。 1は復元内・外口径12.2 • 16cm。胴部外面は磨耗のため調整不明。暗褐色。 2は復元内・

外口径11.7 • 16.5cm。暗褐色。3は復元内・外口径15• 18.5cm。暗褐色。4は復元内 ・外口径

17. 2 • 18. lcm。胴部内外面にナデ調整。 口縁は断面楕円形粘土紐を貼り つけている。 口縁直下

外面にナデつけの痕跡を、内面には指頭圧痕を残す。擬朝鮮系無文土器甕か。淡黄褐色。 5は
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 75 SK323土壊実測図 (S= 1 /40) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 76 SK322出土遺物実測図 (S=l/4、土・石製品はS= 1/3、11はS=l/8)

復元内・外口径16.7 • 21. 7cm。暗赤褐色。 11は大甕。復元内・外口径53.2• 62cm。口縁端部に

刻目を施し、胴部上位には 2条の平行沈線文を施文する。暗黄褐色。

器台 (6・7) 2 点ともに完形。それぞれ受部径7.4•7.5cm、器高14.4•14.5cm、底径8.2·
7.8cm。外面にハケ目調整、端部に横ナデ調整。暗黄褐色。

壷（ 8) 復元内・外口径21.6• 25.6cm。口縁端部に刻目を施す。内器面にはハケ目調整、

外器面は磨耗のため調整不明。口縁部上面は横ナデ調整。黄褐色。

紡錘車 (9 • 10) 9は土製紡錘車。直径8.7cm、厚さ 1cm、孔径0.5~0.9cm、重量50g。穿

孔部分を中心に 2重の同心沈線円文と 8本の放射状沈線文を線刻する。施文は両面に及んでい

たと思われる。黄褐色。 10は石製紡錘車。直径4.6cm、厚さ0.4cm、孔径0.6cm、重量19g。比較
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 77 SK323出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=l/3)

的丁寧に研磨される。粘版岩系。

SK323土壌 (Fig.75) 

AD-29 • 30グリッドで検出した。遺構東部で P161と小穴に切られる。平面形は長径2.55m、

短径2.2mの楕円形を呈し、深さ0.1~0.2mを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

をなす。遺構南部と北西部には一段深い楕円形状の掘り込みを持つ。遺構埋土は黒褐色～暗褐

色土であった。

SK323出土遺物 (Fig.77) 

甕（ 1~ 8) 器面調整は基本的に口縁部横ナデ調整、胴部外面ハケ目調整、内面ナデ調整。

1は復元内・外口径12.6• 16.2cm。内面上位に指頭圧痕を残す。暗黄褐色。 2は復元内・外口

径15.6• 20cm。淡黄褐色。 3は復元内・外口径18• 22.6cm。磨耗のため調整不明。暗黄褐色。

4は復元内・外口径18.4• 23.2cm。暗黄褐色。 5は復元内・外口径18.3• 22.8cm。淡黄褐色。

6は復元内・外口径16.9・21.4cm。胴部上面に 1条の沈線を施文する。明黄褐色。 7は復元内・

外口径18.8• 24cm。胴部上位に 4条の平行沈線文を施文する。暗黄褐色。 8は上げ底の底部。

内底には煤の付着がみられる。黄褐色。

器台（ 9) ほぽ完形。受部径 5cm、器高11.9cm、底径5.7cm。内外面ナデ調整。黄褐色。

石器 (10• 11) 10は方柱状片刃石斧。上面の剥離が著しく、基部約半分が残存する。比較

的丁寧な研磨が行われている。11は磨石。半分の残存である。全面を使用する。

SK326土壌 (Fig.78) 

AE-30グリッドで検出した。遺構南部で小穴に切られている。長径1.8m、短径1.5mの楕円

形を呈し、深さO.lmを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構埋土は暗

褐色土であった。遺物は弥生土器とともに擬朝鮮系無文土器高坪片が出土している。

SK326出土遺物 (Fig.79) 

甕 (1~4) 器面調整は基本的に口縁部横ナデ調整、胴部外面ハケ目調整、内面ナデ調整

を行う。 1は復元内・外口径16• 20cm。

淡黄褐色。 2は内・外口径18.6• 22.6cm。

淡赤褐色。 3 は復元内・外口径23.2•27.8

cm。赤褐色。 4 は復元内・外口径28•32.8

cm。胴部上位に 1条の三角突帯を持つ。 し一
外面はナデ調整。暗褐色。

高坪 (5・6) 5は坪部片。復元口

径20.2cm。外面は磨耗のため調整不明。

内面は横ヘラミガキ調整がかすかに認め

られる。外面黄褐色、内面暗褐色。 6は

脚部片。外面及び受部内面にヘラミガキ ー=;
調整。 2点ともに擬朝鮮系無文土器高坪

である。
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Fig. 78 SK326土壊実測図 (S=l/40)
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V.調査の記録 (2区）

ロニ
ある。平面形は長径3.2m、短径

2.5+amの楕円形を呈する。断

面形は逆台形状を呈し、深さ

0.25mを測る。遺構底面は平坦

をなす。遺構埋土は褐色土のみ

であった。遺物は弥生土器とと

もに擬朝鮮系無文土器が出土し

ている。

SK328出土遺物 (Fig.81) 

甕 (1~24) 甕の器面調整

は基本的に口縁部に横ナデ調整、

胴部外面～底部にハケ目調整、

内面及び外底にナデ調整を行う。

1は復元内・外口径14.8cm・ 16. 6 

cm。外面は磨耗により調整不明。

内面に指頭圧痕を残す。暗黄褐

色。 2は復元内・外口径14・18.8

c
 

'4 
Fig. 79 SK326出土遺物実測図 (S=l/4)

SK328土壌 (Fig.80) 

AD-31、AE-31グリッドで検出した。遺構北西部で小穴に、遺構南部で中世の小穴 Pl55に切

られる。遺構東部は調査区外に
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Fig. 80 SK328土壊実測図 (S=1/40) 
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I.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

cm。暗黄褐色。 3は復元内・外口径13.8• 18.2cm。内面に指頭圧痕を残す。暗黄褐色。 4は復

元内・外口径15.8• 20cm。内面に指頭圧痕を残す。黄褐色。 5は復元内・外口径16.3• 21.3cm。

赤黄褐色。 6は16• 20.2cm。暗黄褐色。 7は復元内・外口径16.9• 21.2cm。外面は磨耗のため

調整不明瞭。縦ハケ目調整と思われる。黄赤色。 8は復元口径19• 23cm。淡赤黄色。 9は復元

内・外口径18.8• 23.6cm。暗黄褐色。 10は復元口径19• 23.6cm。淡黄褐色。 11は復元内・外口

径19• 24.2cm。内面に指頭圧痕を有する。 12は復元内・外口径22.6 • 27. 6cm。内面に指頭圧痕

を有する。黄褐色。 13は復元内・外口径20.6• 25.4cm。内面に黒斑を有する。黄褐色。 14は復

元口径18.4 • 23. 2cm。 1条の貼付突帯を持つ。淡黄褐色。 15は復元内・外口径20.6• 25.2cm。

1条の貼付突帯を持つ。暗赤黄色。 16は復元内・外口径21.1• 26.5cm。 1条の貼付突帯を持つ。

外面黄褐色、内面灰色。 17は復元内・外口径20.4• 25.5cm。 1条の貼付突帯を持つ。黄褐色。

18は復元内・外口径29.8• 35.4cm。口縁端部に刻目を施し、 1条の貼付突帯を持つ。赤黄色。

19は復元内・外口径30.1• 35. 8cm。 1条の貼付突帯を持つ。淡黄褐色。 20~27は上げ底の底部。

22は底部上位に、 25は底部中央に、焼成後穿孔を行う。 20• 24は内底に黒斑を有する。

蓋 (28~31) 31は復元底径27.5cm、器高13.8cm、頭部径6.4cm。 4点ともに外面にハケ目調

整、内面は指及び工具によるナデ調整、頭部にはナデ調整。 30は内面にエ具痕及び指頭圧痕を

残す。 28は内面に指頭圧痕を残す。

鉢 (32~34) 32は復元口径13.8cm、器高10.6cm、底径5.8cm。内外面ともにナデ調整で、外

面中位から底部にかけて指頭圧痕及びナデ上げ痕を残す。口縁端部は外方につまみ出している。

外面黒褐色～暗褐色、内面暗褐色。 33は復元内・外口径22.5• 28.6cm。胴部上位に 1条の貼付

突帯を持つ。外面はやや磨耗するがヘラミガキ調整が全面に及んでいたと思われる。内面はナ

デ調整。 34は台付鉢か。底径20cm。内面はエ具によるナデ調整、外面ナデ調整。黄褐色。

壷 (35~46) 35は復元口径15.9cm。外面は磨耗のため調整不明瞭。横ヘラミガキ調整か。

内面は横ヘラミガキ調整。暗褐色。 36は復元口径19.8cm。磨耗のため調整不明瞭。内外面とも

にヘラミガキ調整か。暗黄褐色。 37は復元口径20.6cm。磨耗著しく調整は不明瞭である。外面

には暗文の痕跡が認められる。内面ナデ調整。黄褐色。 38は復元内・外口径18.2• 22.4cm。ロ

縁端部には刻目を施文する。外面は磨耗が激しく調整不明。内面にはヘラミガキ調整。胴部に

はナデ調整。黄赤褐色。 40は牛角把手付壷胴部。比較的小さめの把手が付き、内外面にヘラミ

ガキ調整を行う。外面黄褐色、内面黒褐色。 41は胴部中位に 1条の貼付突帯を持つ。磨耗のた

め調整不明瞭だが、外面横ヘラミガキ調整、内面ナデ調整と思われる。胴部中位内面には指頭

圧痕を残す。 42~45は底部。外面はヘラミガキ調整、内面及び外底はナデ調整。 44は内底に指

頭圧痕を残す。 43は器面全体にヘラミガキ調整。内外面ともに丹塗りの痕跡を残す。外底には

黒斑を有する。精製の壷である。

牛角把手 (46) 40の把手よりひとまわり大きい把手である。磨耗のため調整は不明。外面
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 81 SK328出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 82 SK328出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4) 
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V.調査の記録 (2区）
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

51 53 54 

□
05 - ＿ ＿ - - - .  

虞

0
ロ

58

Fig. 84 

~57 

□言，
SK328出土遺物実測図(4)(S = 1 / 4、石器・土製品S=l/3)

には部分的に赤色顔料の付着が認められる。

。
, 10cm 

高坪 (47~50) いずれも擬朝鮮系無文土器高坪。 47• 48は坪部。復元口径20.8• 21.6cm。

外面はヘラミガキ調整。内面は磨耗するがヘラミガキ調整と思われる。暗褐色。 49• 50は脚部

片。 ともに脚部は中空にならず胎土が充填される。 49は磨耗のため調整不明。 50は縦ヘラミガ

キ調整。暗黄褐色。

器台・支脚 (51~55) 51~54はいずれもほぽ完形の器台で、外面にハケ目調整、端部に横

ナデ調整、内面ナデ調整。暗黄褐色～赤黄褐色。 55は円柱状の支脚。黄褐色。

土錘 (56) 全長5.3cm、直径6.4cm、孔径1.2~1.5cm。円形の土錘で、約半分が残存する。

重量122g。黄褐色。

石器 (57~60) 57は扁平片刃石斧。全長6.9cm、幅 3cm、厚さ1.2cm。刃部をやや欠損する。
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V.調壺の記録 (2区）
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Fig. 85 SK329土壊実測図 (S= 1 /40) 

丁寧な研磨が行われている。 58• 59は中目程度の砥石。いずれも 4面使用と思われる。砂岩系。

60は磨石。全面に使用痕が認められる。

SK329土壌 (Fig.85) 

AG-26 • 27グリッドで検出した。遺構南西部を P92に切られる。遺構北西部は調査区外にあ

る。平面形は長径3.3+am、短径2.45mの楕円形を呈し、深さ0.35mを測る。断面形は船底状

をなし、遺構底面は緩やかに中央に傾斜している。遺構埋土は暗褐色土である。遺物は弥生土

器とともに、ほぼ遺構底面直上から擬朝鮮系無文土器高坪が2点出土している。内 1点はほぼ

完存の状態であった。

SK329出土遺物 (Fig.86 • 87) 

甕（ 1~ 8) 甕の器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面～底部にハケ目調整、

内面及び外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径14.2• 17.6cm。暗黄褐色。 2は復元内・

外口径14• 17.4cm。暗黄褐色。 3は復元内・外口径17.4• 21cm。暗黄褐色。 4は復元内・外口

径18• 21.4cm。外器面は磨耗のため調整不明、内面は上部に横ナデ調整、上半部にハケ目調整。

黄褐色。 5は復元内・外口径25• 29.6cm。口縁端部に刻目を、胴部上位に 1条の沈線文を施文

する。黄褐色。 6は復元内・外口径24.5 • 28. 1cm。黄褐色。 7~9は底部。いずれも上げ底で

ある。黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 86 SK329出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 

壷 (10~12) 10は復元内・外口径20.4• 25cm。内外面ともに不明瞭ではあるがヘラミガキ

調整。黄褐色。 911は底部。外面は磨耗のため調整不明。内面はナデ調整で、指頭圧痕を有する。

12は無頸壷。復元口径11.2cm。口縁部直下に穿孔を行う。内外面にナデ調整。暗黄褐色。

高坪 (13~15) いずれも擬朝鮮系無文土器の高坪である。 13はほぽ完形。口径27cm、器高

31. 9cm、底径17.2cm。口縁端部に横ナデ調整、坪部は磨耗のため調整は不明瞭だが横ヘラミガ

キ調整。脚部は縦ペラミガキ調整。脚部内面はナデ調整。坪部外面及び裾部外面に黒斑を有す
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 87 SK329出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4) 

る。暗褐色～黄褐色。 14は脚部片。底径11.6cm。外面は縦ヘラミガキ調整。内面上半はナデ調

整、下半はハケ目調整。暗黄褐色。 15は内

外面ともにヘラミガキ調整。淡黄褐色。

鉢 (16) 復元内・外口径32.2• 35.6cm。

胴部上位に 1条の貼付突帯を持つ。内外面

ともにナデ調整。黄褐色。

SK334土壌 (Fig.88) 

AG-23 • 24グリッドで検出した。遺構北

西部で弥生時代の土壊 SK432に切られる。

平面形は2.55m、短径l.0mの不整長楕円

形を呈し、最深0.5mを測る。遺構中央部に

楕円形の掘り込みを持ち、その両側に平坦

部を有する。遺構埋土は黒褐色土である。

SK334出土遺物 (Fig.89) 

甕 (1~5 • 7) 器面調整は基本的に

は口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ

目調整、胴部内面にナデ調整を行う。 1は

復元内・外口径21.2• 26.6cm。磨耗により

調整不明。黄褐色。 2は復元内・外口径

[
 

E
9
.
g
達
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三。
1 m 

Fig. 88 SK334土壊実測図 (S=1/40) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

22.8 • 29.6cm。淡黄灰色。 3は

復元内・外口径23.2• 30cm。暗

褐色。 4は復元内・外口径26• 

32cm。赤黄色。 5は復元内・外

口径27.2• 33.4cm。淡黄色。 7

は底部。外面ハケ目調整、他に

はナデ調整。淡黄灰色。

高坪 (6) 復元内・外口径

18 • 24.4cm。磨耗のため調整は

不明。器面全体に丹塗りの痕跡

を残す。

器台（ 8) 復元底径11.4cm。

外面ハケ目調整、内面工具によ

るナデ調整。淡黄灰色。器台は

この他に、透入筒形器台の脚部

小破片が出土している。

SK336土壌 (Fig.90) 

AG-22グリッドで検出した。

遺構南西部で P38に切られ、遺

構南部で P39を切る。平面形は

長径1.9m、短径0.9mの楕円形

を呈し、深さ0.2mを測る。断面

形は船底状を呈する。遺構埋土

は暗褐色土である。遺物は弥生

土器とともに擬朝鮮系無文土器
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Fig. 89 SK334出土遺物実測図 (S=l/4)

が出土している。

SK336出土遺物 (Fig.91) 

甕（ 1~ 4) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 1 は復元内・外口径15 . 8•20.4cm。暗黄褐色。 2 は復元内・外口径20 .2·

25.6cm。赤黄色。 3は復元内・外口径20.1• 25. 8cm。 1条の三角貼付突帯を持つ。外面全体に

黒斑を有する。外面暗褐色、内面黄褐色。 4は上げ底の底部。外面にハケ目調整、内面及び外

底にナデ調整。暗赤黄色。

支脚（ 5) 円柱状の支脚で、外面ナデ調整。明黄褐色。
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V.調究の記録 (2区）
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Fig. 91 SK336出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=1/3) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

牛角把手（ 6) 挿し込み式である。

外面はヘラミガキ調整。淡褐色。

高坪（ 7) 坪部内面はヘラミガキ調

整。その他の部位は器面の剥離が著しく

調整不明。脚部は胎土が充填されている。

擬朝鮮系無文土器高坪である。暗褐色

～淡黄褐色。

石器 (8・9) 8は磨製石剣の鋒部

か。残存長6.6cm。9は石庖丁。約半分の

残存である。やや粗い穿孔で 2孔が穿た

れた直線刃の石庖丁である。残存長9.7

cm、幅5.6cm、厚さ0.4cm、孔径0.5cm。

SK338土壌 (Fig.92) 

AE-27グリッドで検出した。 SK374、

SK376を切っている。平面形は長径1.25

m、短径0.75mの楕円形を呈し、深さ0.2

mを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺

構底面は平坦をなす。遺物は、弥生土器 □ 

こ

「

バ

二l

E
g
.
g
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●石製把頭飾出土位置

雪
o=== lm 

Fig. 92 SK338土壊実測図 (S= 1/30) 

とともに石製把頭飾が出土した。遺構の

戸ー丁―--¥¥1 
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'
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鴨
剛nuU

 

伽
5

O 10cm 

埋没過程で流れ込んだものと考えられる。 し

SK338出土遺物 (Fig.93) 

甕 (1• 2) 1 は復元内・外口径18.8•

20.4cm。口縁内外にナデ調整。暗褐色。

2は復元内・外口径22.8• 24.6cm。口縁

部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、

胴部内面にナデ調整。暗黄褐色。

石製把頭飾（ 3) ほぽ完形である。

全長5.0cm。十字状の飾り部分は長軸が丸

く仕上げられ長さ5.0cm、短軸は角を付け

て仕上げられ残存長3.9cmを測る。短軸の

片方は欠損する。先端部は 1辺2.2cmの平

面正方形に仕上げられ、上面・斜面・側 。
5 cm 

面には比較的きれいな面取りが行われる。 Fig.93 SK338出土遺物実測図(S=l/4、把頭飾S=Z/3)
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V.調査の記録 (2区）

ト」

□ i 
ぃ

標高5.7m

二

。
2m  

Fig. 94 SK339土塙実測図 (S=l/40)

各コーナーは細く扶られている。全体的に丁寧な研磨が行われている。石材は淡赤褐色と淡黄

灰色が縞状をなしており、堆積岩と思われる。重量59g。

SK339土壌 (Fig.94) 

AF-30 • 31グリッドで検出した。遺構北部および南東部で小穴に切られる。遺構東部と西部

は平面的にみて切り合い関係にある可能性もあるが、遺構埋土では分離できなかったため、同

ーの遺構として取り扱う。平面形は長径3.9m、短径2.4mの不整楕円形を呈し、最深0.6mを測

る。遺構西部には 2段になった平坦面をもつ。遺構東部は楕円形を呈し、断面形は逆台形状を

なす。遺構底面はほぼ平坦である。遺構内部に数基の小穴が存在するが、本遺構との関係は不

明である。遺物は、多くの弥生土器とともに擬朝鮮系無文土器が出土している。

SK339出土遺物 (Fig.95 • 96) 

甕 (1~18) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径10.8• 14.6cm。暗褐色。 2は復元内・外口径15.3• 

18.6cm。内面に指頭圧痕。暗赤黄色。 3は復元内・外口径14.2• 18.8cm。暗赤黄色。 4は復元

内・外口径15• 19.4cm。暗赤黄色。 5は復元内・外口径19.6• 24cm。口縁端部に刻目を施文す

る。暗褐色。 6は復元内・外口径20.8 • 24. 9cm。暗褐色。 7は復元内・外口径18.4 • 22. 4cm。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 96 SK339出土遺物実測図(2)(S = 1/ 4、石器S=1/3) 

。
2 4 

10cm 10cm 

淡赤黄色。 8は復元内・外口径22• 26.6cm。暗褐色。 9は復元内・外口径21• 24.8cm。黄褐色。

10は復元内・外口径20.4• 25.4cm。黄褐色。 11は復元内・外口径21.9• 27cm。暗赤黄褐色。 12

は復元内 ・外口径21.6• 26.6cm。淡黄色。 13は復元内・外口径22• 27.4cm。 1条の貼付突帯を

持ち、内面に指頭圧痕。明黄褐色。 15は復元内・外口径23.6• 28.8cm。 1条の貼付突帯を持ち、

黄褐色。16~18は底部。いずれも上げ底の底部。外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。

16 • 17は内底に指頭圧痕を有する。暗黄褐色。

蓋 (19) 外面ハケ目調整、内面ナデ調整。頭部外面に指頭圧痕を有する。暗黄褐色。

鉢 (20• 21) 20は復元口径17.8cm、器高7.25cm、底径5.4cm。磨耗のため調整不明瞭だが、

外面ハケ目調整、内面ナデ調整と思われる。暗赤褐色。 21は復元内・外口径18• 21. 4cm。内面

に指頭圧痕を持つ。磨耗のため調整は不明瞭だが、全面に横方向のヘラミガキ調整であったと

思われる。暗褐色。

高坪 (22• 23) 22は下位に 1条の突帯を有する。磨耗のため調整不明瞭であるが内外面と

もにヘラミガキ調整か。外面にはスリップがかけられる。明赤褐色。 23は底径10.3cm、残存器
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

高14cm。外面にヘラミガキ調整、坪部内面及び脚部内面にナデ調整。明黄褐色。

牛角把手 (24) 挿し込み式。外面は黒色を呈し、比較的丁寧なヘラミガキ調整を行う。

壷 (25~27) 25は復元口径18.4cm。内外面にヘラミガキ調整。内面に黒斑を有する。黄褐

色。 26は復元口径13.6cm。磨耗のため調整不明。明黄褐色。 27は復元内・外口径22.6• 22.8cm。

内面及び口縁上面に横ヘラミガキ調整。外面は暗文を配する。暗赤褐色。

石庖丁 (28) 刃部を欠損する。厚さ0.5cm。穿孔数・位置は不明。

SK345土壌 (Fig.97) 

AF-27グリッドで検出した。 SK351を切っている。平面形は長径l.lm、短径0.85mの楕円形

を呈し、深さ0.3mを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面はほぽ平坦をなす。遺構埋土は

青灰色粘質土ブロック混じり暗灰褐色土の単一層であった。遺物は弥生土器とともに銅文鋳型

片が出土している。ともに遺構の埋没過程で流れ込んだものと考えられる。

SK345出土遺物 (Fig.98 • 99) 

甕 (1~5) 1は復元内・外口径ll.l• 13.8cm。磨耗著しく調整不明。黄褐色。 2は復元

内・外口径18.2• 22.8cm。磨耗著しく調整不明。暗赤褐色。 3は復元内・外口径20.6cm、25.2

cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整。暗赤褐色。 4 • 5は底部。外面ハケ目調整、内面及び外

底ナデ調整。暗赤黄色。

壷 (6~8) 6は復元口径19.8cm。不明瞭であるが、内外面にヘラミガキ調整。黄褐色。

7は胴部。中位に 1条の突帯を持つ。磨耗著しく調整不明。黄褐色。 8は底部。磨耗著しく調

整不明。外底に黒斑を有する。暗黄褐色。

支脚（ 9) 完形品で、器高10.7cm、最大幅5.5cm。方柱状をなし、黄褐色を呈する。
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Fig. 97 SK345土壊実測図 (S= 1 /30) 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 98 SK345出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 

銅文鋳型 (10) 残存長9.5cm、幅7.3~8.3cm、厚さ2.6~2.9cmを測る。断面形は扁平なカマ

ボコ状を呈し、側面は 5面に面取りが行われている。鋳型内面の彫り込み部分（文型）は最大

身幅4.7cm、最大脊幅0.9cm、最大樋幅0.7cmを測る。鋒及び元部分を欠損しており、ほぽ中央部

分が残存している。鋳造が実際に行われているようで、鋳込み部分及びその周囲は黒色に焼け

ている。鋳型の表面は比較的なめらかであり、石材は肉眼観察によればアプライトである可能

性が高いと思われる。淡黄灰色を呈し、重量は403gを量る。

SK351土壌 (Fig.100) 

AE-22 • 23グリッドで検出した。遺構北部において、銅文鋳型を出土した SK345に切られ

る。平面形は長軸3.05m、短軸1.3mの隅丸長方形を呈し、深さ0.4mを測る。断面形は船底状

を呈し、遺構底面は中央にやや傾斜している。遺構埋土は地山ブロック混じり暗灰褐色土の単
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

。
5 cm 

Fig. 99 SK345出土遺物実測図(2)(S = 2 / 3) 

一層であった。

SK351出土遺物 (Fig.101 • 102) 

蓋（ 1• 2) 1は頭部径5.7cm、器高10cm、底径25cm。外面は器面の剥離のため調整不明。

内面ナデ調整。淡赤褐色。 2はほぼ完存。頭部径5.7cm、器高9.3cm、底径26.4cm。外面及び裾

部内面にハケ目調整、内面ナデ調整。暗赤褐色。

甕 (3~13) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 3 は復元内・外口径18.4cm、 22cm。黄褐色。 4 は内・外口径19.5•23.9

cm、器高27.7cm、底径5.6cm。底部はかすかに上げ底気味である。暗黄褐色。 5は復元内・外口

径15.2• 19.4cm。明赤黄褐色。 6は復元内・外口径18• 23cm。外面に煤の付着がみられる。暗

黄褐色。 7は復元内・外口径18.7 • 23. 7cm。黄褐色。 8は復元内・外口径20.4• 25cm。内面に

指頭圧痕を有する。暗黄褐色。 9は復元内・外口径22• 26.8cm。黄褐色。 14は復元内・外口径

21 • 26cm。黄褐色。 10~13は上げ底の底部。外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。暗

黄褐色～暗赤黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）
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゜ Fig. 100 SK351土塙実測図 (S= 1/40) 

壷 (15~19) 15は復元口径17cm。外面は縦ヘラミガキ調整、内面は不明瞭だが横ヘラミガ

キ調整と思われる。外面暗褐色、内面黄褐色。 16は復元口径24.2cm。調整不明。 17は復元内・

外口径21.7cm • 26. lcm。口縁端部に刻目を施文する。内外面ともにナデ調整。 18は内外面とも

にナデ調整。外底に黒斑を有する。暗赤黄色。 19はほぽ完形。口径10.4cm、器高llcm、底径3.8

cm。調整は不明瞭であるが、外面及び口縁内面まではヘラミガキ調整と思われる。内面はナデ

調整。外底付近に黒斑を有する。暗褐色。

高坪 (20) 復元底径15cm。外面にヘラミガキ調整、内面にナデ調整。暗黄褐色。

器台 (21) 受部径 7cm。外面にハケ目調整、内面ナデ調整。暗黄褐色。

SK355土壌 (Fig.104) 

AD-24、AE-24グリッドで検出した。遺構北東部で SK356を、遺構北西部で SK357を切り、

遺構南部で土壊および小穴に切られる。平面形は基本的には長軸2.5m、短軸1.7mの隅丸長方

形状を呈し、深さ0.3mを測る。断面形は船底状を呈し、遺構底面は中央へ緩やかに傾斜する。

北西部には浅い平坦面を有する。平坦面上にある円形の掘り込みが伴うか否かは不明であった。

遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。

SK355出土遺物 (Fig.103) 

壷（ 1) 復元口径16cm。磨耗のため調整不明。暗褐色。

甕 (2~ 8) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 2は復元内・外口径12.l• 15.7cm。擬朝鮮系無文土器甕か。褐色。 3

は復元内・外口径14.2• 18.4cm。外面ナデ調整。磨耗か。黄褐色。 4は復元内・外口径15.8• 

-101-



1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 102 SK351出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4) 

20cm。暗黄褐色。 5は復元内・外口径18• 22.4cm。暗黄褐色。 6は復元内・外口径19.8• 21.8 

cm。淡黄褐色。 7• 8は上げ底の底部。外面ハケ目調整、内面及び外底ナデ調整。内底に黒斑

を有する。暗黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig.104 SK355 • 356 • 357土壊実測図 (S= 1 /40) 

SK356土壌 (Fig.104) 

AD-25、AE-24・25グリッドで検出した。遺構南西部で SK355に切られ、北西部で SK357を

切っている。平面形は長軸2.75m、短軸2.2mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.35mを測る。断面

形は船底状を呈する。遺構埋土は地山土ブロック混じり黒褐色土の単一層であった。
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 105 SK356出土遺物実測図 (S=1/4、石器S=1/3) 

SK356出土遺物 (Fig.105) 

鉢（ 1) 復元内・外口径12• 15.4cm。器面の磨耗が著しいが、内外面にかすかにヘラミガ

キ調整が認められる。暗褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

甕 (2~12) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 2は復元内・外口径10.6• 13.7cm。胴部外面上位に煤の付着がみられ

る。暗黄褐色。 3は復元内・外口径14.5• 15.8cm。磨耗激しく調整不明。暗赤黄色。 4は復元

内・外口径13.1• 16.7cm。褐色。 5は復元内・外口径16.3• 19.9cm。磨耗激しく調整不明。黄

褐色。 6は復元内・外口径18• 22.4cm。暗褐色。 7は復元内・外口径22.8• 27.6cm。暗褐色。

8は復元内・外口径24.8• 29.2cm。口縁端部に刻目を施文し、胴部上位に 1条の突帯を持つ。

暗黄褐色。 9~12は底部。外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。 10は内面に指頭圧痕

を有する。暗褐色。

壷 (13• 14) 13は復元内・外口径16.6• 21cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整。黄褐色。

14は復元口径18.2cm。外面は口縁部に縦ヘラミガキ調整、胴部に横ヘラミガキ調整。内面はロ

縁上位に横ヘラミガキ調整、他は磨耗著しく調整不明。暗褐色。

砥石 (15) 残存長7.2cm、 1辺約 4cmの方柱状をなす。中央は使用により湾曲する。中目で

4面を使用する。 4面中 2面に細長い研ぎ痕を残す。

SK357土壌 (Fig.104) 

AE-24グリッドで検出した。遺構東部で SK356に、南部で SK355に切られている。平面形は

基本的には長軸2.55m、短軸1.6mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.3mを測る。断面形は船底状

を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構南西部に浅い平坦面を有する。遺構埋土は黒褐色土の単

一層であった。遺物は弥生土器とともに擬朝鮮系無文土器が出土している。

SK357出土遺物 (Fig.106 • 107) 

甕 (1~19) 器面調整は基本的には口縁内外に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径11.4• 14.4cm。胴部中位に黒斑。明黄褐色。 2は

復元内・外口径12.4• 16cm。暗褐色。 3は復元内・外口径13.8 • 17. 4cm。淡黄褐色。 4は復元

内・外口径15.2• 19.6cm。内面に指頭圧痕を残す。黄褐色。 5は復元内・外口径15.4• 19.2cm。

外面ナデ調整。明黄褐色。 6は復元内・外口径17.4• 21.6cm。明黄褐色。 7は復元内・外口径

17. 4 • 20. 8cm。磨耗著しく調整不明。黄褐色。 8は復元内・外口径17• 20.8cm。外面ナデ調整。

赤黄色。 9は復元内・外口径18• 22.1cm。外面ナデ調整。暗黄褐色。 10は復元内・外口径18.6• 

22cm。明赤褐色。 11は復元内・外口径17.9 • 21. 9cm。淡黄褐色。 12は復元内・外口径21.4• 25.2 

cm。内面上端に指頭圧痕を残す。黄褐色。 13は復元内・外口径24• 27.4cm。内面上位に指頭圧

痕を残す。暗橙色。 14は復元内・外口径23.3• 28.4cm。口縁端部に刻目を配し、 1条の突帯を

持つ。淡黄褐色。 15は復元内・外口径26.3• 32cm。外面ナデ調整。淡黄褐色。 16~19は底部。

16~18は外面ハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。暗褐色～暗黄褐色。 19は外面に強いナデ

調整。暗褐色。

蓋 (20• 21) ともに内外面ナデ調整。暗褐色～黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 106 SK357出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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V.調査の記録 (2区）

壷 (22• 23) 22は復元口径28.8cm。磨耗のため調整は不明瞭だが元来は内外面ともにヘラ

ミガキ調整と思われる。暗褐色。 23は底部。外面ヘラミガキ調整、内面ナデ調整。外底に黒斑

を有する。暗黄褐色。

高坪 (24~26) 擬朝鮮系無文土器高坪である。 24は復元口径25.4cm。内外面にヘラミガキ

調整。暗褐色。 25は脚部。外面にヘラミガキ調整。内面ナデ調整。黄褐色。 26は脚部。外面に

ハケ目調整後ヘラミガキ調整。内面はナデ調整で、指頭圧痕を残す。外面に黒斑を有する。黄

褐色。

支脚 (27) 方柱状の支脚で、全長11.6cm。明黄褐色。

鉢 (28~30) 28は高台を持ち、内外面ともにナデ調整。暗褐色。 29は復元口径42cm。外面

ヘラミガキ調整、内面ナデ調整。明黄褐色。 30は復元口径47.2cm。 1条の突帯を持ち、外面ナ

デ調整、内面は磨耗するがヘラミガキ調整と思われる。黄褐色。

SK360土壌 (Fig.108) 

AE-25 • 26グリッドで検出した。遺構東部で SD065と小穴に、遺構北部で古墳時代の土壊

SK302に切られている。平面形は長軸3.75m、短軸2.2mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.35mを

測る。断面形は扁平な U字状を呈し、遺構底面はほぼ平坦をなす。遺構埋土は 2層に分層でき

る。遺物は比較的多く出土している。特に、遺構底面直上から弥生土器と共伴して擬朝鮮系無

文土器が出土しており、注目される。

SK360出土遺物 (Fig.109 • 110 • 111) 

甕 (1~17) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面～底部にハケ目調整、内

面及び外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径12.4• 15. 7cm。黄褐色。 2は復元内・外口

径12.5• 16.4cm。内面に指頭圧痕を残す。暗赤黄色。 3は復元内・外口径12.6• 16.6cm。内面

に指頭圧痕。暗黄褐色。 4 は復元内・外口径16.6•19.8cm。暗赤黄色。 5 は復元内・外口径16.4•

24.6cm。外面口縁直下には指頭圧痕を残す。暗黄褐色。 6は復元内・外口径14• 18.3cm。口縁

部は歪む。胴部中位には煤の付着がみられる。暗褐色。 7は復元内・外口径16.2• 20cm。胴部

外面下半は器面の剥離が著しい。褐色。 8は復元内・外口径16.4• 21cm。外面口縁直下には指

頭圧痕を残す。淡黄褐色。 9は復元内・外口径17.2• 21.6cm。外面口縁直下には指頭圧痕を残

す。暗黄褐色。 10は復元内・外口径18• 22cm。暗黄褐色。 11は復元内・外口径20.2• 24.2cm。

暗赤黄褐色。 12は復元内・外口径18.2 • 22. 4cm。暗黄褐色。 13は復元内・外口径18.2• 22.4cm。

暗黄褐色。 14は復元内・外口径23.6• 28.2cm。口縁下に 1条の突帯を持つ。暗赤黄色。 15~17

は底部。いずれも外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。 15• 16は内底に指頭圧痕を残

す。黄褐色～暗黄褐色。

器台 (18・19) 18は口径6.6cm。外面は不明瞭ながらハケ目調整。淡黄褐色。 19は受部径6.3

cm、底径7.2cm、器高10.4cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整。淡黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

標高5.5m1.暗褐色土（炭混入）

2.暗褐色土

（炭混入。 1より暗色強い。）

← ~ 

Fig. 108 SK360土壊実測図 (S= 1 /30) 
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V.調査の記録 (2区）
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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V.調査の記録 (2区）

高坪 (20• 21) ともに擬朝鮮系無文土

器高坪の脚部片。 20は外面ヘラミガキ調整。

内面はよるナデ調整と思われる。暗赤黄色。

21は底径12.4cm。外面にヘラミガキ調整、

内面にハケ目調整及びエ具によるナデ調整。

外面に黒斑を持つ。暗褐色。

鉢 (22) 復元内・外口径30• 34.4cm、

器高19.2cm、底径6.9cm。胴部上位に 1条の

貼付突帯を持つ。外面にヘラミガキ調整、

内面にナデ調整。淡黄褐色。

壷 (23~25) 23は復元内・外口径24.1 • Fig. 111 SK360出土遺物実測図(3)(S = 1/ 3) 

□26 

電 27

゜
10cm 

29.4cm。口縁端部に刻目を施す。器面調整は磨耗のため不明瞭だが、内外面ともにヘラミガキ

調整と思われる。黄褐色。24は底部。外面ヘラミガキ調整。内面もヘラミガキ調整か。暗褐色。

25は牛角把手付壷。底部と胴部は接点はなかったが同一個体であり、医上復元を行った。口縁

部及び把手先端部を欠損する。外面はヘラミガキ調整で特に把手部分には明瞭に認められる。

内面は磨耗著しく調整不明。把手は挿し込

み式と思われる。把手及び胴部中位には黒

斑を有する。外面暗褐色、内面淡黄橙色。

石器 (26• 27) 26は砥石。中目の砥石

で 4面が使用されている。 27は片刃石斧片。

基部と刃部を欠損し、中央部のみが残存す

る。加工は比較的丁寧である。

SK363土壌 (Fig.112) 

AC-26グリッドで検出した。遺構東部で

弥生時代の土壊 SK364を切っている。平面

形は長径2.65m、短径1.3mの楕円形を呈

し、深さ0.3mを測る。遺構北部に平坦面を

もち、断面形は逆台形を基調とする。遺構

底面は中央に緩やかに傾斜する。遺構埋土

は暗褐色土の単一層であった。遺物は弥生

土器と共伴して擬朝鮮系無文土器が出土し

ている。
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Fig. 112 SK363土壊実測図 (S= 1/40) 

-113-



1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 113 SK363出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=1/3) 

。

¥・, 

10cm 
[
 SK363出土遺物 (Fig.113) 

甕（ 1~ 6) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面～底部にハ調整、内面及

び外底にナデ調整を行う。 1は口縁部直下に強いナデ調整。指頭圧痕を残す。器面にはスリッ

プがかかる。 2は断面円形粘土紐を貼りつける。擬朝鮮系無文土器甕の口縁部である。外面暗

褐色、内面赤黄色。 3は明黄褐色。 4は暗褐色。 5は復元内・外口径18.6• 22.4cm。口縁上面

に黒斑を有する。黄褐色。 6は復元内・外口径15.8• 20cm。暗黄褐色。

壷 (7・8) 7は胴部中位に 1条の突帯を持つ。外面はヘラミガキ調整。内面はナデ調整

で、指頭圧痕を残す。外面暗褐色、内面黄褐色。 8は底部片。外面にヘラミガキ調整、内面及

び外底にナデ調整。外底に黒斑を有する。外面暗褐色、内面黄褐色。

牛角把手 (9) かなり内湾する把手である。外面はハケ目調整の痕跡を残し、ヘラミガキ

調整は行われていない。胴部内面はヘラミガキ調整である。外面暗黄褐色、内面暗褐色。

石庖丁 (10) 片側の一部のみが残存する。刃部は明瞭に研ぎ出される。穿孔位置は不明。e

SK365土壌 (Fig.114) 

AC-27グリッドで検出した。遺構東部で SK452に、南部で SK378および小穴にに切られてい

る。切り合いにより遺構の全体形は不明で、残存長軸2.8m、残存短軸2.2mを測る。断面形は
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 114 SK365土塙実測図 (S= 1/40) 

逆台形状をなし、深さO.l~0.15mを測る。遺構底面は平坦をなす。遺構内部に小穴が存在する

が、伴うものであるかは不明である。遺物は弥生土器と共伴して擬朝鮮系無文土器が出土して

いる。

SK365出土遺物 (Fig.115) 

甕（ 1~ 6) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径10• 13cm。暗褐色。 2は復元内・外口径11.6・14.6

cm。暗灰褐色。 3は復元内・外口径13• 17.4cm。淡赤黄色。 4は復元内・外口径15.4• 19.4cm。

暗黄褐色。 5• 6は底部。外面ハケ目調整、内面及び外底ナデ調整。 6は内底に指頭圧痕を持

ち、内底及び外底に煤の付着がみられる。淡褐色。

壷 (7~10) 器面調整は基本的に口縁部内外面及び胴部外面にヘラミガキ調整、胴部内面

にナデ調整。口縁外面は暗文状に仕上げている。 7は復元口径18cm。暗褐色～暗赤黄色。 8は

復元口径19cm。暗褐色～暗赤黄色。 9は復元口径20.9cm。外面は磨耗のため調整不明瞭だが縦

ヘラミガキ調整と思われる。暗褐色。 10は復元内・外口径19.8• 24cm。暗黄褐色。

牛角把手 (11) 挿し込み式。器面は磨耗著しく調整不明。外面灰褐色。

SK368土壌 (Fig.116) 

AC29、AD-29グリッドで検出した。遺構南部で SK402を切り、 Pl31に切られる。平面形は

長軸2.35m、短軸1.35mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.35mを測る。遺構西部にテラス状の平
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 115 SK365出土遺物実測図 (S=l/4)

坦面をもち、遺構底面は緩やかに北へ傾斜している。遺構埋土は暗褐色土の単一層であった。

遺物は弥生土器と共伴して擬朝鮮系無文土器が出土している。

SK368出土遺物 (Fig.117) 

甕 (1~7) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径10.5 • 13. 9cm。口縁下は強いナデ調整を行いハケ

目をナデ消している。暗褐色。 2は復元内・外口径12.2• 16cm。外器面は粗くナデ付ける。黄

褐色。 3は復元内・外口径15.4• 19.4cm。口縁外面直下及び内面に指頭圧痕を残す。暗褐色。

4は復元内・外口径16.8• 26.8cm。明黄褐色。 5~7は底部。いずれも上げ底で、外面にハケ

目調整、内面及び外底にナデ調整。 7は外面に黒斑を有する。暗赤黄色～明黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 117 SK368出土遺物実測図 (S==l/4)
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1．弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 118 SK370土塙実測図 (S=l/40)

壷 (8~11) 8は磨耗のため調整不明。内外面に黒斑を有する。明黄褐色。 9~11は底部。

9は内外面にヘラミガキ調整。外底付近に黒斑を有する。暗褐色。 10は外面ヘラミガキ調整、

内面ナデ調整。外底付近に黒斑を有し、内底には炭化物の付着がみられる。暗褐色～灰褐色。

11は外面にヘラミガキ調整。内面は不明瞭ながらヘラミガキ調整。外底付近に黒斑を有する。

暗褐色。

鉢 (12• 13) 12は復元内・外口径14.8• 18.2cm。調整は磨耗のためかなり不明瞭であるが、

内外面ともにヘラミガキ調整と思われる。淡赤黄色。 13は復元口径14.6cm。内外面にヘラミガ

キ調整。外面には黒斑を有する。外面黒色、内面灰褐色。

高坪 (14) 脚部片で、外面にヘラミガキ調整。内面はエ具によるナデ調整で、エ具痕を残

す。脚部は中空にならず胎土が充填される。擬朝鮮系無文土器高坪である。明黄褐色。

SK370土壌 (Fig.117) 

AC-28グリッドで検出した。遺構北部で SK361および P124に、遺構南部で小穴に切られる。

平面形は長軸4.lm、短軸2.4mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.3mを測る。断面形は逆台形状を

呈し、遺構底面は中央に緩やかに傾斜している。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。遺物

は弥生土器とともに擬朝鮮系無文土器が出土している。遺構の形状は AE-25• 26グリッドで検

出した SK360に酷似している。
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 119 SK370出土遺物実測固 (S=1/4) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

SK370出土遺物 (Fig.119) 

鉢（ 1) 上半部を欠失し全体器形は不明。内外面ともにナデ調整。暗褐色。

蓋（ 2) 頭部径 6cm、器高9.9cm、底径18.8cm。外面ハケ目調整、内面及び頭部にナデ調

整。頭部付近に黒斑を有する。暗褐色。

甕 (3~15) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

及び外底にナデ調整を行う。 3は復元内・外口径9.4• 12.2cm。外面は磨耗のため調整不明。暗

褐色。 4は復元内・外口径10.2• 13.8cm。内外面ともにナデ調整。暗黄褐色。 5は復元内・外

口径14• 15.2cm。外面は磨耗のため調整不明。内面に指頭圧痕を残す。暗赤黄色。 6は内・外

口径15.4•19.2cm、器高25.7cm、底径5.4cm。やや磨耗し調整は不明瞭。外底及び胴部外面上半

部に黒斑を有する。黄褐色。 7は復元内・外口径17.8• 22cm。暗黄褐色。 8は復元内・外口径

19 • 24cm。褐色。 9は復元内・外口径18.8• 22cm。内外面ともにナデ調整。淡黄褐色。 10は復

元内・外口径16.4• 20.6cm。外面に煤付着。褐色。 11は復元内・外口径16.7 • 21.5cm。褐色。

12は内・外口径15.4• 18.2cm、器高20.2cm、底径 5cm。器壁は比較的厚く、外面は黒斑を有す

る。擬朝鮮系無文土器甕の可能性がある。淡黄褐色～淡褐色。 13~15は底部。外面にハケ目調

整、内面及び外底にナデ調整。 13は内底に黒斑。いずれも上げ底の底部である。

壷 (16• 17) 16は復元内・外口径20• 25cm。外面にヘラミガキ調整、内面にナデ調整。淡

褐色。 17は外面にヘラミガキ調整、内面及び外底にナデ調整。淡褐色。

SK378土壌 (Fig.120) 

AC-27グリッドで検出した。遺構北

部で牛角把手片を出土した SK365を

切る。西部で小穴に、東部で SE383に

切られている。平面形は残存長軸1.6

m、短軸1.45mの不定形を呈し、深さ

0.3mを測る。断面形は逆台形状を呈

し、遺構底面は平坦をなす。遺構埋土

は暗褐色土の単一層であった。遺物は

弥生土器と共伴して擬朝鮮系無文土器

高坪が出土している。

SK378出土遺物 (Fig.121) 

甕 (1~ 7) 器面調整は基本的に

口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ

目調整、内面及び外底にナデ調整を行

う。 1は復元内・外口径12.1・15.1cm。
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Fig. 120 SK378土壊実測図 (S=1/40) 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 121 SK378出土遺物実測図 (S=l/4)

暗褐色。 2は復元内・外□径16• 20cm。外面に煤の付着が著しい。外面黒褐色、内面赤褐色。

3は復元内・外口径18.4• 23.2cm。淡黄褐色。 4は内・外口径21.1• 26cm。口縁下に 1条の断

面三角貼付突帯を有する。外面は磨耗のため調整不明。赤黄色。 5は復元内・外口径23.4• 28 

cm。 6• 7は上げ底の底部。外面ハケ目調整、内面及び外底ナデ調整。外面黄褐色、内面黒褐

色。

器台 (8~10) いずれも外面にハケ目調整、内面にナデ調整。 8は受部径7.8cm。内面に指

頭圧痕を残す。淡黄褐色。 9は裾部径9.2cm。内面下位に指頭圧痕を残す。淡黄褐色。 10は裾部

径9.8cm。淡黄褐色。

高坪 (11• 12) 11は口径23.6cm。磨耗のため調整不明。暗黄褐色。 12は脚部片で、内外面

ともにナデ調整。脚内面はエ具によるナデ調整で工具痕を残す。淡黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）

土製品 (13) 直径 6~6. 7cm。重量205g。粘土を丸めて焼成したもので、外面にはなんら加

工はなされていない。土錘であろうか。暗褐色。

SK380土壌 (Fig.122) 

AG-21グリッドで検出した。遺構北部は調査区外にあり、完全に検出できなかった。遺構北

部で弥生時代の土壊 SK422に、南部で小穴に、東部では SK381に切られている。平面形は直径

2. 7~2.8mの円形状を呈し、深さは0.25mを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は中央

にやや傾斜し、西方には小穴が掘り込まれている。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。竪

穴住居の可能性も考えたが、断定に至る資料は得られなかった。

SK380出土遺物 (Fig.123) 

甕 (1~6) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

及び内外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径14.1• 18. 2cm。暗灰褐色。 2は復元内・外

口径19.4• 24.4cm。口縁端部に刻目を施し、口縁下に 1条の貼付突帯を持つ。外面暗褐色、内

面黄橙色。 3は復元内・外口径20• 24.6cm。褐色。 4は復元内・外口径21.4• 27cm。胴部外面

は器面が剥離する。暗灰褐色。 5 • 6は底部。いずれも上げ底である。 5は内底に黒斑を有す

る。ともに褐色。
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Fig. 122 SK380土墳実測圏 (S=l/40)
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 123 SK380出土遺物実測図 (S=1/4) 
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器台 (7)

壷 (8~12) 

1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

復元底径18cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整。黄褐色。

器面調整は基本的に胴部内面及び内外底にナデ調整、他はヘラミガキ調整。

8は復元口径8.9cm、器高11.3cm、底径3.5cm。ヘラミガキ調整は磨耗のため不明瞭。胴部内面

中位に指頭圧痕を残す。褐色。 9は口径14.9cm。頸部外面は縦ヘラミガキ調整だが磨耗のため

不明瞭。褐色。 10は復元内・外口径18• 23.2cm。口縁端部に刻目を施す。暗褐色。 11は復元口

径22.6cm。磨耗のためヘラミガキ調整は不明瞭だが、外面には暗文の痕跡が認められる。暗褐

色。 12は復元底径 8cm。外面は磨耗のため調整不明。内面はナデ調整。外底付近及び胴部内面

下半に黒斑を有する。淡褐色。

SK402土壌 (Fig.124) 

AC-29グリッドで検出した。遺構の北西部を SK368に、南東部を SK403に切られており、遺

構中央部のみが残存する。南北軸長1.8m、東西軸長1.45mを測り、全体平面形は隅丸長方形状

ないしはそれに近い楕円形状を呈すると思われる。断面形は逆台形状を呈する。遺構底面は中

央に緩やかに傾斜し、中央に小穴が掘り込まれている。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。

SK402出土遺物 (Fig.125) 

甕（ 1~ 3) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面

にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径14.2• 18.4cm。暗褐色。 2は復元内・外口径16.5• 20.5 

cm。暗褐色。 3は復元内・外口径20• 25.6cm。

内外面はやや磨耗する。暗褐色～暗黄褐色。

鉢（ 4) 復元内・外口径14.5• 18.2cm。磨

耗のため調整不明瞭。胴部外面中位に黒斑を有

する。黄褐色。

高坪 (5) 脚部片。外面は縦ヘラミガキ調

整、内面ナデ調整。外面及び内面上位に黒斑を

有する。暗褐色。 L 
壷（ 6) 胴部小片のため法量不明。胴部上

半部と思われる。 3条の平行沈線文とその下位

に2条の連弧文を施文している。調整は不明。

外面には赤色顔料（丹？）の塗布痕跡がかすか

に認められる。黄褐色。
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Fig. 124 SK402土塙実測図 (S= 1 /40) 

-124-



V. 調査の記録 (2区）
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Fig. 125 SK402出土遺物実測医 (S=l/4、6はS=1/3) 
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Fig. 126 SK411土壊実測圏 (S= 1 /40) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 127 SK411出土遺物実測図 (S=l/4、石器・土製品S=1/3) 
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V.調査の記録 (2区）

SK411土墳 (Fig.126) 

AC-25グリッドで検出した。遺構北西部で P72• 73に、遺構東部で SD065に、遺構南部で弥

生時代の土壊 SK412に切られている。平面形は長径3.7m、短径1.8mの楕円形を呈し、深さ0.35

m を測る。断面形は逆台形状を呈する。遺構底面はほぽ平坦をなし、西端部に小穴が掘り込ま

れている。遺構の形状は SK360• SK370に酷似する。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。

SK411出土遺物 (Fig.127) 

甕 (1~10) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径13.6• 18.2cm。外面は磨耗のため調整不明。内面

に指頭圧痕を持つ。黄褐色。 2は復元内・外口径14.6• 18.9cm。外面に煤の付着がみられる。

暗黄褐色。 3は復元内・外口径16.4• 20cm。口縁下に 2条の沈線文を有する。黄褐色。 4は復

元内・外口径18.6• 22.6cm。内外面ともにナデ調整。淡黄褐色。 5は内・外口径19.8• 24.2cm。

口縁端部に刻目を施す。淡黄褐色。 6は復元内・外口径19.2• 23cm。内外面に煤の付着がみら

れる。暗黄褐色。 7は復元内・外口径20• 24.8cm。外面は磨耗する。淡赤黄色。 8は復元内・

外口径24• 29cm。胴部上位に 1条の貼付突帯を有する。内外面ともに磨耗が著しい。明黄褐色。

9 • 10は底部片。上げ底で、外面にハケ目調整、内面及び外底にナデ調整。暗黄褐色。

壷 (11• 12) 11は復元口径19.6cm。外面はヘラミガキ調整。内面は器面の剥離が著しく調

整不明。内外面に黒斑を有する。暗褐色。 12は外面は不明瞭だがヘラミガキ調整、内面はナデ

調整。暗褐色。

高坪 (13) 脚部片。外面はヘラミガキ調整。内面にナデ調整で指頭圧痕を残す。外面に黒

斑を有する。擬朝鮮系無文土器高坪と思われる。暗褐色。

土製品 (14) 円盤状土製品である。直径 5~5.3cm、最大厚1.2cmを測り、中央がやや脹ら

んでいる。重量38g。淡黄褐色。

砥石 (15) やや粗目の砥石である。残存する 4面はすべて使用されている。重量559g。

SK419土壌 (Fig.128) 

AC-22グリッドで検出した。平面形は長軸2.7m、短軸1.7mの隅丸長方形状を呈し、深さ0.3

m を測る。断面形は逆台形状を呈する。遺構北西部にはテラス状の平坦面を有し、遺構底面は

ほぽ平坦をなす。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。

SK419出土遺物 (Fig.129) 

蓋（ 1) 頭部径4.3cm、器高5.3cm、復元底径12.6cm。頭部外面にハケ目調整、他にはナデ

調整。頭部には黒斑を有する。暗黄褐色。

器台（ 2) 完形。口径7.25cm、器高13.7cm、底径7.8cm。外面ハケ目調整、内面ナデ調整、

端部は横ナデ調整。淡黄褐色。

甕（ 3 • 4) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 128 SK419土墳実測医 (S= 1 /40) 

外底にナデ調整を行う。 3 は復元内・外口径20•16 . 3cm、器高21.3cm、底径4.9cm。胴部外面上

半及び内底に煤の付着がみられる。暗黄褐色。 4は内外面ともに暗黄褐色。

SK426土壌 (Fig.130) 

AD-21、AE-21グリッドで検出した。遺構北部で弥生時代の土壊 SK425に、南部で弥生時代

の土壊 SK427に、東部で P13に切られている。遺構西部は調査区外にあり、完全に検出できな

かった。平面形は長軸3.3m、短軸l.9+amの隅丸長方形状を呈すると思われ、深さ0.15mを測

る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構東部分には小穴が掘り込まれる。

こ
ロ
ロ
口 。

10cm 

Fig. 129 SK419出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 130 SK426土壊実測図 (S=l/40)

遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。遺構の形状は SK360• SK370 • SK411に酷似する。

SK426出土遺物 (Fig.131) 

甕（ 1~ 3) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径12.4• 16.4cm。褐色。 2は復元内・外口径17.2• 

22cm。胴部外面は磨耗のため調整不明。褐色。 3は復元内・外口径19.6• 24.4cm。褐色。 4.

5はともに上げ底の底部。磨耗のため調整不明。明褐色。

蓋（ 6) 頭部片で内外面にナデ調整。内面は黒斑を持つ。淡褐色。

高坪（ 7) 内外面ともにヘラミガキ調整。脚部内面はナデ調整。明褐色。

壷（ 8) 復元口径26.6cm。頸部と胴部の境に 1条の突帯を有する。内外面ともにヘラミガ

キ調整。褐色。

石器 (9~11) 9は砥石。細目で、角は面取りがなされ、全面が使用される。 10は方柱状

片刃石斧。残存長9.5cm、刃部幅2.7cm。比較的丁寧に研磨される。 11は石庖丁か。刃部は研出

されるが、穿孔は行われていない。やや薄めで、研磨の痕跡等は不明。
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Fig. 131 SK426出土遺物実測図 (S=l/4、石器S=l/3)

SK453土壌 (Fig.132) 

AD-30 • 31グリッドで検出した。遺構南西部で SK457を、遺構東部で SK454を切っている。

平面形は長径2.8m、短径2.4mの円形を呈し、深さ0.4mを測る。断面形は逆台形状をなし、遺

構底面は平坦である。遺構埋土は黒褐色土。

SK453出土遺物 (Fig.133 • 134) 

甕 (1~14 • 17) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面

及び外底にナデ調整を行う。 1は復元内・外口径12.6• 16.6cm。口縁部上面に黒斑を有する。

淡黄褐色。 2は復元内・外口径12.4• 16.4cm。口縁部直下にナデつけの痕跡を残す。淡褐色。

3は復元内・外口径13.7 • 17.4cm。ハケ目調整は口縁部上面に及ぶ。口縁部外面直下及び胴部

冒 10cm 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 132 SK453土壊実測図 (S= 1 /40) 

内面に指頭圧痕を残す。褐色。 4は復元内・外口径14.4• 18.6cm。内面に指頭圧痕を残す。淡

黄褐色。 5は復元内・外口径17.2• 20cm。外面横ナデ調整。淡黄褐色。 6は20.9 • 24. 6cm。ロ

縁部内面及び内底に指頭圧痕を、底部外面に強いナデ調整の痕跡を残す。内底に煤の付着がみ

られる。暗黄褐色。 7は復元内・外口径18.4• 22.6cm。外面に煤の付着がみられる。 8は復元

内・外口径21.6• 26cm。外面暗黄褐色、内面淡黄褐色。 9は復元内・外口径22.2• 26.6cm。淡

黄褐色。 10は復元内・外口径24.5 • 29. 2cm。口縁端部には刻目を施し、口縁下に 1条の貼付突

帯を持つ。暗褐色～黄褐色。 11~14は底部。 11は上げ底の底部。外面ハケ目調整、内面及び外

底にナデ調整。 12• 13は外面にエ具によるナデ調整。 12は底部に籾圧痕を持つ。 14は壷の底部

であろうか。 11は暗黄褐色、 12~14は暗橙色。17は復元内・外口径28• 34.6cm。口縁端部に刻

目を施し、口縁下に 1条の貼付突帯を持つ。口縁～突帯間は横ナデ調整、内面上位には指頭圧

痕を有する。胴部外面には黒斑を有する。暗黄褐色。

高坪 (15)坪部のみ残存。口径26.1cm。内外面ともにヘラミガキ調整。外面は黒斑を有する。

擬朝鮮系無文土器高坪である。暗褐色。

牛角把手 (16) 約半分の残存。挿し込み式で挿し込み部分から剥離する。やや磨耗するが

外面にはヘラミガキ調整を行う。暗橙色。

石斧 (18) 剥離が著しいが扁平片刃石斧と思われる。刃部は欠失し、断面長方形をなす。
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1.弥生時代の遺構と遺物（土塙）
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Fig. 133 SK453出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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V.調査の記録 (2区）

SK454土壌 (Fig.135) 

AD-31グリッドで検出した。遺構北西部で

SK453に、西半部で中世の小穴 Pl55をはじめ 4

基の小穴に切られている。平面形は直径 2m前

後の円形状を呈する。断面形は逆台形状を呈し、

深さ0.25mを測る。遺構底面は平坦をなす。遺

構埋土は黒褐色土の単一層であった。遺物は弥

生土器と共伴して擬朝鮮系無文土器が出土して

いる。

SK454出土遺物 (Fig.136) 

甕 (1~4) 1 は復元内・外口径12.8•16.1

cm。口縁部に横ナデ調整、 胴部外面は磨耗する

がハケ目調整。胴部内面はナデ調整で、 ＇指頭圧

痕を残す。外面暗黄褐色、内面黒褐色。 2は復

元内・外口径16.3• 20cm。外面に横ナデ調整。

内面ナデ調整で、指頭圧痕を残す。暗黄褐色。

3は復元内・外口径20.6• 25.4cm。口縁部に横

ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面にナデ

調整。淡赤褐色。 4は復元内・

外口径23.4• 29.6cm。口縁端部

に刻目を施し、口縁下に 1条の

貼付突帯を有する。内外面とも

に磨耗著しく調整不明。淡黄褐

色。

支脚 (5) 直径約 5cmの円

柱状の支脚で、全長12cm。暗赤

橙色。

壷（ 6) 口縁部を欠失する。

器面はやや磨耗するが、胴部外

面にヘラミガキ調整、内面にナ

デ調整。外面に黒斑を有する。

内外面ともに黄褐色。

高坪（ 7) 器面はやや磨耗
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）
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するが、内外面ともにヘラミガキ調整の痕跡を残す。擬朝鮮系無文土器高坪である。暗褐色。

砥石 (8) 極細目の砥石片で、 3面を使用している。断面正方形をなす。残存長6.1cm。

SK457土壌 (Fig.137) 

AC-30、AD-30グリッドで検出した。遺構北東部で SK453に、遺構南半部で弥生時代の土壊

SK460・458に切られている。平面形は長径3.45m、短径2.0mの楕円形を呈し、深さ0.5mを測

る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦をなす。遺構埋土は黒褐色土の単一層であった。

遺物は遺構南部に集中して出土しており 、遺構の埋没過程で一括投棄されたものと考えられる。
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 137 SK457土塙実測図 (S=l/40)

SK457出土遺物 (Fig.138 • 139) 

甕 (1~12) 器面調整は基本的には口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内

面にナデ調整を行う。 1 は復元内・外口径13.2•17cm。外面暗褐色、内面黒褐色。 2 は復元内・

外口径14• 18cm。暗褐色。 3は復元内・外口径13.6• 17.8cm。内面に煤の付着がみられる。外

面暗褐色、内面黒褐色。 4は内・外口径14.1・18.1cm。暗赤橙色。 5は復元内・外口径17.8 • 

22.6cm。内外面ともにヘラミガキ調整である。口縁端部に刻目を施し、口縁下位に 1条の貼付

突帯を持つ。暗褐色。 6は復元内・外口径16• 20cm。内面に指頭圧痕を持つ。外面暗褐色、内

面淡黄褐色。 7は復元内・外口径15.5• 20.2cm。暗褐色。 8は復元内・外口径17.6 • 22cm。内

面に強いナデ調整の痕跡を残す。淡褐色。 9は復元内・外口径18.8• 23.2cm。内面に指頭圧痕

を残す。淡赤橙色。 10は内・外口径18.7 • 23. 2cm。淡赤橙色。 11• 12は上げ底の底部。外面ハ

ケ目調整、内面及び外底にナデ調整。 12は内面に煤の付着がみられる。暗褐色。

壷 (13~21) 器面調整は基本的に、口縁内外面及び胴部外面にヘラミガキ調整、胴部内面

にナデ調整を行う。 13は復元内・外口径13.9 • 18. 5cm。口縁端部に刻目を施す。内外面ともに

磨耗のため調整不明瞭。淡黄色。 14は内・外口径11.8 • 18. 6cm。口縁端部に刻目を施す。内面

ナデ調整。暗黄褐色。 15は18.6cm。外面には横ヘラミガキ調整後に暗文を施す。暗褐色。 16は

口径19.6cm。外面に暗文を施す。暗褐色。 17は復元口径19.2cm。内外面ともに磨耗のため調整

不明瞭だが内外面にヘラミガキ調整、外面は暗文を施しているようである。暗黄褐色～淡黄色。
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V.調査の記録 (2区）
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1.弥生時代の遺構と遺物（土壊）

18は復元口径21.3cm。器面はやや磨耗する。暗黄褐色。 19は復元口径17.8cm。淡黄色～暗黄褐

色。 20は口径20.2cm、器高35.7cm、底径7.5cm。器面の磨耗のため調整はやや不明瞭である。胴

部外面中位から外底にかけて黒斑を有する。暗黄褐色。 21は胴部片。頸部及び頸部と胴部の境

に2条の平行沈線文を巡らせ、胴部上位には二枚貝による 2重の貝殻弧文を施文する。器面調

整は内面にナデ調整、外面は胴部に横ヘラミガキ調整、頸部に細かい（エ具による？）縦ナデ

調整。内外面暗黄褐色。

鉢 (22• 23) 22 は復元内・外口径14.4•19cm、器高10.4cm、底径5.2cm。口縁部に横ナデ調

整、体部内外面にはヘラミガキ調整。外面はやや磨耗する。内面に黒斑を有する。淡赤橙色。

23は復元内・外口径18.2• 21.8cm。内外面ともに磨耗のため調整不明。淡黄褐色。

高坪 (24) 脚部片。外面に縦ヘラミガキ調整、内面にナデ調整。黄褐色。

器台 (25• 26) 25は口径7.1cm、器高15.3cm、復元底径7.5cm。端部に横ナデ調整、外面は

不明瞭ながらハケ目調整、内面ナデ調整。暗赤黄色。 26は底径9.4cm。器面調整は25と同様。暗

赤黄色。

SK471土壌 (Fig.140) 

AE-23グリッドで検出した。遺構の南北で P64、P65に切られている。平面形は長径0.75+

am、短径0.8mの楕円形を呈し、深さ0.3mを測る。断面形は逆台形状を呈し、遺構底面は平坦

をなす。遺構底面からやや浮いた状態で完存に近い高坪等が出土している。

SK471出土遺物 (Fig.141) 

壷 (1 • 2) 1は復元口径14.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内外面にナデ調整。暗黄褐

色～赤橙色。 2は底部。外面

は磨耗により調整不明。内面

及び外底はナデ調整。赤橙色。

甕 (3~5) 3は復元内・

外口径26• 33cm。横ナデ調整。

淡赤褐色。 4 • 5は底部。 4

は外面ハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整。灰黄色。 5

は内外面ともにナデ調整。外

面には黒斑を有する。淡黄褐

色。

高坪 (6• 7) 6は復元

内・外口径19• 27. 8cm。口縁

部下位に 1条の貼付突帯を有

。

蒋
蚕
5
.4
m

三P65

ミ
標高5.4m

/ 
Fig. 140 SK471土壊実測固 (S= 1/30) 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 141 SK471出土遺物実測図 (S=l/4)

する。内外面ともに横ナデ調整。明赤褐色。 7は復元内・外口径18.4• 25.4cm、器高25.8cm、

底径16.2cm。坪部外面及び脚部内面にナデ調整、坪部内面及び脚部外面にヘラミガキ調整。裾

部内面にはハケ目調整。口縁部には横ナデ調整後に暗文を施している。内外面ともに明赤褐色

を呈する。

器台（ 8) 底径12.3cm。外面及び裾部内面にはハケ目調整、内面にはエ具によるナデ調整

と思われる。淡黄褐色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（井戸）

(2)井戸と出土遺物

SE310井戸 (Fig.142) 

AG-29 • 30、AH-29• 30グリッドで検出した。遺構北部が調査区外にあたるため、完全には

検出できなかった。平面形は長径約2.0m、短径1.85mの楕円形を呈すると思われる。断面形は

逆台形を基調とする。井戸中位において狭い平坦面を有し、 2段の掘り込みとなっている。 2
 段目の掘り込み内部からは不完全ながら木組の井戸側が検出された。 この井戸側は検出部分か

ら推定すると、幅 5~10cm、厚さ3~5cmの板材を壁面に並べ、 これを径15cm程度の丸太の半

裁材で押さえ、四隅に径15cmの丸太を打ち込むことでこの半裁材・板材を固定する、 という構

造であったと考えられる。丸太材上部の加工痕や土層の堆積状況から判断して、 この井戸側は

井戸上面にまでは及んでいなかったと思われる。井戸底面は激しい湧水のため明確には確認で

きなかったが、遺構圏中破線部分のあたりで灰色砂質土に土層が変化しており、他の井戸の状

>[

y
 

Aし

9 ： ーニ
B C' 

_jA' 

à E
OO
.g
庵
麒

江

・-・・・.

標高5.8m
A' 

.--------
’’’―  

品叫 戸 ー＝

旦

u 

。
2 m 

Fig. 142 SE310井戸実測図 (S= 1/40) 
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V.調査の記録 (2区）

況を勘案すれば、この面が井戸底と考えられる。遺物は弥生土器が出土しているが、特に小型

の甕の出土が顕著である。

SE310出土遺物 (Fig.143 • 144) 

甕 (1~23) 1 ~ 6はやや小型の甕で口縁下に 1条の突帯を持つ。器面調整は外面にヘラ

ミガキ調整、内面及び外底にナデ調整を行う。 1はほぼ完形。復元内・外口径11.8 • 15. 8cm、

器高13.2cm、底径 9cm。口縁～突帯間は暗文を施す。内面はエ具によるナデ調整で、エ具痕を

残す。底部付近には黒斑を有する。黄褐色。 2は復元内・外口径15.4• 20.4cm、器高16.9cm、

底径9.8cm。外底から胴部下半にかけて黒斑を有する。暗黄褐色。 3は復元内口径18cm、器高16.3

cm、底径12.6cm。器面の磨耗のため調整は不明瞭だが、基本的には他のものと同様である。淡

黄褐色。 4は復元内口径17.8cm、器高19.9cm、底径10.3cm。ヘラミガキ調整は外底部にも及ぶ。

外面黒褐色、内面淡黄褐色。 5は復元内口径13cm。内面はハケ目調整。赤黄褐色。 6は復元内

口径12.8cm、器高18.4cm、底径 9cm。内面下半部に指頭圧痕を有する。外底から胴部下半にか

けて黒斑を有する。外面赤黄褐色、内面暗褐色。 7は復元内・外口径16.6• 20.2cm。口縁部に

横ナデ調整、外面にハケ目調整、内面にナデ調整。口縁部の貼り付けの状況から考えて擬朝鮮

系無文土器甕の可能性が高い。黄褐色。 8~13は甕口縁部で、器面調整は口縁部に横ナデ調整、

胴部外面にハケ目調整、内面にナデ調整を行う 。8は復元内・外口径19.8• 25cm。淡黄褐色。

9は復元内・外口径22.4• 28cm。 1条の突帯を持ち、内面上部に指頭圧痕を有する。淡黄褐色。

10は復元内・外口径21.9 • 27. 3cm。 1条の突帯を有する。赤黄褐色。 11は復元内・外口径22• 

27.6cm。赤黄褐色。 12は復元内・外口径25• 30.8cm。 1条の突帯を有する。赤黄褐色。 13は復

元内・外口径36.8• 43.8cm。 1条の突帯を有する。赤黄褐色。 14~24は底部。 14~17は1~6

タイプの甕の底部。外面はヘラミガキ調整ないしはナデ調整。内面はナデ調整で、 14• 17は指

頭圧痕を有する。 18~23は外面にハケ目調整、内面ナデ調整。 21を除いてすべて上げ底の底部

である。 20• 22は内底付近に指頭圧痕を有する。 23は底部付近に穿孔を行う。 19~21は内底に

黒斑が認められる。赤黄褐色～黄褐色。 24は底部片。復元底径6.4cm。外面はナデ調整。器面は

黒色を呈する。擬朝鮮系無文土器甕底部か。

壷 (25~27) 25は復元口径11.6cm。内外面ともにヘラミガキ調整。黒褐色。 26は復元口径

21.4cm。内面にヘラミガキ調整で、外面は暗文を施す。赤褐色～黄褐色。 27は外面にヘラミガ

キ調整、内面及び外底にナデ調整。胴部下半部に黒斑を有する。外面暗茶褐色、内面黄褐色。

鉢 (28) 復元口径12.6cm、器高7.7cm、底径3.9cm。磨耗により調整不明瞭。黄褐色。

高坪 (29) 残存器高13.9cm。脚部片で、中空にならず胎土が充填されている。外面ヘラミ

ガキ調整で、黒斑を有する。擬朝鮮系無文土器高坪である。暗褐色。

石庖丁 (30) 完形品。長さ19.3cm、幅4.5cm、厚さ0.6cm、孔径0.75~0.85cm。器面・刃部

ともに丁寧な研磨が行われる。粘版岩系。重量80g。
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1.弥生時代の遺構と遺物（井戸）
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Fig. 143 SE310出土遺物実測図(1)(S = 1/ 4) 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 144 SE310出土遺物実測図(2)(S = 1 / 4、石器S=l/3)
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1.弥生時代の遺構と遺物（井戸）

日
g
.
g
造
鰈

バ
標高5.5m

I.暗黄褐色土

2.暗褐色土（明黄褐色土プロック混入）

3.暗褐色粘質土（明黄褐色プロック混入）

4.暗黄褐色土プロック

5.暗黄褐色粘質土（明黄褐色土プロ ック・黄灰色土プロック混入）

6.明黄褐色土（暗褐色土プロック混入）

7.暗褐色粘質土

8.暗褐色土（ピッ ト埋土。明黄褐色土プロック混入。）

2 m 

Fig. 145 SE347井戸実測図 (S= 1 /30) 

SK347井戸 (Fig.145) 

AE-28グリッドで検出した。遺構西部で小穴に切られる。平面形は直径1.05mの円形を呈

し、深さ1.15mを測る。 素掘りの井戸で、断面形はやや歪んだU字状をなし、遺構底面はやや

窪んでいる。遺構埋土は 6層に分層でき、ほぼ自然堆積の状況を呈している。井戸底からほぽ

完形の袋状口縁壷が出土して

いる。遺物は少なく、図示で €ミ5

きたものは前述の壷 1点と甕

口縁部 2点のみであった。

SE347出土遺物

(Fig. 146) 

甕 (1•2) 1は復元口

径35cm。口縁部に横ナデ調整。

黄褐色。 2は復元口径16.2cm。

口縁部に横ナデ調整、胴部に

はナデ調整。特に内面はエ具

によ るナデ調整と思われる。

三

□〗
ぞ

。
10cm 

Fig. 146 SE347出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調査の記録 (2区）

胴部外面に黒斑を有する。暗赤褐色。

壷 (3) 口縁部の 3分の 2を欠損するが、他は完形。復元口径 9cm、器高18.9cm、器高7.2

cm。複合口縁壷で頸部に 1条の突帯を有する。 ＇内外面にナデ調整を行い、胴部下半には黒斑を

有する。胴部上半の一部は器面が剥落する。淡黄褐色。

SE375井戸 (Fig.147) 

AE-27・28グリッドで検出した。遺構北部で土壊に切られる。遺構南部では古代の土壊 SK404

に切られ、弥生時代の土壊 SK376を切っている。平面形は直径1.75mの不整円形を呈し、深さ

1.6mを測る。断面形は先端の丸い V字状を呈し、北壁はやや外方に立ち上がる。遺構埋土は13

E
s
.
g達
聴

Nn2 

真0.1

標高5.5m

．．． 

に No1 

1.淡褐色土（黄灰色地山プロック混入）

2.黒褐色土（黄灰色地山プロック混入）

3.暗褐色土（黄灰色地山プロック混入）

4. 淡褐色土

5.黒灰色土プロック

6.暗褐色土（黄灰色土プロック混入）

'7.暗黄灰色土

8.淡褐色土(1より暗色強い）

9. 淡褐色土(4より暗色強い）

10.黒灰色土

11. 暗黄灰色土

12.黒灰色土（黄灰色土プロック混入）

13.黒灰色土

。
2 m 

Fig. 147 SE375井戸実測図 (S= 1 /30) 
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1.弥生時代の遺構と遺物（井戸）
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Fig. 148 SE375出土遺物実測図 (S=l/4)

層に分層できた。第 1~3層は平面では確認できなかったが、本遺構に切り込んだ遺構の埋土

で、第 4層～13層が本遺構の埋土である。第10~13層は自然堆積の状況を呈するが、第 4~9

層は粘質が強く、地山土の小ブロックを多く含んでおり、第10層の堆積後に人為的に埋められ

たような状況であった。また、第11層は壁の崩落による堆積と考えられる。第12層の下面から

完形の壷が、また第10層からは完形の甕が出土している。遺物の殆どは第10層に集中する。

SE375出土遺物 (Fig.148) 

甕（ 1~ 4) 器面調整は基本的に口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、内面及び

外底にナデ調整を行う。 1は復元口径17.2cm。黄褐色。 2は完形。口径16.2cm、器高14.9cm、

底径7.8cm。磨耗のため調整不明瞭。底部は凸レンズ状をなす。明赤褐色。 3は復元口径17.7

cm。明黄褐色。 4は復元口径20cm。淡赤黄色。

鉢（ 5) 内外面にナデ調整。外面に指頭圧痕を残す。淡灰色。

高坪 (6) 口径15.6• 19.6cm。外器面は磨耗著しく調整不明。坪部内面はナデ調整。淡黄

褐色。

壷 (7~10) 7は口径9.9cm、器高12.6cm、底径 6cm。口縁部に横ナデ調整、外面及び外底

にハケ目調整、内面ナデ調整。内面胴部下半に指頭圧痕を残す。胴部外面中位には煤の付着が
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V.調査の記録 (2区）

著しい。黄赤褐色。 8• 9は袋状口縁壷。 8は復元口径10.6cm。頸部上位に低い突帯を有する。

淡赤黄色。 9は完形。口径8.9cm、器高17cm、底径5.9cm。外面はやや粗いハケ目調整。内面は

ナデ調整で、頸部～口縁部にエ具によるやや強めのナデ調整を行う。明黄褐色。 10は二重口縁

か。復元口径36cm。横ナデ調整。明黄灰色。
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1.弥生時代の遺構と遺物（甕棺墓）

(3)甕棺墓と出土遺物

SJ367甕棺墓 (Fig.149) 

AE-31グリッドで検出した。小児棺で、今回の調査で唯一検出された甕棺墓である。墓壊の

平面形は長径1.0m、短径0.8mの不整楕円形を呈する。上下とも甕を使用した接口式合口甕棺

墓で、接口部には黄褐色粘土による目張りの痕跡が認められる。主軸を N-65'-Wにとる。周辺

に甕棺墓の存在は認められず、この 1基だけが単独で存在する。

SJ367甕棺 (Fig.150) 

上甕 (1) 復元内・外口径20.8• 30.3cm、器高38.2cm、底径11cm。胴部中位に 1条の三角

貼付突帯を持つ。口縁部に横ナデ調整、底部外面にハケ目調整がみられるが、その他はナデ調

整。磨耗によるものか。暗黄褐色。

下甕 (2) 復元内・外口径23• 32.3cm、器高53.8cm、底径7.6cm。口縁部に横ナデ調整、外

底・及び内面にナデ調整。胴部上半部には 3条の

突帯を持つ。上下位に 2条の断面三角貼付突帯、

中位に断面 M字突帯を有する。口縁～突帯間及び

突帯間には幅広の暗文状に縦ヘラミガキ調整を行

う。胴部下半には横ヘラミガキ調整。淡赤褐色。

卜
j 4

1
 

標高5.4m

一ご7
。

1 m 

。
40cm 

Fig. 149 SJ367甕棺墓実測図 (S= 1/20) Fig. 150 SJ367甕棺実測図 (S=l/8)
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2.古墳時代の遺構と遺物，（土壊）

2.古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、土塙、井戸等を検出した。この中から遺物の出土状況の良好な遺構を中

心に抽出して報告を行う 。報告する遺構は土壊 6基、井戸 2基である。

(1)土壌と出土遺物

SK314土壌 (Fig.152)

AG-29グリッドで検出

した。古墳時代の土壊

SK400を切っている。長径

2.5m、短径2.25mの楕円

形を呈し、深さ約0.4mを

測る。断面形は逆台形状を L 
呈し、遺構底面は平坦をな

す。遺構埋土は暗褐色土で

ある。遺物は比較的少ない

が、古式土師器が出土して

いる。

SK314出土遺物

(Fig. 153) 

手捏土器 (1)

復元口径6.2cm、器高2.4

cm。内外面に指頭圧痕を残

す。暗赤褐色。

小型丸底土器 (2)

口縁部を欠失するが、

壷形と思われる。内外面

にナデ調整、内面はエ具

によるナデ調整か。赤褐

色。

高坪 (3 • 4) 

3は脚部。復元底径14

cm。器面が磨耗するが、

外面から裾部内面にナデ

調整、脚内面にヘラケズ

可

---

E
L
.
g
達
聴

4-

標高

三ここ二ニ万
・-i.7m 

。
2 m 

Fig. 152 SK314土塙実測図 (S=l/40)

口
10cm 

3 

Fig. 153 SK314出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調査の記録 (2区）

リ調整。淡黄褐色。 4は裾部を欠失する。口径12.3cm。器面は磨耗するが、全面にヘラミガキ

調整を行い、脚部内面以外の全面に丹塗りの痕跡を残す。

SK332土壌 (Fig.154) 

AG-23グリッドで検出した。

平面形は直径約 1mの円形を

呈し、最深0.8mを測る。断面形

は逆台形を基調とするが、遺構

西部が 1段深くなっている。遺

構東部に平坦面を持ち、遺構底

面は中央にやや傾斜する。遺構

埋土は褐色～灰褐色土である。

遺物は平坦面からやや浮いた状

態で、古式土師器の甕や完形の

高坪などが出土している。遺構

の埋没過程で一括投棄されたも

のと考える。

SK332出土遺物 (Fig.155) 

碗 (1~3) 1は完形。口 Fig. 154 SK332土壊実測図 (S= 1 /30) 

蒲
蚕
5
.6
m

卜
l

戸

← 

し
標高5.6m

。

径11.8cm、器高4.9cm。内面上半部及び外底部にハケ目調整。他は横ナデ調整ないしはナデ調

整。外面に黒斑を有する。淡黄褐色。 2はほぽ完存。口径11.2cm、器高4.7cm。内外面にナデ調

整。赤黄色。口径11.5cm、器高 5cm。内外面にナデ調整。暗赤褐色。 3• 4は外底に黒斑を有

する。

小型丸底土器（ 4) 内外面に横ナデ調整。黄褐色。壷と思われる。

鉢（ 5) ほぼ完存。口径16.2cm、器高11.4cm。底部に穿孔を行う。外面にナデ調整。内面

は上位にハケ目調整、中位にエ具によるナデ調整、下位にエ具によるケズリ（？）調整。明黄

褐色。

甕 (6~10) 甕の器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘ

ラケズリ調整を行う。 6は復元口径13.2cm。黄褐色。 7は復元口径17cm。赤黄褐色。 8は復元

口径14.9cm。器面がやや磨耗する。淡黄褐色。 9は復元口径11.3cm。器面がやや磨耗する。淡

黄褐色。 10は口径15cm、器高21.8cm。外面は黒化しており、特に胴部下半の煤の付着が著しい。

内底にも煤の付着がみられる。黒褐色～暗黄褐色。

高坪 (11~16) 11~13は坪部片。復元口径は16• 16.2 • 18.2cm。器面が磨耗し調整不明瞭。

14はほぼ完形。口径18.2cm、器高15.5cm、底径13.6cm。坪部内外面に横ナデ調整、脚部に縦ナ
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2.古墳時代の遺構と遺物（土塙）

ロ
ロ
ニ

ロー））4 口
ロ
ロニ二

15 

。

ヽ~

I 
→、

Fig. 155 SK332出土遺物実測図 (S=l/4)

デ調整、他にはナデ調整。脚部内面はヘラケズリ調整。淡黄色。 15• 16は脚部片。 15は内外面

に横ナデ調整ないしはナデ調整。脚部内面はヘラケズリ調整。赤黄色。 16は内外面にナデ調整。

赤黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）

SK350土壌 (Fig.156) 

AE-27、AF-27グリッドで検出した。平面

形は直径1.9~2.0mの円形を呈し、深さ0.85

m を測る。断面形は播鉢状をなし、遺構底面

はやや窪んでいる。遺物は古式土師器が出土

している。

SK350出土遺物 (Fig.157) 

碗 (1~5) 器面調整は口縁端部に横ナ

デ調整、体部内面及び体部外面上半にナデ調

整、体部外面下半～外底にはヘラケズリ調整。

1は復元口径11.6cm、器高5.6cm。暗赤褐色。

2は復元口径12.4cm。暗赤褐色。 3は口径13.9

cm、器高5.8cm。外面には丹塗りの痕跡が認め

られる。淡赤褐色。 4は復元口径13.6cm。淡

赤褐色。 5は復元口径14cm、器高 6cm。淡赤

黄色。

し 旦

標高5.5m

。
2 m-

Fig. 156 SK350土壊実測図 (S= 1 /40) 

二口／□□／

二 rt-~7 □ 〈。

□ 。 10cm 

Fig. 157 SK350出土遺物実測図 (S=1/4) 
12 
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2.古墳時代の遺構と遺物（土壊）

小型丸底土器（ 6) 復元口径14.6cm、器高8.4cm。外面は底部にヘラケズリ調整、他は横ナ

デ調整。内面は口縁部に横ナデ調整、内底にナデ調整。口縁部下端にはハケ目調整が残る。指

頭圧痕を残す。灰黄色。

壷（ 7) 口縁部を欠失し、全体器形は不明。口縁は外方に広がりそうである。内外面にナ

デ調整。淡黄褐色。

高坪 (8) 脚部片。外面は磨耗するがヘラミガキ調整と思われる。内面はヘラケズリ調整。

赤黄色。

甕 (9~12) 甕の器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘ

ラケズリ調整を行う。 9は復元口径18.8cm。淡黄褐色。 10は復元口径17cm。淡黄褐色。 11は復

元口径15.6cm。口縁端部はつまみ上げられる。淡黄褐色。 12は復元口径18.6cm。外面に黒斑を

有する。黄褐色。

SK361土壌 (Fig.158) 

AC-28、AD-28グリッドで検出した。遺構南部で SK370を切っている。平面形は直径1.55m

の円形を呈し、深さ0.8mを測る。遺構底面はやや窪んでおり、壁は急に立ち上がる。遺構埋土

こ

|
 

E
E
,
S
達
縣

二］

＇， 標高5.3m
1.黒色土（炭混入）

2.暗褐色粘質土（黄灰色土プロック混入）

3.暗褐色粘質土(2より暗色強い）

4. 明黄褐色土（暗褐色土プロック混入）

5.明黄褐色土(4に同じ）

6.暗褐色土（黄褐色土プロック混入）

1 m 

Fig. 158 SK361土塙実測図 (S= 1 /30) 
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V.調査の記録 (2区）
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SK361出土遺物実測図 (S=l/4)

。
10cm 

Fig. 159 
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2.古墳時代の遺構と遺物（土壊）

は5層に分層できた。第 4 • 5層は土色・土質ともに地山に酷似しており、第 7層の堆積後に

壁の崩落により堆積したものと考える。遺物は、第 3層を中心に出土しており、遺構の埋没過

程で一括投棄されたものと考える。特に、高坪・小型丸底壷の出土が顕著である。

SK361出土遺物 (Fig.159) 

小型丸底土器 (1~5) いずれも小型丸底壷である。器面調整は基本的には口縁部に横ナ

デ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。 1はほぼ完形。口径8.2cm、器高

9 cm。口縁内面には横線がみられる。強いナデ調整によるものか。明赤黄色。 2は復元口径7.6

cm。外面はナデ調整。外面明赤黄色、内面暗灰色。 3は完形。口径 8cm、器高9.3cm。ハケ目調

整は底部に及ぶ。胴部内面及び口縁内面の一部に煤の付着がみられ黒色を呈する。外面明黄褐

色。 4は内外面ともに褐色。 5は内面に指頭圧痕を残す。外底に黒斑。明黄褐色。

高坪 (6~17) 6 ~10は坪部片。 6は復元口径14cm。内外面にハケ目調整。暗褐色。 7は

復元口径15.8cm。内外面にハケ目調整。暗赤黄色。 8は復元□径16.6cm。内外面に横ナデ調整。

内底に黒斑を持つ。黄褐色。 9は口径16.6cm。内面にハケ目調整。外面にはハケ目調整後ナデ

調整。内外面に黒斑を有する。黄褐色。 10は口径18.8cm。体部内外面に横ナデ調整、内底にナ

デ調整。外底部にハケ目調整。体部外面に黒斑を有する。暗赤褐色。 11はほぼ完形。口径18.8

cm、器高12.4cm、復元底径11cm。内外面にハケ目調整後ナデ調整。脚部内面にヘラケズリ調整。

坪部と脚部の接合部の突起部分にはエ具で刺した痕跡を残す。暗赤褐色。 12はほぽ完形。口径

16.8cm、器高11.3cm、復元底径10.4cm。器面にはナデ調整。脚部内面はヘラケズリ調整。外面

の4分の 1に黒斑を有する。淡黄褐色。 13は内外面にハケ目調整、脚部内面にヘラケズリ調整。

坪部外面に黒斑を有する。暗赤褐色。 14~17は脚部片。器面調整は基本的に外面にハケ目調整、

内面にヘラケズリ調整。裾部内面に横ナデ調整。 14は底径13.6cm。淡黄褐色。 15は底径13.6cm。

赤黄色。 16は底径11.5cm。内外面ともにナデ調整。裾部内面に黒斑を有する。淡黄褐色。 17は

底径11.7cm。淡赤黄色。

鉢 (18) 口径14.6cm、器高10.5cm。内外面にハケ目調整、内底及び外底には粗いナデ調整。

底部に焼成前穿孔を行う。淡黄褐色。

脚（台）部 (19) 底径8.9cm。内外面ともにナデ調整。暗黄褐色。

甕 (20~22• 24) 器面調整は基本的には口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴

部内面にヘラケズリ調整。 20は復元口径16.4cm。屈曲部外面には強いナデ調整を行う。褐色。

21は口径18cm。口縁内面にハケ目調整を行う。外器面には煤の付着が著しい。暗褐色。 24は胴

部片。内外面にば煤の付着が著しい。黒褐色。

壷 (23) 23は復元口径15cm。外面にナデ調整、内面にはヘラミガキ調整の痕跡がかすかに

認められる。赤黄色。
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V.調査の記録 (2区）

SK379土壌 (Fig.160) 

AB-22•23、 AC-22•23グリッ

ドで検出した。遺構は撹乱によ

り東側上面を欠失している。遺

構南半部は調査区外にあり、完

全に検出できなかった。検出部

分の平面形は半径0.8mの半円

形を呈し、最深0.85mを洞る。

断面形は逆台形状を基調として

いる。遺構底面は 2段に掘り込

まれており、底面西方にはテラ

ス状の平坦面を有する。遺構最

底面は平坦をなす。遺構中央部

には完形を含む古式土師器が集

中して出土している。遺物は上

4
 

標高5.3m

1 m 

面から下面にかけて出土してお

り、出土位置から 3群に分離で Fig. 160 SK379土壊実測図 (S= 1 /30) 

きるようである。それぞれ遺構の埋没過程で一括投棄されたものと考えられる。他の同時期の

遺構と比較すれば井戸の可能性もあるが、井戸としてはやや浅いため、ここでは井戸として報

告する。

SK379出土遺物 (Fig.161) 

先に述べたとおり、出土遺物は 3群に分離される。①群（上位出土のもの。 3~11)、②群（中

位出土のもの。 12~14)、③群（下位出土のもの。 1• 2)である。以下、器種毎にまとめて説

明する。

小型丸底土器 (1~3) 1はほぼ完存。口径8.9cm、器高8.6cm。外面はハケ目調整後にナ

デ調整。内面はナデ調整。外底はヘラケズリ調整。内底に指頭圧痕を残す。全面に黒斑を有す

る。黒褐色～黄褐色。 2は復元口径10.8cm、器高9.1cm。外面にハケ目調整、口縁内面に横ナデ

調整、胴部内面にヘラケズリ調整、内底及び外底にナデ調整。淡赤褐色。 3は復元口径6.9cm、

器高10.2cm。口縁部内外に横ナデ調整。胴部外面はハケ目調整後に横ヘラミガキ調整、内面は

強いナデ調整。胴部下半～外底全面に黒斑を有する。明黄褐色。

壷 (4• 13 • 14 • 16) 4は復元口径9.8cm、器高16.5cm。口縁内外面に横ナデ調整、胴部外

面～外底にハケ目調整。胴部内面にナデ調整で指頭圧痕を残す。胴部外面下半部に黒斑を有す

る。 13は復元口径21.6cm、残存器高44.6cm。口縁内外面及び胴部外面にハケ目調整。胴部内面
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2.古墳時代の遺構と遺物（土塙）
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Fig. 161 SK379出土遺物実測図(1)(S = 1/ 4) 
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 162 SK379出土遺物実測医(2)(S = 1/ 4) 

はヘラケズリ調整。淡黄褐色。 14は口径15.3cm。口縁内外面及び胴部外面にハケ目調整、胴部

内面にヘラケズリ調整。胴部外面に黒斑を有する。淡赤黄色～黄褐色。 16は口径15.7cm、器高

30.5cm。口縁外面にハケ目調整後横ナデ調整。口縁内面にナデ調整。胴部外面にはハケ目調整、

内面はヘラケズリ調整。胴部外面下半に黒斑を有する。黄褐色。

甕 (5~ 9 • 15) 器面調整は基本的には口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴

部内面にヘラケズリ調整。 5は完形。口径10.3cm、器高12cm。器面はやや磨耗する。外底に黒

斑を有する。淡黄褐色。 6は完形。口径12.3cm、器高17.2cm。口縁部内面はハケ目調整が認め

られる。暗黄褐色。 7は底部。外底に黒斑を有する。外面黄褐色、内面黒褐色。 8は口径18cm、

器高22.5cm。口縁部外面には箆描で稚拙な波状文と短い沈線が施文されている。胴部外面中位

に黒斑を有し、内底には炭化物が付着する。明黄褐色。 9は復元口径16.9cm、器高24.8cm。内

底のヘラケズリ調整は不明瞭である。外底はハケ目調整後ナデ調整。外器面には赤色顔料（丹

か）が塗布された痕跡を持つ。淡黄褐色。 15は底部。外面に黒斑を有する。外面黄褐色、内面

黒灰色。

高坪 (10~12) 10は口径18.2cm。体部内外面にハケ目調整、内底及び外底にナデ調整。内

外面に黒斑を有する。暗褐色。 11• 12は脚部片。 11は外面ナデ調整、内面ヘラケズリ調整。明

～暗赤褐色。 12は内外面にナデ調整。淡赤褐色。
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2.古墳時代の遺構と遺物（土壊）

SK381土壌 (Fig.163) 

AG-21 • 22グリッドで検出した。遺

構西部で SK380を切り、東部で小穴に

切られている。平面形は直径

l.95~2.15mの円形を呈し、深さ0.95

m を測る。断面形はやや丸味を帯びた し＿
逆台形状を呈し、遺構底面は中央部に

若干窪んでいる。遺物は、土師器坪・

台付塊・甕等が出土している。形状か

ら考えて井戸の可能性もあるが、ここ

では土壊として報告する。

SK381出土遺物 (Fig.164) 

塊 (1~3) 1は脚台付碗。復元

口径10.8cm。内面及び外面上半に横ナ

デ調整、外底はやや磨耗するがヘラケ

ズリ調整。淡赤褐色。 2は復元口径11.8

cm。内外面にナデ調整。淡赤褐色。 3

は脚台付碗。復元口径llcm。内面にナ

デ調整、外面はやや磨耗するが

ヘラミガキ調整と思われる。淡

赤褐色。

脚（台）部（ 4) 内外面にナ

デ調整。明赤褐色。

小型丸底土器 (5) 口縁部

を欠失する。内外面ともにナデ

調整。内面には指頭圧痕を残す。

淡黄褐色。

坪 (6.7) 6は復元口径

10.9cm。内外面ともにナデ調整。

7は復元口径11.8cm、器高5.5

cm。内外面に黒色顔料が塗布さ

れている。磨耗のため明瞭では

ないが、体部外面及び内器面は

標高6.5m

。
2 m 

Fig. 163 SK381土壊実測図 (S=l/40)

旦ロロニニふ
□ 口
□ 口 8

ヽ〗尺 ，｀ J-貫瓢＼一＼’／ ＼¥9

。
10cm 

Fig. 164 SK381出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調査の記録 (2区）

ヘラミガキ調整と思われる。外底は磨耗著しく調整不明。黒色ないしは明黄色。

甕 (8•9) 8は復元口径15.2cm。内外面ともに横ナデ調整。淡赤褐色。 9は復元口径14.6

cm。口縁部内外面に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整。外面に

は煤の付着がみられる。外面暗褐色、内面黄褐色。
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2.古墳時代の遺構と遺物 （井戸）

(2)井戸と出土遺物

SE307井戸 (Fig.165) 

AF-26、AG-26グリッドで検出した。遺構南西部で弥生時代の土壊 SK446を切っている。素

掘りの井戸で、平面形は直径2.1~2.4mの円形を呈し、最深1.7mを測る。 2段の掘り込みに

なっており、断面形は淵斗状をなす。井戸底面は平坦をなす。遺構埋土は 6層に分層でき、ほ

ぽ自然堆積の状況を示す。ただ、第 1層下部には焼土とともに非常に大量の土器片が検出され

ており、第 2層の堆積後に一括投棄されたものと思われる。遺物はいわゆる山陰系土器などと

ともに大量の古式土師器が出土している。

SE307出土遺物 (Fig.166 • 167 • 168 • 169 • 170) 

先述のとおり、本遺構においては大量の古式土師器が出土している。これらの遺物は土層の

堆積状況により基本的に 3群に分割できる。 I群は第 1層～第 2層で出土した一括出土の遺物、

II群は第 3 層出土の遺物、 III群は第 4 層•第 5 層出土の遺物である。第 6 層においては遺物は

可

□
 ← 

標高5.6m

E
g
・s
廻
聴

□…土器溜

1.暗褐色土(1'は土器を大鼠に含む。）

2.赤褐色焼土

3.暗褐色土（炭 ・焼土混入）

4.暗褐色粘質土（黄灰色土プロック混入）

5.青灰色粘質土

6.暗褐色粘質土（砂粒混入。 4より暗色強い。）

6
 

。
2m  

Fig. 165 SE307井戸実測図 (S=l/40)
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V.調査の記録 (2区）
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Fig. 166 SE307 I群出土遺物実測図(1)(S = 1 / 4) 
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2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）

ほとんど出土していない。以下、群別に出土遺物の説明を行う。

I群の出土遺物 (1~71) 

小型丸底土器 (1~9) 1~6は小型丸底鉢。 1は復元口径10.8cm、器高6.3cm。口縁端部

に横ナデ調整、外器面にヘラケズリ調整、口縁部内面にハケ目調整、胴部内面にナデ調整。 1

mmの砂粒を含み、赤褐色を呈する。 2はミニチュア土器。ほぼ完形で口径5.4cm、器高3.2cm。

口縁内外面及び胴部外面に横ヘラミガキ調整、胴部内面にナデ調整。底部はやや尖り気味であ

る。暗赤褐色。 3は復元口径12.8cm。口縁内外面に横ナデ調整、胴部内面にナデ調整、胴部外

面はやや磨耗するがハケ目調整。黄褐色。 4は復元口径14.3cm。口縁部内外面から胴部内面に

横ナデ調整、胴部外面はハケ目をナデ消している。胴部下半に黒斑を有する。淡赤褐色。 5は

復元口径13.9cm、器高6.7cm。口縁部に横ナデ調整、内面にナデ調整。胴部下半部はヘラケズリ

調整と思われるが、器面の剥離が著しい。胴部下半から外底にかけて黒斑を有する。 6は復元

口径16.6cm。口縁部外面から胴部上半には横ナデ調整を行い、黒斑を有する。内器面にはナデ

調整を行うが、器面の磨耗が著しい。 7~10は小型丸底壷。 7は完形。口径8.4cm、器高5.5cm。

口縁内外面から胴部内面に横ナデ調整、胴部外面にナデ調整。内底はナデ調整で、中央には小

さな凹がみられる。口縁内面から胴部内面にかけて黒斑を有する。淡赤褐色。 8は復元口径9.4

cm。外器面はハケ目調整後に横ナデ調整。内器面は口縁部に横ナデ調整、胴部にナデ調整。明

赤褐色。 9は復元口径12.5cm、器高7.1cm。口縁部内外面に横ナデ調整。胴部は外面上半にハケ

目調整後ナデ調整、外面下半にナデ調整。内面はエ具によるナデ調整と思われ工具痕を残す。

外底に黒斑を有する。淡赤褐色。

塊 (10~15) 10は復元口径11cm、器高3.1cm。体部外面上半に横ナデ調整。他にはナデ調

整。淡赤褐色。 11は復元口径13.2cm、器高5.8cm。体部外面上半には横ナデ調整、体部内面にナ

デ調整。体部外面下半にはヘラケズリ調整、外底はナデ調整。淡赤褐色。 12~14は台付塊。 12

は復元口径10.1cm。外面にナデ調整、内面はヘラケズリ調整。内外面に黒斑を有する。暗赤褐

色。 13は口径13.6cm。器面の磨耗が著しいが、内外面ともに横ヘラミガキ調整と思われる。内

面に黒斑をもつ。外面淡赤褐色、内面淡黒色。 14は内外面ともにナデ調整。高坪の可能性もあ

る。

脚（台）部 (15~23) 15は台付鉢か。底径10cm。体部は内面にヘラミガキ調整、外面にハケ

目調整。台部は外面にハケ目調整後ナデ調整、内面はナデ調整。赤褐色。 16は復元底径10.6cm。

器面の磨耗が著しいが外面はハケ目調整、内面はナデ調整と思われる。淡赤褐色。 17は底径10.4

cm。外面にハケ目調整、内面にナデ調整。脚部中位には 3方に外方からの焼成前穿孔が行われ

る。淡赤褐色。 18は脚外面及び内底にヘラミガキ調整、脚内面にはナデ調整。 3方に穿孔を行

う。焼成後穿孔か。 19は底径12.8cm。脚端部に横ナデ調整、他は内外面ともにナデ調整。脚部

上位には 3方に外方からの焼成前穿孔を行う。淡黄褐色。 20は底径14.2cm。外面ナデ調整、内
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V.調査の記録 (2区）

奎 ， ― 乙9

• 三一ーズ
層[ /_ 

{ 31 

又 ／

□,' 
〗工――〖34

ロェニ:5

8
 

3
 ,' 

゜
4
 ＇ 

/`. 

J

凱罰
」

＇ 

9

,
 

-
i
-
i
-

―
 

＇ 

訊`

＇

懸
ぶ＼
 

¥
,
＇

一

ー

＇

二.` 
ヽ

7
 ー、

＇ 

36 

、口、
“--•• 
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2.古墳時代の遺構と遺物 ，（井戸）

面はエ具によるナデ調整で工具の痕跡を残す。上位には 2方に外方からの焼成前穿孔を行う。

脚端部内外に黒斑を有する。淡赤褐色。 21は外面下部にハケ目調整、他はナデ調整。裾部には

4方に穿孔を行う。焼成前穿孔か。淡赤褐色。 22は復元底径12.4cm。器面の磨耗が著しく調整

不明。外方からの焼成前穿孔を行う。穿孔は 4方に及んでいるようである。暗黄赤褐色。 23は

復元底径19cm。外面は細かいハケ目調整後にヘラミガキ調整。内面は上位にヘラケズリ調整、

中位には大きいハケ目調整、脚端部付近には細かいハケ目調整を行う。穿孔は 4方に行われて

おり、外方からの焼成後穿孔である。淡赤褐色。

器台 (24• 25) 24は復元口径13cm。内面はヘラミガキ調整、外面は縦方向のミガキ調整を

行い、暗文状に仕上げてい 9る。外面淡褐色、内面褐色。 25は器面が磨耗し調整は不明。屈曲部

直下に赤色顔料による列点文を配しているのがかすかに認められる。屈曲部上位には外方から

の焼成前穿孔が行われている。黄褐色。

高坪 (26~28) 26は坪部内面及び体部外面は横ナデ調整、屈曲部から脚部にかけては縦方

向のヘラミガキ調整か。淡赤褐色。 27は復元口径16.8cm。内外面には明瞭ではないが、ヘラミ

ガキ調整を行う。外面淡赤褐色、内面黒色。 28は脚部片。外面及び裾部内面の一部にはハケ目

調整、他はナデ調整。裾部には 3方に外方からの焼成後穿孔を行う。淡赤褐色。

壷 (29~45) 29~36は二重口縁壷。いずれも接合面からきれいに剥離している。 29~33は

口縁部片。 29は復元口径15.2cm。外面はハケ目調整後にナデ調整を行い、ハケ目をナデ消して

いる。暗黄褐色～赤褐色。 30は復元口径18.8cm。内外面ともに横ナデ調整。内面に黒斑を有す

る。明赤褐色。 31は復元口径22.1cm。内外面ともに縦ヘラミガキ調整。明赤褐色。 32は復元口

径23.6cm。外面に横ナデ調整、内面には不明瞭ながらハケ目調整を行う。外面屈曲部に黒斑を

有する。赤褐色。 33は復元口径18.5cm。内外面ともに横ナデ調整。淡赤褐色。 34~36は頸部片。

34は頸部径6.7cm。外面及び受部にはヘラミガキ調整、頸部以下には横ナデ調整。赤褐色。 35は

頸部径12.3cm。外面には横ヘラミガキ調整、内面には受部に放射状のヘラミガキ調整、頸部に

ナデ調整、肩部にはハケ目調整。外面及び肩部内面に黒斑をもつ。赤褐色。 36は12.2cm。頸部

と肩部の境に 1条の突帯をもつ。外面は横ナデ調整、内面は横ハケ目調整。雲母を比較的多く

含む。肩部内面及び受部内面に黒斑をもつ。外面黄褐色、内面褐色。 37は口径10.1cm。山陰系

土器である。口縁部と胴部の境が屈曲し外面は突帯状に外方に張り出している。外面は縦ヘラ

ミガキ調整、内面は横ナデ調整。、内外面ともに明褐色。 38は口縁部。二重口縁になると思われ

る。復元口径17.6cm。外面は横ナデ調整、内面は横ハケ目調整。外面淡黄褐色、内面褐色。 39・

40は広口壷。 39は口縁部内外面に縦ヘラミガキ調整。肩部内面はナデ調整で指頭圧痕を残す。

口縁から肩部の屈曲部外面にはハケ目調整の痕跡を残す。赤褐色。 40は器面の磨耗が著しいが、

口縁部内外に横ナデ調整、胴部外面に縦方向のハケ目調整、胴部内面にナデ調整を行っている

ようである。外面淡赤褐色、内面黒褐色。 41は最大胴部径28.4cm。外面は頸部及び胴部下半部
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V.調査の記録 (2区）

に縦ハケ目調整、肩部に斜ハケ目調整。

内面は胴部上半にナデ調整、下半に粗い

ハケ目調整。胴部外面中位に黒斑を有す

る。黄褐色。 42は広口壷。復元口径18.6

cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハ

ケ目調整、内面にヘラケズリ調整。黄褐

色。 43はほぽ完存で、口径14.8cm。口縁

部に横ナデ調整、胴部上半に縦ハケ目調

整、他にはナデ調整。暗黄褐色。 44は小

破片であるが、おそらく胴部上半部にあ

たると思われる。外面には櫛描波状文と Fig. 168 SE307 I群出土遺物実測図(3)

櫛描直線文が施されている。内面はナデ (S=l/8) 

調整。淡赤褐色。 45は最大胴部径46.6cm。肩部に 1条の突帯をもち、突帯には刻目を施してい

。
40cm 

る。胴部内外面にハケ目調整。胴部外面中位に黒斑を有する。黄褐色。

甕 (46~72) 甕は量的に最も多く出土した。器面調整は基本的には口縁部内外面に横ナデ

調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整を行う。 46は復元口径13.2cm。口縁

部直下はハケ目をナデ消し、 2条の沈線を施す。黄褐色。 47は復元口径14cm。胴部上位に 1条

の波状文をもつ。口縁端部は若干つまみ上げられている。黄褐色。 48は復元口径13cm。胴部上

位に 2条の波状文をもつ。 49は復元口径15cm。口縁端部は平坦に仕上げる。黄褐色。 50は復元

口径15cm。屈曲部外面に黒斑をもつ。外面に煤の付着が認められる。黄褐色。 51は復元口径12.8

cm。口縁部内外面は横ナデ調整、胴部外面上半部は右上がりのタタキ調整、胴部内面はナデ調

整。タタキ調整を持つのはこの 1点のみである。黄褐色。 52は復元口径15cm。口縁端はややつ

まみ上げられている。黄褐色。 53は復元口径16.4cm。褐色。 54は復元口径15.6cm。黄褐色。 55

は復元口径15.8cm。胴部上位に 1条の波状文を持つ。褐色。 56は復元口径15.8cm。胴部上位に

櫛描直線文をもつ。外面に煤の付着が認められる。褐色。 57は復元口径16.4cm。黄褐色。 58は

復元口径17.9cm。口縁端部はつまみ上げられている。胴部に煤の付着が認められる。 59は復元

口径16.2cm。胴部上位に櫛描直線文をもつ。口縁端部は若干つまみ上げられている。口縁外面

に煤の付着が認められる。黄褐色。 60は復元口径16.2cm。胴部上位に櫛描直線文をもつ。口縁

端部は若干つまみ上げられている。黄褐色。 61は復元口径17cm。器面全面にはスリップがかけ

られていたと思われ、器面内外に明橙色を呈する部分がある。 62は復元口径17.8cm。外器面は

磨耗が著しい。黄褐色。 63は復元口径17.8cm。器面が磨耗する。胴部外面は横ハケ目調整か。

64は復元口径16.3cm。口縁外面から胴部中位に煤の付着がみられる。黄褐色。 65は復元口径16

cm。胴部上位に波状文を有する。口縁端部はややつまみ上げられている。 66は復元口径17.5cm。

-167-



2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）
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V.調査の記録 (2区）
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2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）

胴部上位に 1条の波状文をもつ。口縁端部はかすかにつまみ上げられている。黄褐色。 67は復

元口径22.8cm。口縁内面及び胴部外面にハケ目調整、口縁外面及び胴部内面にナデ調整。暗黄

褐色。 68は復元口径16cm。内面には横ハケ目調整、外面には縦ハケ目調整。口縁部に煤が付着

する。暗黄褐色。 69は口縁部を欠失するが、その他は完存している。胴部上位には波状文を有

する。胴部内面はヘラケズリ調整であるが、器面の磨耗のため明確ではない。胴部中位から底

部にかけて黒斑が認められる。淡黄褐色。 70は口径14.8cm、器高19.2cm。胴部上位に波状文を

有する。胴部上位から底部にかけで煤の付着がみられる。内面のヘラケズリ調整は不明瞭。褐

色。 71は複合口縁の甕で、口径12.5cm。口縁の屈曲部は明瞭で、胴部上位には櫛描直線文を有

する。胴部は内面にヘラケズリ調整、外面にハケ目調整。比較的精良な造りである。黄褐色。

72は山陰系甕の口縁部である。復元口径19.6cm。器面調整は口縁部に横ナデ調整、胴部外面に

ハケ目調整、胴部内面にヘラケズリ調整を行う。黄褐色。

II群の出土遺物 (73~82)

小型丸底土器 (73~76) 73は復元口径11.2cm。口縁部内外面及び胴部外面にハケ目調整、

胴部内面にナデ調整。赤褐色。 74は復元口径10.4cm。器面の磨耗が著しく調整は不明。赤褐色。

75・76は山陰系土器。 75は復元口径9.6cm。磨耗のため調整は不明。 76は復元口径12cm。口縁部

内外面に横ナデ調整、胴部外面はハケ目調整、屈曲部付近はハケ目をナデ消す。胴部内面はヘ

ラケズリ調整、内底はナデ調整。胴部外面下半部に煤の付着がみられる。暗黄褐色。

壷 (77• 78) ともに二重口縁壷である。 77は復元口径25.6cm。内面にハケ目調整、外面に

ナデ調整。赤褐色。 78は頸部。外面には横ヘラミガキ調整。内面には受部に放射状のヘラミガ

キ調整、頸部にナデ調整。暗赤褐色。 35の二重口縁壷と同一個体である可能性がある。

甕 (79) 復元口径15.2cm。口縁部には横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整。黄褐色。

高坪 (80) 坪部のみでほぼ完形。口径21.3cm。内面はハケ目調整、内底はナデ調整。外面

は磨耗が激しく不明瞭だが、ヘラミガキ調整と思われる。黄褐色～赤褐色。

脚（台）部 (81・82) 81は復元底径8.7cm。外面ナデ調整、内面ヘラミガキ調整。器台受部の

可能性もある。黄褐色。 82は復元底径18.8cm。外面ヘラミガキ調整、内面ハケ目調整。外方か

らの焼成後穿孔を行う。おそらく 4方穿孔と思われる。赤褐色。

III群の出土遺物 (83~90)

小型丸底土器 (83~85) 83は復元口径9.9cm、器高4.8cm。内外面ともにナデ調整。外底は

全面黒化する。暗赤褐色。 84は復元口径12.9cm。内外面ともにナデ調整。赤褐色。 85はほぽ完

存。口径14.8cm、器高7.5cm。口縁部横ナデ調整、胴部外面上半及び胴部内面にナデ調整。胴部

下半部はヘラケズリ調整。内底は中心よりナデ上げている。内底の中央付近には籾圧痕が認め
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V.調査の記録 (2区）

られる。黄褐色～赤褐色。

脚（台）部 (86) 復元底径16cm。外面はヘラミガキ調整。内面は裾部付近にハケ目調整、上

半部にヘラケズリ調整。 4方に穿孔を行う。いずれも焼成前穿孔である。赤褐色。

高坪 (87) 磨耗により外面は調整不明。坪部内面にヘラミガキ調整。脚部内面にはかすか

にハケ目調整がみられる。脚部には外方から焼成前穿孔が行われる。穿孔数は不明。赤褐色。

甕 (88• 89) 88は復元口径15.6cm。口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整。内面に

ヘラケズ リ調整。胴部上位に 1条の沈線を有する。暗灰色。89は山陰系甕。復元口径14.4cm。

口縁内外面に横ナデ調整。胴部外面にハケ目調整、 内面にヘラケズリ調整。黄赤褐色。

壷 (90) 復元口径18.4cm。口縁部内外面及び頸部内面に横ナデ調整、頸部外面にハケ目調

整。明黄褐色。

SE377井戸 (Fig.171) 

AC-25、AD-25グリッドで検出した。遺構北部で古墳時代の土壊 SK408を切っている。平面

形は長径1.25m、短径0.95mの不整楕円形を呈し、最深1.lmを洞る。素掘りで 2段掘りの井戸

である。東西壁は外方に扶れており、壁の崩落によるものか。井戸底面は平坦をなす。遺構北

西部に集中して完形の古式土師器が出土してお

り、井戸の埋没過程で一括投棄されたものと考

える。

SE377出土遺物 (Fig.172) 

塊 (1・2) 1は完形の手捏土器。口径6.5

cm、器高2.2cm。内外面に指頭圧痕を残す。外面

に黒斑。暗赤黄色。 2は復元口径13.4cm。内外

面にナデ調整。淡赤黄色。

小型丸底土器 (3~ 5) 
く。内外面ともにナデ調整。磨耗するが、外底

はヘラケズリ調整と思われる。淡黄褐色。

復元口径10.2cm。外面にハケ目調整、口縁部に

横ナデ調整、内面ナデ調整。淡黄褐色。

形。

3は口縁端部を欠

4は

5は完

口径12.lcm。口縁内面及び外器面にハケ目

調整、胴部内面にはナデ調整。外底は器面が剥

離し、黒斑を有する。器面の内外、特に内底に

は赤色顔料（丹か）が付着しており、器面全体

に丹が塗られていた可能性が高い。淡赤黄色。

高坪 (6) 口径16.8cm。器面全体に丁寧な
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Fig.171 SE377井戸実測固 (S= 1 /30) 

-171-



2.古墳時代の遺構と遺物（井戸）
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Fig. 172 SE377出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調究の記録 (2区）

ヘラミガキ調整が行われる。明赤褐色。

甕 (7~14) 器面調整は基本的には口縁部に横ナデ調整、胴部外面にハケ目調整、胴部内

面にヘラケズリ調整。 7は復元口径13.2cm。口縁内面にハケ目調整後に横ナデ調整。明黄褐色。

8は復元口径16cm。淡赤黄色。 9は復元口径18.6cm。胴部上端に強く粗いハケ目調整。淡黄灰

色。 10は復元口径18.4cm。内外面ともに暗褐色。 11は胴部内面に指頭圧痕。外面暗褐色、内面

黄褐色。 12は完形。口径14.5cm、器高20.6cm。胴部外面下半部及び口縁外面の一部に煤の付着

が、内底には炭化物の付着が著しい。明黄灰色。 13は完存。口径16.1cm、器高25cm。外底はナ

デ調整。赤黄色。

壷 (14• 15) 14は底部。内外面ともにハケ目調整。外底付近に黒斑を有する。外面明黄褐

色～淡赤黄色。内面黒褐色。 15は二重口縁壷の口縁部と思われる。外面には 6条の鋸歯文を施

文する。淡赤黄色。
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3.古代・中世の遺構と遺物（土壊）
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Fig. 173 鍋島本村南遺跡 2区主要遺構配置図く古代・中世〉 (S= 1 /400) 

3.古代・中世の遺構と遺物

古代・中世の遺構は、土壊•井戸・溝等を検出した。ここでは土壊 4 基、井戸 2 基について

報告を行う。 SD065は2区においても検出したが、「IV-3.古代・中世の遺構と遺物」におい

て報告を行っており、再度は触れない。

(1)土壌と出土遺物

SK319土壌 (Fig.174)

AD-30、AE-30グリッドで検出した。弥生時代の土壊 SK325• 392 • 393を切っている。平面

形は直径1.7mの円形を呈し、深さ約0.9mを測る。断面形は擢鉢状をなしている。遺構埋土は

黒褐色～黒灰色土である。遺物は土師器坪とともに輔の羽口片が出土している。

SK319出土遺物 (Fig.175) 

坪（ 1) 復元口径14.2cm、器高3.6cm。体部内外面に横ナデ調整、内底にナデ調整。底部は

回転ヘラ切り離しで、板目を残す。淡褐色。

輔羽口 (2~ 5) 残存長9.4~17.9cm、径7.1~8.9cm。孔径2.7~3.7cm。いずれも先端部付

近が残存しており、高熱被射のためガラス質の付着がみられる。淡黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）

SK343土壊 (Fig.176) 

AE-28グリッドで検出し

た。平面形は長径1.lm、短

径0.85mの楕円形を呈し、

深さ0.8mを測る。 2段に

掘り込まれており、遺構東

壁は深く扶れている。遺構

埋土は黒灰色である。遺物

は黒色土器・瓦器等が出土

している。

SK343出土遺物

(Fig. 177) 

土師器小皿（ 1) 復元

口径10.2cm、器高1.2cm。体

部は横ナデ調整、内底は不

定方向ナデ調整。底部はヘ

ラ切り離しで、板目を残す。

褐色。
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Fig. 17 4 SK319土壊実測図 (S= 1 /40) 
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Fig. 175 SK319出土遺物実測図 (S=l/4)
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3.古代・中世の遺構と遺物 ，（土壊）

瓦器碗(2~5) 2は口径14.7

cm、器高5.8cm、高台径5.8cm。 3

は復元口径14.8cm。 4• 5は復元

高台径5.8• 6.4cm。 4点ともに内

外面にヘラミガキ調整、高台部に

ナデ調整。 3はやや生焼け気味で、

暗灰黄色を呈する。他は暗黒灰色。

SK358土壌 (Fig.178) 

AE-23 • 24グリッドで検出した。

遺構南部で小穴に切られる。平面

形は長径3.3m、短径2.25mの不

整楕円形を呈し、最深0.6mを測

る。遺構東部に平坦面をもち、遺

構底面には多くの小穴が集中して

掘り込まれている。遺構埋土は黒

灰色土であった。遺物は、須恵器

の坪・高台付坪・蓋などが出土し

ている。

し

可／ E
s
.
S達
聴

二

← 標高5.5m

Fig. 176 SK343土壊実測医 (S= 1/40) 

文ゴーl

二

° 1 m 

＼＇ 

＼曇ーご／
SK358出土遺物 (Fig.179) 

蓋（ 1) 須恵器。復元底径16.6

cm。口縁端部は強いナデ調整に

よって作り出される。天井部外面

は回転ヘラケズリ調整。内面はナ

デ調整。暗灰色。

坪 (2) 須恵器。口径12.4cm、器高3.9cm、底径7.6cm。体部内外面に横ナデ調整、内底に

ナデ調整。外底はヘラ切り離し。暗灰色。

。
10cm 

Fig. 177 SK343出土遺物実測図 (S=l/4)

高台付坪 (3) 高台径9.2cm。体部内外面に横ナデ調整、内底・外底にナデ調整。底部はヘ

ラ切り離し。暗灰色。

甕 (4~ 7) 土師器。復元口径16.8cm。 4は外面及び口縁内面ハケ目調整、胴部内面にヘ

ラケズリ調整。外面にば煤の付着が認められる。淡赤黄色。 5は口径19.8cm。胴部内面にヘラ

ケズリ調整、他にはハケ目調整。淡赤黄色。 6は復元口径24.4cm。内外面にナデ調整。 7は復

元口径27.8cm。外面はハケ目調整後ナデ調整。内面は上位にハケ目調整、他はナデ調整。内面

上位には黒斑を有する。明黄褐色。
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V.調査の記録 (2区）
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3.古代・中世の遺構と遺物（土壊）

SK433土壌 (Fig.180) 

AG-23グリッドで検出した。平面形は直径

0.85mの円形を呈し、深さ0.85mを測る。断

面形は丸味を帯びた逆台形状を呈する。遺構

埋土は暗褐色土の単一層であった。遺物は、

土師器塊•黒色土器碗等が出土している。

SK433出土遺物 (Fig.181) 

境 (1~10) 1~4は土師器碗。器面調

整は体部に横ナデ調整、内外底にナデ調整。

1はほぽ完存。口径14.6cm、器高5.6cm、高台

径8.5cm。淡黄褐色。 2は復元口径13.7cm。明

黄褐色。 3は復元高台径 7cm。外底に板目を

残す。淡黄褐色。 4は高台径7.6cm。明黄褐

色。 5~9は黒色土器A類。器面調整は体部

4 
標高5.5m

1 m 

Fig. 180 SK433土壊実測図 (S= 1 /40) 
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Fig. 181 SK433出土遺物実測図 (S=l/4、石製品S=1/3) 
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V.調査の記録 (2区）

外面に横ナデ調整、内面にヘラミガキ調整、外底部にナデ調整。内面黒色、外面黄褐色。 5は

復元口径14.4cm、器高6.7cm、高台径9.2cm。6は復元高台径8.6cm。内外面ともに磨耗。 7は復

元高台径9.2cm。内外面ともに磨耗するが、内面はヘラミガキ調整と思われる。 8は復元高台径

9.6cm。9は復元高台径9.6cm。10は黒色土器B類。復元高台径9.4cm。内外面はやや磨耗するが

ヘラミガキ調整と思われる。黒褐色。

壷 (11) 須恵器。底部片で復元底径13.6cm。内外面ともに回転横ナデ調整。暗灰色。

石製品 (12~14) 12・13は砥石。 12は全長8;9cm、幅4.8cm、厚さ1.2cm。平面形はほぽ長方

形をなし、上部中央に穿孔を行う。極細目の砥石で 3面が使用される。携帯用か。 14は残存長

8.2cm、最大幅10.6cm、最大厚2.6cm。極細目で、 4面を使用している。表裏に直線の溝が切ら

れている。 13は不明滑石製品。残存長6.6cm、幅6.5cm、残存厚2.1cm。全体平面形は楕円形を呈

すると思われる。周囲は面取りがなされ、中央の突起部上半は欠損している。この突起部には

短軸方向にほぽ平行に穿孔が行われている。裏面も比較的丁寧に加工され、凸レンズ状に外方

に脹らんでいる。重量153g。
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Fig. 182 SE327井戸実測図

(S=l/40) 
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3.古代・中世の遺構と遺物（井戸）

(2)井戸と出土遺物

SE327井戸 (Fig.182) 

AF-28 • 29グリッドで検出した。遺構南東部で SK301を切っている。丸太剖り貫き組合せの

井戸枠を持つ。井戸掘方は長径2.25m、短径1.95mの不整楕円形を呈し、深さ約1.85mを測

る。壁は井戸中位でやや屈曲し外方に立ち上がる。井戸枠は井戸中位下半部で検出された。か

なり大きな丸太材を剖り貫いて、それを 2枚組合せている。とくに、南東部では重なり合うよ

うに組合せ、南西部では接合部の外側に更に板材で覆いをつけている。井戸枠外側の埋立て土

の流入を防ぐためであろうか。井戸枠上部は残存しないが、土層の状況から井戸上面に達して

いたと考えられる。激しい湧水のため井戸底は明確には検出できなかったが、完全に暗灰色砂

質層に達していた。井戸枠の内外から土師器・黒色土器などが出土している。

SK327出土遺物 (Fig.183) 

蓋 (1.2) 1は須恵器。復元底径14cm、器高2.5cm。天井部外面に回転ヘラケズリ調整を

行う。内面は横ナデ調整。暗灰色。 2は土師器。復元底径15.8cm、器高1.95cm。口縁端部は折

り返しで、外面は天井部に回転ヘラケズ リ調整、他は回転横ナデ調整。 内面は回転ナデ調整の

後に回転ヘラミガキ調整。赤黄褐色。

皿 (3~ 6) いずれも土師器。器面調整は体部内外に横ナデ調整、内底にナデ調整、外底
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Fig. 183 SE327出土遺物実測図 (S=l/4)
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V.調査の記録 (2区）

は回転ヘラ切り離しである。 3は復元口径13.2cm、器高1.85cm。黄褐色。 4は復元口径14cm、

器高2.2cm。外底に板目を残す。赤黄褐色。 5は復元口径16.6cm、器高1.7cm。赤黄褐色。 6は

復元口径17.6cm、器高2.2cm。淡黄褐色。

高台付坪 (7• 8 • 10) 7 • 8は土師器で、復元底径はそれぞれ7.8・ 8cm。高台部に横ナ

デ調整、内底及び外底はナデ調整。黄褐色。 10は須恵器。復元底径5.4cm。体部内外に横ナデ調

整、内底にナデ調整。暗灰色。

坪 (9 • 11) ともに土師器で、体部に横ナデ調整、内底にナデ調整、底部は回転ヘラ切り

離し。 9は底径6.7cm。黄褐色。 11は復元口径12.8cm、器高3.5cm。暗赤褐色。

碗 (12~16) 12は土師器。いずれも体部上半を欠失する。 12は高台径8.6cm。体部に横ナデ

調整、内外底にナデ調整。淡黄褐色。 13~16はすべて黒色土器A類で、外面に横ナデ調整、内

面ヘラミガキ調整、内底・外底にナデ調整。 13は復元高台径8.8cm。高台内面に黒斑を持つ。 14・

15は高台も欠失する。 16は復元高台径8.2cm。外面に回転ヘラケズリ調整。

甕 (17• 18) 17は復元口径25.5cm。口縁部に横ナデ調整、胴部内面にヘラケズリ調整。黄

褐色。 18は口縁部片。須恵質

で、外面には 4条の波状文を

もつ。内面には全面に黄褐色

の釉を施釉する。

土錘 (19) 長さ 5cm、最

大幅1.1cm、孔径0.5cm。黄褐

色。

把手 (20) 把手部分のみ

で、全体の器形は不明。外面

に施釉が行われ、淡緑色～茶

緑色を呈する。内面は上部に

施釉が及ぶ。壷か。

SE383井戸 (Fig.184) 

AB-27、AC-27グリッドで

検出した。遺構南半部は調査

区外にあり、完全に検出でき

なかった。平面形は長径2.75

m、短径1.8+amの楕円形を

呈すると思われる。激しい湧

水のため、完掘できず、深さ

□lOl 
・-・ 

二l

標高5.5m

。
2 m 

Fig. 184 SE383井戸実測図 (S=l/40)
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1.3mまでを確認した。西壁はな

だらかに、東壁は屈曲して立ち上

がる。断面形は漏斗状を呈すると

思われる。遺物は、瓦器境・土師

器小皿などが出土している。

SE383出土遺物 (Fig.185) 

小皿 (1~4) すべて土師器。

器面調整は体部内外面に横ナデ調

整、内底にナデ調整。底部は回転

ヘラ切り離し。 1は口径8.2cm、器

高1.3cm、底径6.1cm。外底に板目。

淡黄褐色。 2は復元口径8.4cm、器

高1.25cm、復元底径 6cm。明褐色。

3.古代・中世の遺構と遺物（井戸）
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Fig. 185 SE383出土遺物実測図 (S=l/4)

3は完形。口径8.8cm、器高1.5cm、底径6.8cm。暗黄褐色。復元口径8.8cm、器高0.95cm、復元

底径6.2cm。暗黄褐色。

坪 (5~ 7) すべて土師器。器面調整は体部内外面に横ナデ調整、内底にナデ調整。底部

は回転ヘラ切り離し。 5は復元口径13.8cm、器高 3cm、底径9.4cm。外底に板目。明黄褐色。 6

は口径15cm、器高3.4cm、底径8.8cm。外底に板目。明黄褐色。 7は復元口径17.6cm、器高3.25

cm、復元底径11cm。暗黄褐色。

碗 (8~11) 瓦器碗。 9・10は生焼けの瓦器塊と思われる。 8は復元口径14.4cm、器高5.15

cm。内外面ともにヘラミガキ調整。黒褐色。 9は復元口径14.4cm、器高 5cm。外面下半部に回

転ヘラケズリ調整の痕跡を残す。内外面に横ナデ調整。明黄褐色。 10は底部。磨耗のため調整

不明。淡黄褐色。 11は底部。内外面にヘラミガキ調整。黒褐色。
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VI.その他の出土遺物

VI. その他の出土遺物

調査の記録 (IV・ V章）においては出土状況の比較的良好な遺構・遺物を中心に述べており、

出土状況の良好でなかった遺物、遺構の時期には伴わない遺物あるいは不確実な遺物、表面採

集の遺物及び遺構検出面採集の遺物については殆ど触れなかった。よって、この章においては

これらの遺物の中でも、比較的良好あるいは重要と考えられる遺物を抽出し、報告を行うこと

とする。なお、報告にあたっては、「 1. その他の出土土器」、「 2. その他の出土石器・土製

品」、に大別して行った。

1. その他の出土土器

土器は(1)刻目突帯文土器、 (2)擬朝鮮系無文土器及び弥生土器、 (3)古式土師器の 3つについて

報告する。

(1)刻目突帯文土器 (Fig.187 • 188 • 189) 

今回の調査において得られた資料は小破片ながら比較的多く、残存状況も悪くない。しかし

ながら、この時期の遺構は検出されておらず、流れ込みによるものなど、いずれも他時期の遺

構からの出土であった。調査において得られたもののほぽすべてを報告することが出来た。

1区出土の資料 (Fig.187 • 188) 

甕 (1~16) 1はSKOOl土壊出土。細片のため傾きについては正確でない。やや直立する

口縁と思われ、口縁にはヘラによる刻目を施す。内外面はナデ調整と思われる。暗黄褐色。 2

はSK079土壊出土。如意形口縁を呈する甕で、口縁端部全面にヘラによる刻目を施す。内外面

にナデ調整か。暗黄褐色。 3は1区P48出土。如意形口縁を呈する甕で、口縁端部下端に棒状工

具（？）による、やや細かい刻目を施す。口縁下には 1条の沈線文を配する。外面にはかすか

にハケ目調整の痕跡を残し、内面はナデ調整。暗黄褐色。 4はSK173土壊出土。やや直立する

口縁部で、やや小さめの突帯を貼付、ヘラによる刻目を施す。内外面ともに横ナデ調整。暗赤

褐色。 5はSK201土壊出土。肩で屈曲する甕で、口縁及び屈曲部に突帯を貼付け、ヘラによる

斜め方向の明瞭な刻目を施す。内外面ともにナデ調整。暗赤褐色。 6はSK201土塙出土。肩部

で屈曲する甕と思われる。ヘラによる明瞭な刻目を施す。暗赤褐色。 7はSK027土壊出土。肩

部で屈曲する甕と思われる。やや鋭い突帯を貼付け、ヘラによる刻目を施す。内外面ともにナ

デ調整。外面にば煤の付着が見られる。外面暗褐色、内面暗赤褐色。 8はSK201土壊出土。肩

部で屈曲する甕と思われる。やや丸味を帯びた突帯を貼付けヘラによる明瞭な刻目を施す。外

面には強いナデ調整、内面には屈曲部に指頭圧痕を残す。外面淡赤褐色、内面淡黄褐色。 9.

10はSK201土壊出土。ともに胴部片で、外面には比較的明瞭な条痕を残している。 9は外面暗

褐色、内面明赤褐色。 10は外面暗褐色、内面黄褐色。 11はSK201土壊出土。直立する口縁の小

型甕である。復元口径12cm。口縁には突帯を貼付け、ヘラによる刻目を施す。内外面ともにナ
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Fig. 187 その他の出土土器実測図(1)(S = 1 / 3) 
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Fig.188 その他の出土土器実測固(2)(S = 1 / 3) 

デ調整。外面暗褐色、内面淡黄褐色。 12はSK175土塙出土。如意形口縁状を呈する甕で、復元

口径14cm。口縁端部全面に細かい刻目を施す。内外面にナデ調整。外面淡赤褐色、内面淡黄褐

色。 13はSKlll土壊出土。復元口径17.3cm。肩部で屈曲し、口縁はやや内湾気味に上方に直立

する。口縁部及び屈曲部に突帯を貼付け、ヘラによる刻目を施している。外面は暗褐色～赤褐

色、内面は淡黄褐色。 14はp4出土。復元口径27.2cm。肩部でやや屈曲する甕で、屈曲部に突

帯を貼付け、刻目を施している。口縁部は突帯を貼付けず、直接刻目を施しているようである。

突帯間には強い横ナデ調整、他はナデ調整を行う。内面には指頭圧痕を残す。外面暗褐色、内

面淡黄褐色。 15はSK121土壊出土。甕底部片で、底径 5cm。外底に木葉痕を残す。外面にはハ

ケ目様の調整痕を残す。内外面は暗赤褐色。 16はSK173土壊出土。復元底径9.6cm。外面は強い

ナデつけを行っており、指頭圧痕を明瞭に残している。外底にはナデ調整で、縁辺付近に籾圧

痕を残している。淡赤褐色。

壷(17) SK005土壊出土。壷口縁部で、復元口径14.2cm。端部はやや丸味を帯びる。外面に

は横ヘラミガキ調整を行っているようであるが、磨耗のため不明瞭。内面は調整不明。内外面

に丹塗りの痕跡を残している。

2区出土の資料 (Fig.189) 

甕 (18~26) 18はSK360土壊出土。内方に屈曲する甕口縁部。貼付突帯にヘラによる刻目

を施す。内外面にナデ調整。赤褐色。 19はSK310土壊出土。内方に屈曲する甕口縁部。口縁端

部よりやや下がった位置に突帯を貼り付け、斜め方向の刻目を施す。内外面ともにナデ調整を

行う。暗赤褐色。 20はSK370土壊出土。内方に屈曲する甕口縁部。 2条の突帯を貼付け、ヘラ

による刻目を施す。磨耗のため調整は不明。淡黄褐色。 21はSE307井戸出土。内方に屈曲する

甕口縁部。屈曲部内面には明瞭な稜を残す。口縁部及び屈曲部に突帯を貼付け、ヘラによる刻

目を施す。内外面ともに横ナデ調整を行う。暗黄褐色。 22はSK328土壊出土。内方に屈曲する

甕である。突帯を貼付け、棒状工具（？）による刻目を施す。内面にナデ調整、外面には条痕

がかすかに認められる。外面暗褐色、内面淡黄褐色。 23はSK323土壊出土。内方に屈曲する甕

である。屈曲部には突帯を貼付け、ヘラによる刻目を施す。内外面ともにナデ調整を行う。暗
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Fig. 189 その他の出土土器実測図(3)(S = 1 / 3) 

赤褐色。 24はSK315土塙出土。内方に屈曲する甕である。屈曲部には突帯を貼付け、指による

刻目を施す。突帯上位には条痕が認められる。他にはナデ調整。内外面ともに黒褐色。 25は

SK339土堀。内方に屈曲する甕である。屈曲部には突帯を貼付け、ヘラによる刻目を施す。内外

面にナデ調整。赤褐色。 26はP82出土。内方に屈曲する甕である。屈曲部には突帯を貼付け、ヘ

ラによる刻目を施す。内外面にはナデ調整を行う。暗赤褐色。
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壷 (27~30) 27はSK401土壊出土。肩部に 3条の平行沈線文を施す。外面にヘラミガキ調

整、内面は剥離が著しく調整不明。暗黄褐色。 28はSK471土壊出土。胴部小片で、上から、 2

条の平行沈線文、 3条の連弧文、連弧文に重なるように 1条の沈線文が施されている。器面調

整は不明。 29は表面採集。胴部小片で、 3条の平行沈線文及び 3条の連弧文を施している。調

整は不明。黄褐色。 30はSK315土塙出土。胴部小片で、外面には 2条の平行沈線文と沈線間に

格子文を施している。外面はヘラミガキ調整、内面ナデ調整。暗褐色。

高坪 (31) 遺構検出面出土。脚部片である。受部と脚部の境に突帯を貼り付ける。磨耗の

ため調整不明。外面淡赤褐色、受部内面及び脚部内面は黒褐色。

(2)擬朝鮮系無文土器及び弥生土器 (Fig.190 • 191 • 192) 

擬朝鮮系無文土器においては、破片で確認できたものとして高坪、牛角把手、甕口縁等があ

る。確認できたものについてはすべてを報告することが出来た。ただ、壷において判別できる

のは把手のみであり、口縁部片・胴部片・底部片の資料については判断の下し様がなかった。

しかしながら、牛角把手の出土量から考えて牛角把手付壷の個体数は比較的多いものと考えら

れる。このため、単に壷として報告したものの中にも牛角把手付壷が存在する可能性の高いこ

とは考慮せねばならない。

擬朝鮮系無文土器

高坪 (1~ 17) 1はSK206土塙出土。復元口径22.6cm。坪部と脚部の境に稜を持つ。内外

面ともにヘラミガキ調整。淡褐色。 2はSK096土壊出土。坪部片で、脚部との境に稜を持つ。

内外面ともにヘラミガキ調整を行うが、磨耗のため不明瞭。外面灰褐色、内面灰黒色。 3は

SK084土壊出土。坪部小片である。内外面ともに磨耗のため調整は不明瞭である。ナデ調整か。

外面褐色、内面暗褐色。 4はSE090井戸出土。口縁及び裾部を欠失している。器面の磨耗のた

め調整は不明瞭であるが、外面に縦ヘラミガキ調整、脚部内面にはナデ調整を行っているよう

である。坪部内面は調整不明。暗褐色。 5はSK004土塙出土。脚部片で、外面にヘラミガキ調

整、坪部内面にナデ調整。内外面ともに褐色。 6はSKOll土壊出土。坪部から脚部にかけて残

存する。磨耗のため器面調整は不明。暗褐色。 7はSK116土壊出土。坪部から脚部にかけて残

存する。磨耗のため器面調整は不明。淡褐色。 8は1区P324出土。坪部から脚部にかけて残存

する。外面及び坪部内面にヘラミガキ調整、脚部内面にはエ具によるナデ調整を行う。黒褐色。

9はSE307井戸出土。坪部から脚部にかけて残存する。外面にヘラミガキ調整、坪部内面及び

脚部内面にナデ調整。明褐色。 10は2区遺構検出面出土。脚部片で、外面は磨耗するがヘラミ

ガキ調整と思われる。内面はエ具によるナデ調整。暗褐色。 11はSK081土壊出土。坪部から脚

部にかけて残存する。外面にヘラミガキ調整、坪部内面及び脚部内面にナデ調整。暗褐色。 12

はSK364土塙出土。脚部片で、外面にハケ目調整後ヘラミガキ調整、内面にナデ調整。外面に

は黒斑を有する。明褐色。 13はSK301土塙出土。坪部から脚部にかけて残存する。外面にヘラ
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Fig. 190 その他の出土土器実測図(4)(S = 1 / 4) 

ミガキ調整、坪部内面及び脚部内面にナデ調整。坪部内面には黒斑を有する。淡褐色。 14は

SK369土壊出土。脚部片。外面にヘラミガキ調整を行う。褐色。

15はSE090井戸出土。脚部片で外面にヘラミガキ調整。内面はナデ調整で、指頭圧痕を残

す。外面黒褐色、内面灰褐色。 16はSK048土壊出土。脚部片。磨耗のため調整不明。明褐色。

17はSE307井戸出土。脚部片である。外面は磨耗のため調整不明。内面はナデ調整。明褐色を

呈する。

牛角把手 (18~27) 17はSK004土壊出土。半分が残存する。挿し込み部分で剥離してお

り、挿し込みの突起が明瞭に残る。磨耗著しく器面調整は不明。明褐色。 19はSK030土壊出
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Fig.191 その他の出土土器実測図(5)(S = 1 / 4) 

土。小破片だが、挿し込み部分で剥離しており、挿し込みの突起が明瞭に残る。磨耗著しく器

面調整は不明。黒褐色。20は1区表面採集。器面の磨耗が著しく調整は不明。黄褐色。21はSK173

土壊出土。接合部からきれいに剥離している。器面の磨耗が著しく調整は不明。黒斑を有する。

黒褐色～黄褐色。 22は1区P70出土。接合部からきれいに剥離している。外面は磨耗するが、ミ

ガキ調整の痕跡がかすかに認められる。暗黄褐色。 23は2区表面採集。外面は磨耗するが、ミ

ガキ調整の痕跡が認められる。暗黄褐色。 24はSK301土壊出土。挿し込み部分で剥離してお

り、挿し込みの突起が明瞭に残る。外面にはミガキ調整。暗褐色。 25は2区P46出土。比較的大

型の把手で、接合部からきれいに剥離している。外面はヘラミガキ調整だが、やや磨耗する。

黄褐色。 26はSD065溝出土。先端部は接合部からきれいに剥離している。器面調整は磨耗のた

め不明。黄褐色。 27はSD065溝出土。先端及び挿し込み部は接合部からきれいに剥離してお
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り、挿し込みの突起が明瞭に残る。外面にはヘラミガキ調整の痕跡がかすかに認められる。淡

黄褐色。

甕(28~30) いずれも甕口縁部片。 28は2区P189出土。 29はSK301土壊出土。 30は2区Pl77

出土。すべて断面円形粘土紐貼付の甕である。 29• 30は接合痕から剥離している。ナデ調整を

行う。明褐色～褐色を呈する。

鉢 (31• 32) これらの土器を擬朝鮮系無文土器にするにあたっては異論もあると思われる

が、朝鮮系無文土器として報告されているものに類似することや韓国出土の無文土器にもこの

ような器形が存在することからここでも該期の遺物として取り上げておく。 31はSK412土壊出

土。復元口径7.4cm、器高9.75cm、底径3.5cm。外面にはハケ目調整。内面にはナデ調整で指頭

圧痕を残す。明褐色。 32はSK455土壊出土。復元口径9.5cm、器高7.7cm、底径4.9cm。内外面と

もにナデ調整で、指頭圧痕を残す。外面には黒斑を有する。褐色。

弥生土器

壷 (33•34) 33はSK353土壊出土。袋状口縁壷である。復元口径8.8cm。口縁下に 1条の突

帯を有する。内外面ともにナデ調整。外面には丹塗りの痕跡が認められる。 34はSK384土塙出

土。口径27.5cm、器高46.5cm、底径8.7cm。肩部に 1条の突帯を有し、突帯下に 2条の沈線文を

有する。口縁端部に横ナデ調整、口縁外面に縦ハケ目調整後ナデ調整。胴部は外面にヘラミガ

キ調整、内面にナデ調整を行う。胴部外面上位及び外底付近には黒斑を有する。また、胴部外
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面には丹塗りの痕跡が認められる。

(3)古式土師器 (Fig.193) 

古式土師器を出土した遺構のなかで、出土状況の良好なものについては調査の記録で報告し

た。ここでは完形品及び完形に近いもの、出土状況は不良だが重要と思われるもののなかで、

調査の記録において報告に漏れたものについて遺構ごとに述べる。特に SK132土壊は SK085土

塙との関係上、調査の記録において報告すべきであったが、遺構の残存状況が非常に悪く、遺

物の出土状況にも問題があったため、本章で報告することとした。

S0065溝出土土器 (35• 36) 

35は復元口径22cm。二重口縁をなし、口縁下位に竹管文を、頸部に斜位の刻目を施している。
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Fig.193 その他の出土土器実測図(7)(S = 1/ 4) 
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口縁内外面及び頸部外面に横ナデ調整、頸部内面にナデ調整を行う。明黄褐色。 36は胴部片。

頸部と胴部の境に 1条の沈線とその両側に斜位の刻目を施す。胴部外面にハケ目調整。頸部内

面にはナデ調整を行い指頭圧痕を残す。胴部内面にはヘラケズリ調整。明黄褐色。ともに反転

復元であり径に違いを見せるが、同一個体の可能性が高い。山陰系甕か。

SK132土壊出土土器 (37~39)

37は高坪。坪部は段を有し、外面にハケ目調整、内面にはヘラミガキ調整がわずかに認めら

れる。明褐色。 38は復元口径15.6cm。屈曲部に刻目を施す。内外面ともにハケ目調整を行う。

明褐色。 39は甕。外面には波状紋及びその下位には半竹管文の連続したような刺突による施文

が施されている。内面は磨耗のため不明瞭だがヘラケズリ調整である。淡褐色。

SK337土壌出土土器 (40)

完形品である。口径15.6cm、器高26.1cm。口縁部内外面に横ナデ調整。胴部外面にハケ目調

整で、下半部はハケ目をナデ消している。胴部内面にはヘラケズリ調整を行う。胴部外面下半

にば煤の付着が顕著である。褐色。

SK430土墳出土土器 (41)

中世土器との出土である。復元口径18cm。二重口縁をなし、口縁部内外面に横ナデ調整。頸

部外面にはかすかにハケ目調整が認められる。他にはナデ調整。淡黄褐色。山陰系甕か。

遺構検出面出土土器 (42)

完形に近い壷である。口径15.9cm、器高22.2cm。外器面にはハケ目調整、口縁部内面にはナ

デ調整、胴部内面にはやや粗いハケ目調整を行う。外底付近にはヘラケズリ調整を行っている。

胴部外面中位には黒斑を有する。淡灰色。

2. その他の出土石器・土製品

ここでは、出土した(1)石鏃、 (2)石庖丁・石鎌、 (3)石剣、 (4)石斧．砥石・紡錘車・土錘につい

て、 1 • 2区をまとめて報告を行う。

(1)石鏃 (Fig.194) 

1は1区P80出土。完形。全長2.0cm、最大幅1.2cm、最大厚0.3cm。黒曜石製で、表裏面とも

に比較的丁寧な調整を行っている。 2は1区SK081土壊出土。黒曜石製で、先端部を欠いてい

る。残存長2.0cm、最大幅1.7cm、最大厚0.4cm。表裏面にはやや粗い調整を行っている。 3は1

区SK214土壊出土。完形。黒曜石製で、全長2.0cm、最大幅1.6cm、最大厚1.6cm。やや粗目の調

整を行い、表面には一部に自然面を残している。 4は1区SK092土壊出土。サヌカイト製で、

やや深めの凹基をなし、脚片端部を欠いている。全長2.9cm、最大幅1.8cm、最大厚0.3cm。やや

粗目の調整を行う。 5は2区SE307井戸出土。サヌカイト製で、やや深めの凹基をなし、脚片

端部を欠いている。下半部はやや脹らみながら脚部に至る。粗い調整で、片面には大きな剥離

面を残している。 6は2区SK350土壊出土。平基式の石鏃である。黒曜石製で、先端部を若干
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Fig. 194 その他の出土石器・土製品実測図(1)(S = 2 / 3) 

欠いている。残存長3.1cm、最大幅2.7cm、最大厚0.7cm。片面にはやや粗い調整が全面に行わ

れ、裏面には大きな剥離面を残しその縁辺に少し調整を加えている。比較的大型の石鏃である。

(2)石庖丁・石鎌 (Fig.195 • 196) 

石庖丁 (7~21) 7は1区SK033土塙出土。片側端部のみの出土である。残存長3.3cm、最

大厚0.25cm。粘版岩系か。 8は1区SK027土壊出土。片側端部のみの出土である。残存長4.9

cm、最大厚0.4cm。穿孔位置は不明。三角形の全体形をなすものか。 9は1区SD162溝出土。残

存長 5cm、最大厚0.25cm。残存位置は不明。 10はSK093土壊出土。残存長5.9cm、最大厚0.35

cm。直線刃の石庖丁である。外湾縁辺部は小さな剥離が見られる。刃部はやや摩滅する。 l1は

1区SK090土塙出土。残存長3.2cm、最大厚0.5cm。表裏全体に研磨痕が認められる。刃部は比

較的鋭利に研ぎ出され、上位に両側からの穿孔を行う。 12はSK090土壊出土。残存長 5cm、最

大厚0.4cm。外湾刃で上縁部は欠損する。穿孔跡がわずかに認められる。表裏面とも研磨痕を残

す。 13は2区遺構検出面出土。全体形は長方形状をなし、 2孔が穿たれる。残存長6.5cm、最大

厚0.8cm、孔径0.55~0.65cm。表裏面ともに比較的丁寧な研磨が行われる。 14は1区SK009土壊

出土。外湾刃の石庖丁で、 2孔が穿たれる。穿孔はやや斜めにずれている。残存長7.3cm、最大

厚0.7cm、孔径0.5~0.15cm。表裏全体に研磨痕を残す。 15は2区SK362土塙出土。残存長5.7

cm、最大厚0.4cm。穿孔がわずかに認められる。外湾刃と思われるが、上面にもわずかに研ぎが

見られる。 16は1区SD065溝出土。外湾刃で 2孔を穿つ。残存長9.8cm、最大厚0.6cm、孔径0.55

cm。比較的鋭利な刃部が研ぎ出されるが、研磨痕は不明瞭である。 17は1区SK130土塙出土。
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Fig.196 その他の出土石器・土製品実測図(3)(S = 1 / 3) 

やや大型の外湾刃石庖丁である。 2孔を穿ち、残存長13cm、最大厚0.4cm、孔径0.7~ 1 cm。刃

部はかなり鋭利に研ぎ出される。研磨痕は不明瞭。 18は2区遺構検出面出土。最大厚0.45cm。

外湾刃の石庖丁であるが、残存位置は不明。 19は2区遺構検出面出土。片側端部のみの出土で

ある。残存長5.5cm、最大厚0.6cm。刃部は比較的鋭利に研ぎ出される。研磨痕は不明瞭で、穿

孔位置は不明。 20は1区P256出土。直線刃か。最大厚0.3cm。ここでは石庖丁として報告するが

石鎌の可能性もある。 21は1区SD065溝出土。残存長 5cm、最大厚0.5cm。刃部の欠損が激し

い。片面に研磨痕が認められる。

石鎌(22~25) 22は1区P168出土。残存長7.6cm、最大厚0.25cm。先端部が残存する。刃部

には擦痕がかすかに認められる。 23は2区東側検出面出土。残存長5.6cm、最大幅2.9cm。最大

厚0.45cm。刃部は比較的明瞭に研ぎ出される。中央部分の残存か。 24は2区表面採集。残存長

6.3cm、最大幅4.5cm、最大厚0.3cm。先端部の残存である。刃部は比較的明瞭に研ぎ出されてい

る。 25は2区SK430土壊出土。先端部と基部を失っている。残存長9.1cm、最大幅2.1cm、最大

厚0.45cm。研磨痕は明瞭ではない。

(3)石剣 (Fig.197) 

26は1区P142出土。残存長4.3cm、最大幅3.7cm、最大厚0.7cm。先端部のみの残存である。や

や磨耗しており、研磨痕等は認められない。 27は1区P232出土。残存長5.1cm、最大幅2.3cm、

最大厚0.55cm。先端部のみの出土である。研磨痕等は認められない。 28は1区SK139土壊出

土。残存長3.9cm、最大厚0.3cm。先端部のみの出土である。やや磨耗しており、研磨痕等は認

められない。 29は2区SK301土壊出土。残存長5.7cm、最大幅3.9cm、最大厚0.8cm。基部が残存

する。中央に比較的明瞭な稜線を有する。研磨痕は明瞭ではない。 30は2区P207出土。残存長

5.0cm、最大幅3.4cm、最大厚0.9cm。基部が残存する。中央に比較的明瞭な稜線を有する。研磨

痕は明瞭ではない。茎を持たない石剣である。 31は2区表面採集。剥離が著しく残存部位は不
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明。中央に明瞭な稜線を有する。残存長6.5cm。

(4)石斧・砥石・紡錘車・土錘 (Fig.198) 

石斧 (32~34) 32は2区SK301土堀出土。方柱状片刃石斧である。基部のみの残存であ

る。周辺の剃離が著しい。重量129g。33は1区SK175土壊出土。方柱状扶入片刃石斧である。

基部を若干欠損する。部分的に器面が剥離するが、丁寧に研磨・成形が行われている。残存長

12.8cm、幅3.3cm、厚さ3.7cm。重量297g。34は2区SE307井戸出土。方柱状扶入片刃石斧であ

る。刃部を欠損する。部分的に剥離が認められるが、比較的丁寧に研磨・整形が行われる。重

量252g。

砥石 (35) 2区表面採集。全面使用の砥石である。この砥石には 2区SK338土壊出土の石

製把頭飾と同一の石材が使用されている。

紡錘車 (36~38) 36は1区SK106土塙出土。土製紡錘車である。直径3.9~4.lcm、最大厚

1.2cm。孔径は0.6~0.7cm。重量21g。37は1区SE063井戸出土。土製紡錘車である。直径5..6 

cm、最大厚2.7cm、孔径0.9~0.95cm。断面は菱形状をなす。重量53g。38は石製紡錘車。直径 5

cm、厚さ0.5cm、孔径0.55~0.Scm。平面はほぽ正円形をなす。重量25g。

土錘 (39) 1区SK048土壊出土。長さ6.7cm。平面楕円形、断面は径 6cmの正円形をなし、

中央に径1.7~ 2 cmの孔が穿たれている。重量226g。
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VII.小結

今回調査を行った鍋島本村南遺跡は、調査面積は2,900m'と大して広くはなかったものの、そ

の内容は非常に密度の濃いものであった。弥生時代から近世にかけての複合遺跡であり、遺構

密度の高さや出土遺物量の多さもさることながら、貴重な遺物の出土が見られる。その中でも

特に細形銅剣、銅文鋳型、擬朝鮮系無文土器などの遺物の出土は非常に注目される。ここでは

弥生時代の遺構・遺物に焦点をあてて問題点など若干述べてみたい。

1.細形銅剣について

細形銅剣は 1区SKOOl土壊墓の床面直上から出土しており、遺構に伴うことは確実であった

が、遺構からの出土遺物は皆無であり、残念ながら所属時期については明確にすることが出来

なかった。ただ、所属時期をある程度推測できるのは、この土壊墓を切っている小穴から出土

した数片の出土土器のみであったことは「調査の記録」でも述べた。これらの出土土器は弥生

時代中期前半のものと考えられることから、土壊墓の時期は弥生時代中期前半以前と推測でき

る。出土した細形銅剣は型式分類上細形銅剣 I式に分類できるものと考えるが、この型式に属

するものは舶載品であるか国産品であるかという問題点を含んでおり、これによりその所属時

期についても時期差が生じてくる。また、青銅利器について一般的にいわれる「伝世品」の可

能性も十分に考慮しなければならないであろう。加えて、今回の調査においては土塙墓は 2基

のみしか検出しておらず、特別に群集している様子や他の生活遺構と区別された占地状況も窺

うことはできず、同一時期の遺構との有機的な関係による時期決定もなし得ない。以上のよう

に土壊墓及び細形銅剣の所属時期を明確にするには決定的な証拠に乏しく、これら遺構・遺物

がその所属時期如何によっては多くの問題点を提起することからも、その時期決定については

慎重な検討を行うことが必要であろう。

2.細形銅文鋳型について

銅文鋳型は 2区SK345土壊から出土している。遺構は埋土の状況から判断して人為的に埋め

られたような可能性はなく、自然堆積により短期間に埋没したような状況であった。鋳型は弥

生中期前半の土器と共に出土しているものの、遺構底面からかなり浮いた状態で検出されてお

り、いわゆる「流れ込み」の状態での検出状況であった。このような出土状況であったため、

鋳型本来の所属時期については明確に断定を下すことが出来なかった。鋳型本体も完形品では

なく、中央部約 1/3のみの残存であり、全体形を確実に推定はし得ない。ただ、文型の幅の

法量と研ぎによる若干の幅値減少を考慮すれば、鋳型から鋳造される製品はやや細身の銅文で

あることは指摘できる。

3.擬朝鮮系無文土器について

擬朝鮮系無文土器は比較的多くの資料が得られた。出土した土器の器種としては、甕・牛角

-201-



VII. 1,」、結

把手付壷・高坪・鉢などが挙げられる。甕として認定できたものは点数としてはやや少ないが、

その中で断面円形口縁タイプの甕が占める割合は低く、その多くを断面台形状口縁タイプのも

のが占めている。壷は完形品の資料が得られなかったためその全体器形はいまひとつ明確では

ない。牛角把手は20点ほどが出土しており、その規格も大小様々であるが、 1区SK080土壊か

ら出土したような大型品等も存在する。外器面にはヘラミガキ調整を行い暗褐色を呈する比較

的精良なものが多いが、内器面はどのような理由によるものかは不明であるが、器壁の剥離の

著しいものが多いようである。壷については、破片資料や牛角把手の失われている資料につい

ては弥生土器のものと区別を付けることが困難であり、弥生土器壷として報告したもののなか

にも擬朝鮮系無文土器壷が存在する可能性は高いといえる。高坪は比較的多く検出している。

坪部は口縁端が肥厚せずに外反し、脚部は長脚、あるいはやや短脚をなし、いづれも脚部が中

空にならず胎土が充填されている。外器面にはヘラミガキ調整を行うものが殆どである。今回

検出した擬朝鮮系無文土器のなかで最も多く検出・認定できたものは高坪であろう。しかし、

これとは逆に本来の弥生土器の高坪の検出例はかなり少ない。非常に興味深い現象である。ま

た、 1区SK212土塙で検出した高坪は注目される。坪部は弥生土器の要素を持ち、脚部は擬朝

鮮系無文土器高坪の要素を持つという、いわば折衷土器とでも呼べるような形態を持つ資料で

ある。しかも、貼り付けられた口縁部の肥厚部分を除去してしまえば、擬朝鮮系無文土器高坪

そのものである。このような資料の存在は弥生土器との関連性を考慮する上で興味深いものと

いえよう。

さて、これらの資料は流れ込みによるもの以外は、殆どが弥生時代初頭～前半の土器と共伴

して出土している。出土遺構はその多くが土壊であるが、これらの土塙を見てみるとその形状

に規格性を持っていることがわかる。規模的には大小様々ではあるが、平面プランは 1区

SK080や 2区SK360に見られるような隅丸長方形あるいはそれに近い楕円形状を呈するもの

が多い。遺構埋土は 1ないしは 2層の自然堆積によるものであり、人為的な状況は窺えない。

1区SK095のような「張り床」的な層の存在から住居の可能性も考えてみたが、住居と断定で

きる痕跡を認めることは出来ず、他の遺構にはこのような「張り床」的な状況を持つものはな

く、また一般的な竪穴住居の規格と比較すれば特異であり、住居とするには無理があるように

思える。ただ、単なる廃棄土塙や祭祀土壊等とするには規格性の存在、擬朝鮮系無文土器を出

土する特異性、遺構数や占地状況など種々の問題点があるように思われ、今回これらの遺構に

ついてその性格を決定する迄には至らなかった。

4.住居遺構について

次に「住居」という問題に若干触れてみたい。今回の調査において明確な住居遺構は検出さ

れなかった。弥生時代の遺構についてはその残存状況も悪くはなく、削平による竪穴住居の消

失は考えられない。確かに遺跡の広がりが北域に延びていると推測されることや地形的に北域
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が高くなっていることなどから、住居遺構が今回の調査区の北域に存在する可能性は高い。だ

が、弥生時代の遺構の占地状況から考えて、住居遺構が皆無であるということがやや不自然に

思われる。先ほど触れた擬朝鮮系無文土器を出土する隅丸長方形の遺構に竪穴住居の可能性を

求めた理由のひとつにはこの問題があったからである。しかしながら、竪穴住居の存在につい

ては、存在の可能性のある北域の調査に待つよりなく、今後の調査の課題である。また、竪穴

住居と関連してその存在が考えられるものに、掘立柱建物がある。今回の調査においては、遺

構密度の高かったこともさることながら、調査のまずさも加わって、掘立柱建物と認定できた

ものはなかった。ただ、図上で検討すると柱穴の可能性がある遺構がいくつか見られる。ここ

ではその存在の可能性を指摘するにとどめ、今後の調査課題としたい。次に、何らかの施設遺

構と考えられるものに 1区SX217がある。この遺構も性格や所属時期を明確に断定できず、不

明遺構として報告を行った。小穴を円形にめぐらせ、一ヶ所に入り口様の陸橋部を造り出すと

いう特異な形状を有している。明瞭な柱痕跡などは認められず、上部構造については全く不明

である。当初、住居遺構の可能性を考えたが、調査区内において他に同様な遺構が認められず、

他遺跡での類例の存在を知ることができなかった。

さて、今まで問題点など気づいたことを簡単に述べてきた。ここでは若干の私見を述べてま

とめとしたい。

今回の調査成果において注目されるものの一つとしては、やはり青銅器生産と朝鮮系集団の

関連性という点が挙げられよう。鋳造の行われた銅文鋳型の存在は青銅器の国産化を物語って

おり、銅文鋳型も型式的には比較的古いタイプに属すると考えられ、弥生時代の比較的早い段

階で青銅器の国産化が開始されていたと考えられる。確かに、鋳型の出土状況の悪さもあり、

国産化の開始期が中期初頭に遡るかどうかの断定できない。しかしながら、今回の調査により、

青銅器生産に朝鮮系集団が大きく関与している可能性は非常に高く、これらの集団の持つ土器

群が中期初頭～中期前半の弥生土器と共伴していることは、国産青銅器生産開始期の問題に対

して非常に示唆的である。また、本遺跡と嘉瀬川を挟んで対峙する本村篭遺跡においては、弥

生中期初頭と考えられる甕棺墓に伴って多紐細文鏡が出土しており（平成 2年度大和町教育委

員会調査）、当地域と朝鮮半島との交流の深さを物語っている。さらに北へ上ると剣・矛の鋳型

を出土した惣座遺跡があり、西方には朝鮮系無文土器の出土で知られる土生遺跡が存在する。

一方、東方には銅剣鋳型や擬朝鮮系無文土器を出土した姉遺跡が存在する。このように広範囲

にわたって、朝鮮半島からの影響を受けており、鋳型の出土からも佐賀平野一帯が青銅器生産

の先進地域であったことが窺える。しかも、本遺跡をはじめとして出土する無文土器が、朝鮮

系無文土器の影響を色濃く残していながらも在地化の方向に変容した擬朝鮮系無文土器である

ことは、朝鮮系集団の長期にわたる滞在あるいは同化を示唆していると思われる。
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調査により得られた成果は非常に大きいと思われるが、末だ不明な点も多く、特に青銅器生

産に関する諸問題については、綿密且つ慎重な検討を加えなければならないであろう。今後の

課題としたい。
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図 版

遺物写真は挿図 と対照できるように

挿図番号を表記した。

65. SE307 (170 -89) 
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